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め|ま に

第 39回 全国協同学習研 究大会会長

東村 山市立萩 山小学校長  山 崎    憲

学校教育は単に教師 と子 どもの関わ りのみで成 り立っているものではあ りま

せん。授業の中で子 どもたち同士の学び合いがあ り、それが学習の質を高めて

い くのだ とい うことは以前か らわかっていることです。そ こで、「学び合い」
「練 り上げ」「共同Jな ど様 々な言葉で定義 され、実践 されてきま した。 しか

し、そこで常に問題になることは、真に学び合 うことに参加 している児童は ど

れだけいるのか、周 りの友だちを頼 りに しす ぎて 自分が関わっていない、所謂
Fた だ乗 り」を している児童がいるのではないか とい う指摘 とその改善点がな

かなか見いだせない点であ ります。

真の学び合いは、 どの子 も参加 している状態で起 こ りうると仮定す るな ら、
「ただ乗 りJが ある以上は真の学び合い とは考えに くいのではないで しょうか。

そ して、その 「ただ乗 り」現象はけっ して子 どもたちに責任があるわけではな

いのです。子 ども一人ひ とりの能力を授業の中で生か し切れない私たちの力量

や工夫にこそ問題があると言わざるを得ないと思います。
「協同学習Jは 1つ の課題解決に向かって、チームの一人ひ とりが 自分の能

力 を最大限に発揮 してい くところが重要です。 しかもその 「能力」は、 自他共

に認 め られているものであ りたいのです。人間は生きてい く上で不可欠な社会

主活における 「術 Jを 身につけなければな りません。その 「術」を社会性 と呼

ぶな ら、社会性は生まれた時点か ら育 まれて来ているもので、家庭、親類、近

所、保育園・幼稚園、学校、地域 とその環境は拡大 してい くものです。その中

で発生す る諸問題 を当事者同士でいかに上手に解決 してい くのかが重要です。

子 どもは学校で学んだ確かな実感 を求めています。そ して、問題の解決のため

に自分はこんな働 きを した とい う自己有用感 も感 じたいのです。

そこで第 39国大会のテーマを 「誰 もが 自己有用感のもてる学び合いのあ り

方」 とし、一人ひ とりの学びを成立 させ る学び合いの方法を探 り、かつ学び合
いの中での学習の深ま りや広が りを如何に保証 し評価す るかを議論 したいので

す。私は今回の大会をそのように受け止めています。

結びに当た り、本研究大会の機会を与えて くだ さいま した全国協同学習研究

会会長 杉江修治先生、東京都協同学習研究会会長 荒木正志先生、同事務局

長 望月和二郎先生をは じめ とす る協同学習研究会の皆様に感謝 申 し上げます

と共に、本大会開催 にご協力 くだ さった東村 山市教育委員会、東村 山市小中学

校校長会に対 し、厚 く御礼申し上げます。
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第 39国 全国協同学習研究大会の開催にあたつて

全 国協 同学習研 究会会長

中東 大学教授  杉  江 修  治

全 国協 同学習研 究会 の第 39回 大会 を東京都 東村 山市立萩 山小学校 で開催 いた します。

学び合 い、高 め合 い、育 ち合 う、協 同 の原 理 を踏 ま えた学習指 導 の考 え方 は、数 々の特

色 あ る実践 を創 って き ま した。今 回 、 さらに萩 山小 学校 の実践 を拝 見 し、全国か ら集 う

仲 FH3と 交流す る機 会 は貴重 で あ り、子 どもた ちの よ りよい育 ちへ の支援 につ い ての実践

的 、研 究的積 み重 ね を さらに大 きな ものに してい く と考 え られ ます。

2000年 に入 つて以降 、各 地 で教 育改 善へ の大 きな動 きが出て きています が、そ の 中心

は授 業 で あ り、単 に教材 の工夫 に と どま らず 、 それ を子 どもに ど う届 け るか、学習指 導

過程 の工夫 に も関心 が広 が って きてい ます。 教 師 が研 究 した教材 を 「教 え るJの で はな

く、子 どもが 自 ら習得 す る よ うに 「仕 掛 け る」 こ とまで を改 善 の視野 に入れ た実践研 究

が増 えて きてい ます。 その 中核 にあ る考 え方 が 「協 同学習」 です。

学 び合 い とい う形 を導入 す るだ けで は子 どもの豊 か な育 ちを促 す こ とはで きませ ん。

協 同学習 は グル ー プ学習 では あ りませ ん。 それ は、主体 的 に学 ぶ態度 を もち、学 んだ こ

とが らを よ りよい社 会 づ く りに生 か してい こ うとい う民主的 な態度 を持 った子 どもを育

て る とい う目標 を基底 に しつか り据 えて授 業 を進 め よ うと した ときに選択 され る学 習指

導原 理 なのです。 め ざす 子 ども像 こそが、協 同学習 を発動 させ るのです。「誰 もが有用感

を もて るJと い う子 どもの姿 をまず掲 げた萩 は1小 学校 の研 究主題 には、そ の よ うな観 点

が き ちん と組 み込 まれ てい ます。 なお 、協 同 は和気藷 々の学 び合 い を言 うので は あ りま

せ ん。 高 め合 い は時 に厳 しい競 い合 い を通 して な され る こ ともあ ります。 仲 良 し集 団 で

はで きない、課題 解 決 をめ ざ して高 め合 う集 団 での学 び こそ が協 同学習 の求 め る活動 で

す。

協 同学 習 にはひ とつ の定 ま つた理 論 はあ りませ ん。 多様 な考 え方 が並存 してい ます。

そ のひ とつ は、多人数 との交流 を通 して こそ、新 しい考 えが生み 出 され る し、社 会 的 な

意義 を持 った学 習 がで き る とい う視 点 か らの ものです。 も うひ とつ は、共 に高 め合 う、

信 頼 に支 え られ た協同的 な人 FH5関 係 が もた らす モチベ ー シ ョンの高 ま りに期待 す る とい

う集 団心理 学 の考 え方 です。 この両者 はいずれ も大事 な視 点 です が、 ともす る といずれ

か に偏 つた議 論 を して しま うこ ともあ る よ うです。 一人 ひ と りの実践者 が行 う協 同 の底

にあ る原 理 につい ての追求 は、協 同学習実践 に とつての要件 とい える よ うに思 い ます。

この大会 開催 にあた つて、萩 山小 学校 山崎  憲校 長 先 生 をは じめ とす る教職 員 の皆様

の ご貢 献 に深 く感 謝 いた します。 また、東京 都 の協 同学習 実践 の仲 間 を長 年 にわ た って

ま とめて こ られ た望 月和 二郎 先生 の ご配慮 に対 して も心 よ りお礼 を申 し上 |ず ます。 ご参

加 の皆様 が多 くの成 果 を持 って帰 る こ とがで きる会 にな る こ とへ の確 信 を添 えて、本 大

会 の ご挨拶 といた します。
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第 1分科会

主体性のある子どもの協同曲な学び

～第 5学年理科授業におlす る一奮轟～

発表者

宮崎市立小松台小学校

興 椙
'大

輔

助言者

名古量女子大学,和井田 節 子

13:55～ 14:35

南校舎三階 6年 1組教室



第 39回全国協同学習研究大会発表資料

主体性のある子どもの協目的な学び

～第 5学年理科授業にお|す る一考察～

宮崎県宮崎市立小総台小学校

教 諭  興 機  大 輔

1 はじめに

いま世界は、本格的な国際化時代を迎えている。政治・経済・あるいは資源、食料など

の問題にしても、一国のFH5題がすぐ世界の国々に影響を与えることが少なくない。たんに

自国の問題のみを考えるのではなく、もつと広い視野で地球の一員としての意識をもつた

見方や考え方、そして実行力が大切である。本年度は、新 しい学習指導要領の移行措置期

間である。小学校学習指導要領解説総則編第 3章第 5節では、「学校は、児童にとつて伸

び伸びと過ごせる楽 しい場ではなければならない」 と学級経営の充実が述べられている。

子ども自身が感 じる「自己存在感」が求められている。また、本校の教育目標の冒頭に「共

に美 しく生き、」とある。共に美 しく生きる姿とは、3つある。「自分で判断し表現する姿J

「かかわ りをもとうとする姿J「意欲的に取 り組む姿」である。この 3つ姿を子 どもが合

わせもつた時に、本校の教育目標に迫ることができると考える。そこで、第 5学年理科学

習において、単に理科の知識や技能だけでなく、見通 しをもたせた問題解決的な学習を展

開した。それ と同時に、「共に美 しく生きる姿」に迫るために、「Team」 で学び合 う理科

学習の役割である 6つのキーワー ド 〔チーフ・ リー ド・ レコー ド・タイム・ボリューム・

リサーチ〕を子どもに意識 させながら授業をし、どの子どもも「自分は、仲間と――L緒に勉

強しているんだ」=「■amJを常に感 じることができる研究に取り組んだ。

2 「共に美 しく生きる姿Jを追求する研究の視点

[11 見通 しをもたせる問題解決的な学習の流れの工夫

[2]理科学習における協同的な活動の工夫

3 授業の実際

[11 見通しをもたせるFn3題解決的な学習の流れの工夫

基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るためには、知識や技能の習得 とあわせて、

授業で問題解決的な学習の流れが確立されていることが大切であるざそこで、児童が

問題解決的な学習の流れを身に付け、進んで学習に取 り組めるように 〔Fnn題→予想→

実験→結果→結論〕に 〔説明〕を加えた六つのキーワー ドを児童に提示 し F問題解決

の仕方Jの習得を中心に研究を進めた。

《問題解決的な学習の流れ》



説明〕とは、一連の問題解決活動を通 して学んだ知識や技能をより確かなものとして

定着 しているかどうかを確認するための活動である。

[2]理科学習における協同的な活動の工夫

協同学習における役割分担を参考に、右の

ような 〔チーフ・ リサーチ・ボリューム・ リ

ー ド・レコー ド・タイム〕の 6つの役割を理

科学習に導入 している。子どもに主体性をも

たせるためには、活動において、「平等な参

加Jが基盤 となる。そのために、協同学習に

おける参加の度合いを等 しくする手法を用

いて、「Team KOMAサ イエンスの力Jを提

示 し、理科学習で子 どもに意識 させている。

本校の理科の原点は、ノーベル物理学

【Team KO閣Aサイエンスカ】

賞 (1965)を受賞された朝永振一郎さんの言

葉である。理科の授業では、子どもに「ノーベ

ル賞はT́人の人間にしか贈られなかつたが、

きつと、ノーベル賞を受賞した朝永さんは、自

分の研究に色々な形で関わつた人たち一人ひ

とりの力で受賞したと想つてらっしゃると思

うよ。」と話をした。脳科学者の茂本健一郎氏

によると人間の脳には、「ミラーニューロン」と

い う神経細胞があり、この神経細胞の働きによつて 「共感」や 「感化」などが起こ

ると言われてる。つまり、「意識の高い Team」 作 りには、個々の参加の意識を高め、

感化力で 「Team」 のポテンシャルアップを促することができると考えられる。そこ

で、子 どもに各役害1の名前 とそれ

に必要な力を説明 し、Teamご と

に、各役割を子 ども同士の合意形

成の基、選択 させ 「係分担表Jに

記述 させた。Teamは 5～6名 で構

成 されている。場合によつては、

一人で 2つの役割 を担当す る子 ど

ももいる。 この役害1を決める時に

大切になること|ま 2点ある。 1点

日は、グループの人数である。塩

夏小松台小理科の原点】

田芳八氏によると6人 と最適として 【子どもが記述した Tea離 の役割分担】

2



いる。そこで、本理科学習でも、 6つの役割を設定した。2つ 目は、先述した 「合意

形成 =共生」である。合意形成は、共に生きる上で互いに合意 しながら生活を営むこ

とを教育 していくことは大切なことである。今、学校の存在価値 (学校に求められて

るもの)は何かが問われている。学校の存在価値は、教育の機会均等のもとに、学校

の社会的機能を明確にし、本当の意味での特色ある学校の創造が求められていると考

える。その社会的機能に迫るものが本校の教育目標にある「共に美 しく生き」である。

この具現化の一翼として 「理科学習」が機能・存在 している。

さらに、実際の授業場面では、各 Team6つ の役割をもつた子どもが特定の役害Jと 責任

を持つて活動 し、Teamを 支える。6つの役割の機能的に働きながら、理科学習が展開

される。理科学習では、F全員参加」が基盤である。そこにいる子 どもは、自分が Team

のためになっている。つまり、自己有用感をもちながら、明 日が待たれる理科学習を

展開している。

4 研究の成果と課題

[11 見通 しをもたせる問題解決的な学習の流れの工夫

○ 子どもが、解決の順序性を見出し、未知の物事に追究や解決の意欲をもつことがで

きた。

121 理科学習における学び合 う活動の工夫

○ 子 どもが、意識の高い 「Team」 で理科活動をすることができた。

● 科学的に追究する姿 (常時的な主体性)を もつた子 どもを育てるシステム構築が必

要である。                         ′

引用・参考文献

1 文部科学省,平成 20年告示小学校学習指導要領解説,総員1編,2008
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【チーフに指示を聞く場面】 【リサーチが活動している場面】



第 1分科会

「わかるJ「できるJF学び含うJ

指導の工夫
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助言者

名古屋女子大学 和井 田 節 子
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研 究 主題

わかる できる 学び合 う指導の工夫

【課題設定・導入の工夫】
・ 教材分析 をもとに意欲的に学習できるよ うな課題 を設定 します

・子 どもたちの興味・関心を引きつけ意欲 をもたせ る動機 づけを工夫

します。

【読みを深める二つの学び】
0-人で読み進 めるための指導の工夫を考えます。

・個々の読みを集団の中で どう広げ、深めていくか、そ して学び

合 う楽 しさをどう実感 させ るかを考えます。

一人学び

学び合い

【振り返リカー ドによる自己評価】
・ 学び合いを通 して理解が深 まつたかを振 り返 ります。

…ノ卍
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構  カムドI機面による)

研究アーマ

わかる で書る 学ザ舎う 授業
"創

造
～確かな読みの力をつける指導の工気 国語科)～

Ｈ
Ｕ
　
目

ｎ
Ｆ
・　
ｌ

〓
二

楓
ヽ
１
√

′
Ｉ
ヽ

「    J
提案 ( 低 中 高 学年分科会)

Stepr【轟選を受け入れる場】
学習のねらいを明確に示し学習の見通しをもたせていますれ

導入の工夫は、興味・関Jか ,意欲をもたせています力、

Step2【学びが膨らな場】

一人学びを深めるための手立ては適切でしたヵゝ

主発FFsは、学び合いが深まる発間でした力、

子供同士で、意見や考えを伝え合つていましたれ

読む力をつけるためにかかわり合う活動が工夫されましたれ

分科会から協議会で話題にして

鉢しいことを書き込みま丸

Step3【ねら■が違成する場】

学習のねらいに追ることができましたれ

露ase 【基本的な学習ルール】
学びの達人になるための学響ルールは定着してぃますれ

※評価項目の00にもぃては、

入しま九

分科会から指導のェ夫や協議会で話題にして欲しいことを記

酔優 …綴



学習ルール を守 つて 学カア ップ

～学びの達人になるための 回 田小 8つ の約束～

【1l Ready(ヨ ーイ !)

【2】 Oo(ド ン !)

一 人

学 び

ノー ト

★ 2 話 は最 後 まで聞 き取 ります。

★ 3 指名 され た ら 「はい」 と気持 ち良い返 事 を します。

★ 4 集 中 してね ば り強 く最後 まで取 り組 み ます。

・ 今 もつてい る力 で

・ 調 べ た こ とを も とに して

・ 今 まで習 った こ とや経験 を使 って

料 な どを利 用 して

|★ 5 間違 い を恐れず 自分 の考 えや意 見 を話 します。

|  (低 )理 由をつ けて

(中 )           
意
下
して

【3 1 Finish(ゴール !) ★ 8 分か らない ことはその 日の うちに質問 してできるよ

うにな ります

¨ξ
P…

★ 1 チ ャイ ム着席 、学習 に必要 な用 具 はそ ろつてい ます 。
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校内研究

12月 14日  (金)5校 時

回田小学校 第 4学年 2組 児童 29名

研究主題 Fゎかる できる 学び合 う 授業の創造 J

一確かな読みの力をつける指導の工夫を通して一

第 4学年 国語科学習指導案

学習したことを生かして

「ごんぎつねJ(出典 :光村図書 下巻 R60～79)

1.単元名

2.教材名

3.単元の目標

○友だちの多様な読みとり方から積極的に学び合うとともに、劇化 しながら登場人物の気持ちに

共感して、楽しく物語を味わおうとする。 (関心 。意欲・態度)

◎登場人物の心情や場面の様子を、叙述をもとに想像しながら読み取る。 (読むこと)

○叙述に即して読み取つたことを動作やせ りふなどの表現に生かしながら、劇化を通して味わう。

(読むこと)

○登場人物の心情を表す言葉には、直接的な心情表現だけではなく、行動や表情を表す言葉や会

議 。心内語、情景などがあることを理解する。 (言語事項)

5.単元設定の理由

(1)児童の実態

①学級の様子から

(関心・意欲・態度 )

4月 当初は、意欲的に発言 しようとする児童もいる一方、発表に自信がもてない児童や国語の学

習に積極的に取 り組めない児童も多かった。また、自分の考えを言 うことには関心が高くても友だち

の考えから学ぼうとする意欲が希薄な面も見られた。そのような実態を踏まえ、クラスでは、友だち

の考えを最後まで黙つて、考えながら聞くことの大切さを伝えること、「一授業で一回発表する」とい

う取 り組みを、全授業を通 して行つてきた。その中で、学び合いの大切 さに/Dいて児童自身が気づき

始め、伝え合お うとする姿が見られるよう|こ
なつた。友だちの話を聞く姿勢が身に付き、活発に発言

する児童も増えてきた。さらに、各々自分の考えを述べ合 うだけでなく、友だちの考えについて賛成・

単元の評価規準

…υノぶ ~

・ 必要に応 じて、国語辞典を使

って難語句を調べている.

・ 当該学年までに配当されて

いる漢字を正 しく読み書 き

している。

・ 心情を表す言葉には、直接的

な心情表現以外に、行動や表

情 を表す言葉や会話・心内

語、情景があることを理解 し

ている。

・ 登場人物の心情や場面の様子

を表す言葉に着目し、登場人

物の気持ちを想像 しながら読

み取つている。

・ 登場人物の気もちや場面の様

子が表れるように、工夫 して

音読 している。

・ 自分 と友だちの考えを上Lべ、

進 んで 自分の考 えを広 |ず た

り、深めた りして物語 を読み

進めている。

・ 叙述をもとに際1化 しなが ら、

友だ ち と楽 しく物語 を味わ

っている。
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技内研究

12月 14日  (金)5校 時

回田小学校 第 4学年 2組 児童 29名

研究主題 「わかる できる 学び合 う 授業の創造 J

一確かな読みの力をつける指導の正夫を通して一

第 4学年 国語科学習指導案

学習したことを生かして

「ごんぎつねJ(出典 :光村図書 下巻 R60～ 79)

1.単元名

2.教材名

3.単元の目標

○友だちの多様な読みとり方から積極的に学び合 うとともに、剰化しながら登場人物の気持ちに

共感 して、楽しく物語を味わおうとする。 (関心・意欲・態度)

◎登場人物の心情や場面の様子を、叙述をもとに想像しながら読み取る。 (読むこと)

○叙述に即して読み取つたことを動作やせ りふなどの表現に生かしながら、劇化を通して味わう。

(読むこと)

○登場人物の心情を表す言葉には、直接的な心情表現だけではなく、行動や表情を表す言葉や会

議・心内語、情景などがあることを理解する。 (言語事項)

5.単元設定の理由

(1)児童の実態

①学級の様子から

(関心・意欲・態度 )

4月 当初は、意欲的に発言 しよ。うとする児童もいる一方、発表に自信がもてない児童や国語の学

習に積極的に取 り組めない児童も多かった。また、自分の考えを言 うことには関心が高くても友だち

の考えから学ぽうとする意欲が希薄な面も見られた。そめよぅな実態を踏まえ、クラスでは、友だち

の考えを最後まで黙つて、考えながら聞くことの大切さを伝えること、「一授業で一回発表する」とい

う取 り組みを、全授業を通 して行つてきた。その中で、学び合いの大切 さについて児童自身が気づき

始め、伝え合お うとする姿が見られるようになつた。友だちの話を聞く姿勢が身に付き、活発に発言

する児童も増えてきた。さらに、各々自分の考えを述べ合 うだけでなく、友だちの考えについて賛成・

単元の評価規準

"織 /ぶ …

・ 自分 と友だちの考えを比べ、

進 んで 自分の考 えを広 げた

り、深めた りして物語 を読み

進めている。

・ 叙述をもとに顔1化 しなが ら、

友 だ ち と楽 しく物語 を味 わ

っている。

。 登場人物の心情や場面の様子

を表す言葉に着目し、登場人

物の気持ちを想像 しながら読

み取つている。

・ 登場人物の気もちや場面の様

子が表れるように、工夫 して

音読 している。

・ 必要に応 じて、国語辞典を使

つて難語句を調べている。

・ 当該学年までに配 当されて

いる漢字を正 しく読み書 き

している。
。 心情を表す言葉には、直接的

な心情表現以外に、行動や表

情 を表す言葉や会話・心内

語、情景があることを理解 し

ている。



反対、補足するような、つながりをもつた話 し合いによる学び合いが成立するように取 り組んでいる

ところである。既習漢字が十分に読み書きできなかったり、読み取 りの力がついていないことで積極

的に学習に参加できなかった児童についても、個別の指導を通 して学習に少 しずつ前向きな姿勢を持

ち始めている。

また、4年 2組は、国語の音読発表会や詩の暗唱、学級活動でのお楽 しみ会などで、人物の気持

ちや場面の様子がわかるように工夫 して音読 したり、自作の劇を演 じた りするなど、表現を楽 しむこ

とのできる児童が多い。「二つのお願い」 (4月 )や、「「伝え合 う」とい うこと」 (9月 )の発表の場面

では、相互評価を取 り入れることで、友だちに向けて表現 し、それを評価する力もついてきた。
「ごんぎつね」の劇化を通 して、さらに意欲的に読み深めょ。うとする力、叙述から読み取つたこ

とを積極的に表現する楽しさを感 じヽ読むことに対する関心・意欲を高めていきたい。

(読むこと)

国語の物語教材 (「 白いぽうし」 (7月 )、
「一つの花」(11月 ))では、ワークシー トを用いて、

人物の気持ちがわかる言葉にサイ ドラインを引き、そこをもとに、登場人物になつたつもりで、感 じ

たこと、思つたことを、想像を広げて読み取る指導を行つてきた。「白いぼうし」では、サイ ドライン

を引き、叙述に即 して想像を広げられた児童は全体の約 5分の 1であった。サイ ドラインを引くこと

はできるが、叙述からほとんど想像が広がらない (叙述に 1つ、 2つ言葉を付け足 した程度)児童が

5分の 3、 残 りの 5分の 1は、心情が表れている言葉を見つけたり、サイ ドラインを引いたりするこ

とも難 しい様子であつた。 しかし、同じ形式の授業を繰 り返すことで少 しずつ学習形態になれ、サイ

ドラインを引けなかつた児童が引けるように、想像をふ <ら ませることが苦手であつた児童も少 しず

つ想像を広げられるようになってきた。また、叙述から離れた想像をしがちであった児童も、叙述に

立ち戻つて考えられるようになつてきている。

(言語事項 )

人物の心情は叙述から想像できる、とい うことは児童の多くが理解 しているように見受けられる。

しか し、以下の実態調査の結果からもわかるようにt叙述の中には、行動・表情、会話、直接的心情

表現、場面の様子を表す言葉があること、そして登場人物の心情を理解する上で、それ らの言葉がす
べて大切であることが分かっている児童は少ない。

このため、「一つの花 (11月 )」 では、叙述には行動・表情、会話、直接的心情表現、場面の様子

を表す言葉があり、そこから人物の心情が読み取れることを指導 してきた。児童も、心情表現には様々

な表現方法があることに興味をもち、理解 し始めている。「ごんぎつねJでは、ごんの行動についての

細かい描写や様子を表す言葉など、たくさんの優れた心情表現が用いられている。本単元を通 して、

さらに語感や言葉の使い方に対 しての言語感覚を磨かせたい。

また、 4月 より、国語の授業では必ず国語辞典を携帯 し、分からない言葉や表現については、す

ぐに辞書を調べるように指導をしてきた。このため、多くの児童が辞書の使い方に慣れ、あらゆる場

面で辞書を使 う習慣がついてきた。知 らない言葉やわからない言葉について、人に聞くのではなく、

自分から積極的に調べていこうとする知的好奇心の高い児童が多い。「一つの花」や「ごんぎつねJで
も、現代では見られない習慣やものがたくさん出てくる。分からないことや知らないことを自分で調
べ解決する力をつけ、知識や語彙を増やすためにも、辞書を常に携帯するよう「ごんぎつね」でもし

つかりと取 り組ませたい。                            
′′

既習漢字、新出漢字については、 ドリルからの 1 0 FEEテ ス トや大テス トなどで、 90点以上取れ

るまで繰 り返 し行つているが、漢字がなかなか定着 しない児童、反復学習が苦手な児童が多い。漢字

でつまずくと読み取 りにも支障が出ることを意識づけ、「ごんぎつね」に出てくる既習漢字、新出漢字

についてもしつか り定着させた上で、読み取 りに取 り組ませたい。

②実態調査の結果から

児童の国語に対する興味・関心や、読みに関する知識、発言のしやすさについて、アンケー ト調査

を行つた。アンケー ト内容 lま以下の通りである。

rず /ノ ど



《結果》 (実施児童 4年生 8懸 名 )

1.国語の授業はすきですか。

国語の授業はすきですか

5%

2.音読はすきですか。

日すき

園まあまあすき

国あまりすきではない

□すきではない

4。 登場人物の気持ちを考える時に、自分が読み取 りやすい方法はどれですか。 (複数回答可)

登場人物の気持ちを読み取りやすい方法

情量にサイドライン

表情にサイドライン

行動にサイドライン

言葉にサイドライン

黙読

音読

意見が言いやすいとき

だれかの後

考えが書いてるとき

指名されたとき

となり同士や班で

自信がもてたとき

付け足しや反対意見

昔読 lますきですか

21%

26%
::::::::||::11::i

45%

日すき

□まあまあすき

圏あまりすきではなt

□すきで|まない

3.物語を読むのはすきですか。

物語を読むのはすきですか

4%

圏まあまあすき

理あまりすきではない

11:l::::lilllililill:

5.意見が言いやすいのはどんなときですか。 (複数回答可)

…。鮫θ禦…

10     20     30     40     50     60     70     80 (96)



《考察》

1.国語の授業がすきか。

★「まあまあすき」まで入れると7割以上の子が、国語が好きと答えている。好きな理由としては、

以下のような主な理由があげられた。

・辞書を使つて意味調べするのが楽 しい。

・漢字書き取りがすき。

・物語が好き。

・調べ学習がすき。

・ノー トをたくさん書 くのがすき。

2の 「まあまあすきJにつけた子の中には、漢字は好きだけど作文はちょつと苦手、音読が好き

だけど、発表が苦手などと書いた子もいる。「あまりすきでない」、「すきではない」にOをつけた子

の主な理由は以下のとお りである.

・テス トの文章の読み取 りが苦手。

・漢字が苦手。
0発表が苦手。

・字を書くのが苦手。

以上の結果から、文章の読み取 りについては、物語教材や説明文を通 して段階を踏んできちんと指

導をしていく必要があること。発表については児童に自信を持たせるための工夫が必要であること

が明らかになった。

↓このことから・・・

2.音読はすきか。

★ 7割近くの子供が「すきJと 答えている。 3年生のときには、物語教材で学年内で音読の発表会

をしあつた。また、3年生のときから音読カー ドを使用し、日常的に音読の練習をするようにし

てきた。

↓このことから・・・

3.物語を読むのがすきか。

★約 8割の子どもたちが「すき」と答えている。

↓このことから。・・

【本好きを育てる手立て】

○国語の時FHlや朝のモジュールの時間に本を紹介しあったり、図書館司書、教師によるブックトー

クの活動を取り入れる。

○読み取つた物語を劇化するなど、読み取つたことを表現し、読み味わうことのできる工夫をする。

【読み取りについての手立て】

○根拠となる叙述にサイ ドラインを引き、想像を広げて吹き出しに気持ちを書く学習方法を繰 り

返すことで、学習方法が分かり意欲的に学習に取り組めるようにする。           ′

○話し合いのスキルにそつて発表することで、スキルを用いて話し合いに積極的に取り組むこと

ができるようにする。

○学習レベルにあつたワークシー トを準備する。 (ヒ ン トなし、ありの 2種類のワークシー ト)

I音読についての手立て】

○読み取りの時間の最初と最後の音読をし、その時間の読み取りの範囲の確認や、学習したこと

の振り返りができるようにする。

0読み取つたことをもとに劇化することで、目的意識を持って読み深め、読み深めたことを生か

して意欲的に表現することができる。

○工夫して音読していることや、読み取りの結果を生かして音読している姿をほめる。

一麟 /い '



↓このことから・・ 0

【読み取りの力を育てる手立て】

○音読だけでなく、読み取りの前に黙読を入れて、作品に静かに向かい合 う時間を設ける。

○サイ ドラインを引く際の観点 (言葉・心内語、行動・表情、場面の様子)を繰 り返し示 し、そ

こから人物の心情が分かることを理解できるようにする。 
さ

○同じ学習形態を繰り返すことで、サイ ドラインを引き、叙述に即して想像を広げる方法が定着す

るようにする。

4.登場人物の気持ちを考えるときに自分が読ふ取りやすい方法 |ま どれか。

★「黙読Jを あげた児童の割合が一番多く、「サイ ドラインを引く」方法よりも多かった。読み取り

をする際に黙読をする時間も積極的に取 り入れていきたい。また、人物の心情を理解する上で、

叙述に注目し、サイ ドラインを引くことが効果的であることを伝えていきたい。

5.意見が言いやすいのはどんなときか。

★「自分の考えに自信がもてたとき」とい う児童が一番多かった。「少人数のグループの中で発表す

るとき」、「誰かが意見を言つた後 J、
「自分の考えが書いてあるとき」など、心構えや準備がしてあ

る時には積極的に発表できる児童が多いことがわかる。

↓このことから 0・ ・

I発表についての手立て】

○一人学び、学び合いの時FHlを繰 り返す形で授業を進め、読み取つたことをワークシー トに書き、

それをもとに発表できるようにする。

○話し合いのスキルやハンドサインなども活用し、友だちの考えを手がかりにして発表できるよ

うに｀
する。

(2)本単元で育てたい力

内容の大体 を、登

場人物の行動に着

目して読み とり、

その背景にある人

物の心情の変化に

ついて考える力を

つける。また、友

だちの多様な読み

とり方に気づき、

自分 との考えの相

違について考える

力を育てる。

人物の行動や心情

に共感 し、作品の

主題 を感 じる力を

育てる。友だちの

考えを聞き、多様

な感 じ方があるこ

とに気づいて、自

分の感 じる力を深

めた り、広 lず た り

する力を育てる。

人物の心情を、直

接的な心情表現、

行 動 や 表 情 、 言

葉・心内語、また

情景か ら、想像を

広げて読む力を育

てる6

読み取つたことを

生か し、人物の気

持ちが表れるよう

に音読す る力をつ

ける。また、学習

したことを劇化す

ることで言葉を表

現 す る力 を育 て

る。

確かな読みの力

がヽ重濃 r‐



読もうとする

関心、意欲をもつ

金文な畿む

場爾ごとに詳 しく読む

「1噂の花Jな どの学習を思い出す。

題名や挿絵・写真から、物語のイメージを広げる.

初発の感想を大切にする。 (個々の思い、感 じ方)

畿みのめあでなつかみ、目的意識をもっで読静。 (劇 )

学習計画を立で、単元の見通 しをもつ。

6つの場面ごとに叙述に即 して想像を広げて読静.

毎時間音読・黙議を取 り入れる。

友だちの読み

・叙述を緩拠に読みの交流を

する

・多様な読みに気づ く

吹き出 しに書いた ことをもな

に、話し合い、読準を広げた り

深めたりする。

表現活動 との関連

劇 を作 るために作品を繰 り返 し

読む。

「ごんざつねJの刺 を演 じ、言語・身体表現をする
奮 ζ亀■

こ

鵞 赳

識、相手意識 をもち

表現す る。

登場人物になつて

吹き出 しに響 く。

織『―
鞭

Ｐ

」 粋か樵  写きる 理解・獲得する書ぴ 由撥成感

次の学習への意欲

叙述を根拠 とした

自分の読みをもつ

自分の読みの変容

(補強、修正、確信 )

劇への広が り

―麟感押

粋かる F審 番



研究主運 との間違

Fゎかる できる 学び舎う 機業の制遣J

・・・―t―確かな読み勢力をっ嘘_登整塵墾貪盪璽璽瓢堕重x

◎研究主題に遮る手立て

1つかむ段階1削作品
…
直関lきなもち、内容の大体をつかtF。

① 単元の初めに場面ごとの小見出しを考え、内容の大体をつかめるようにする。

② 児童め初発の感想を生かして学習課題なたでることで、謡蠅を自分のものと提

え、見通しをもつて懲欲的に学習に取り組めるようにする。

③ 劇化するという読みのめあてを知り、目的意識をもつて続めるようにする。

I深める段階】→講なた.めのスキルを'身に付け、叙述に鼠pして読みな深めたり、

登場人物に共感したりできるようになる。

《諄人の工夫》

磯 餓浚量豊でま重主豊    穣織 lF、 それにそうで読み進める逸とで、意欲をもうで欝

み取り牡崎 え̀る ようにする。

《譲黎灘める工夫》

Q置 灯霊鰹不彎行うことで、銀述としやかり向き合う時間を増くるようにする。

9整 覇人物の気持ちに違るための機拠となる額述 (言葉、行動・畿情、情量)に テイだガ

インな馨|く こ,と で、叙遮に即した畿みができるようにな種亀

⑦ 叙述をもとに、鑽乱鰤ιに人物の気持ちを想像して書くことで、人物の心構に共感し、

違ることができるようにする。

9サ イドラインをひき、吹き出しに人物の気持ちを書く斐型鮭鰹量は盟慮璽F機 とで、学響

方法に獲れ、意欲的に学習に取り組めるようにする。

《ジークシー トの工夫》

⑮ 脳颯k至盪質盪盛鹿ど童∠立宣重を用意し、全員が達成成をもで機ようにするo

(ヒ ントなし、ヒントありの2種類のワークシート)

登場人物へ覇 彦珀でことで、共成の気持ちな濃められるようにする。

フークシ‐‐‐卜に、農狼逼盪_懇稽冒数拠隻遼盛を書きたせるようにし、学び合いによる読み

灘まりが見えるようにする。

倅 ぴ合いの工夫》

⑫ 友だちと自分の鐸贅愛塑醸崎考えて聞いたり、発表したりするこ量で、議み取りをさら

に灘め広ずる。 (ハンドサイン、話し合いのスキルの活用)

0講 み渫めの後の昔講では、_董判電距度を友だちに伝えることで、講準深めたことを音講

に生かせるようにす機。

《評価の正夫》

⑬ 毎時間、わかうたユと・感したことなどに嗜いて本時の学習をふり返つて豊選慶爾賭す

ることで、次時へ中学習灘欲を高めるようにする。

Iま とめの段階】―読み深めたことを生かし、作品を表現ヒ/た り、振り返つたりする。

⑮ 読み灘めたことを生かして劇イヒし、保護者の方に見てもらうという相手慧

識をもち、意欲的に作品を表現できるようにすろ。

①  「ごんざつねJについての感想や、作品についての評論を書くことで、読

み味わうことにつな|ず られるようにする。

⑩

醸

な。、ヤアー‐



19.本時の学響 (3/22時 間)

(1)闘 檬

◎登場人物のょい情を、叙遮をもとに想像しながら読ネ深める。

①友だちと自分の考えな比べながら話し合い、自分の考えを広|ずたり深めたりする。

①場爾の様子や人物の心情を想像 しながら、音読する。

(2)晨聞

学習活動

一人学ぴ (     )
学ぴ合い (崚 “麟~… …‐

)

―~rF想 される児童の反応 ☆評価 ◎研究主題 とのかかわり

つ

か

む

1.本時の学習課題を確

認サ
疇
る。

◎ 自分たちでたでた学習課題や初発の感

想にそつて講静ことで、意欲的に学習に

取り組静ことができる。(①)

》ぐないをするごんの気持亀

「ごんは、まず一つ、い

いことをしたと、少 しい

い気持ちになつている。」

環

め

る

・
広

げ

る

3.欝 3場 面 を音 読す

る。

4.黙畿する。

S.ご_んが、_1しま_■亀≧.

「つ ぐないのつもりが、

かえつて兵十に迷惑をか

けたと気づいたから。J

「いわ しのとき:ま舌L畢な

や りi方だけど、くりのと

きは、きちんと償いたい

とい ラや さしい:慰いがこ

もつている。J

「今 日もくりや松たけを

もつてきたよ。墓轟L二濾

気を出して。」(はげまし)

Fぅ なぎのこと本当に悪

かったなあ。 くりや松た

けをもつできたから、壺

」 (おわび)

Fひ とりぽつちの兵十、

かわいそ うだなあ。 くり

や松た |す をもつできたか

ら元気を出しな。J(同情)

◎音講、黙読をして、読み灘めに入る。(働)

◎サイ ドテインを事|く 観点を示す。 (③)

*気持ちを表す言葉 (直接的表現)

*会話・心の中の声 (心内譜)

率行動や表情 *ま わりのようす (情量)

◎叙述をもとに想像を広lずで、登場人物の

気持ちを吹き出しに書く。 (0、 ③)

☆叙述を根拠に、馨策を広げることができ
たかぉ (リ ークシー ト)

◎根拠を見うけるのが難 しい児童 :ま、サポ

ー ト用リークシー トを使用する。 (0)

☆自分の考えを発表できたか。 (発言)

◎友だちの考えと関連付 :す で議す。 (⑫ )

○聞運付 :す で発表できない児童に|ま、ちが

う考えでもよいので発言するよう促す。

○友だちの考えで話 し合つた l・ 9う がよい

と思 う点についで、叙述に基づき自分の

考えを述べるよう助言する。

思,たわせ_l曇f士 _l工

斃え撫 “

6.く_り _を 置́士_≧工LL≦ I雛

子 といわ_しの時止^費

檬―~6の違いから、ご
んの気持

｀
ちの変化 l碓

気ゴ≦鳥 _

7.

→書い_た こ_と 壺上とL^
騰豊金、ラ』…

薇一オ手 …・



忠 ,

量

鷺

→発表して確謎上含雹量…

9.第 3場面を音講する。

12,今 日の学習の自己

評価をする。

3嘉し合い後の考えな書きこみ発表する。
(⑪)

☆友だちの考えから読み深めることがで

きたか。 (発言、リークシー ト)

「『 ゆるして。』とおわぴ

をする気持ちや『おれと

同じひとりぽつちでかわ

いそうだな。』という同情

の気持ちがあると、わか

りました。J

◎音読の工夫を伝えてから、音読する。

(⑬)

◎本時の学習についで、評価の観点 (わか

った逮と、感じたこと、友だちから学ん

だことにそつて自己評価すること
~4・

、次

時への学習意欲がもてるようにする。

(⑭ )

「ごんの償いをする気持

ちが伝わるように読みま

す。」

「ごんがいわしの失敗に

気づいて、本当にや さし

くなつたとい うことがわ

かった。J

「友 だちの考 えを聞い

て、ごんがつぐないを統

けるのには、ゆるして |ま

しいとい う気持ちだけじ

ゃなくて、ひとりぼつち

になつてしまつた兵十を

かわい脅 うだなあと思 う

気持ちがあることがわか

った。」

_3r・ 一

ま

と

め

る



第 2分科会

協働学力の定義とその育成

～算数科におけるジグソー学習～

発表者

東村山市立萩 山小学校

折 田 `和 宙

助言者

大山市子 ども未来センター

有 本 高 尉

13:55～ 14:35

南校舎 三階 6年 2組教室



究 主

「協働学力の定義 とその育成」

～算数科におけるジグソー学習を通 して～

研究の主旨

研究の方法

研究の内容

実践 とそのポイン ト

研究・実践の成果

今後の課題

1,

2,

3,

4,

5,

6,

東村 山市立萩 由小学校

/



1,研究の主旨
本校では 「生きる力」は、その要素 「確かな学力」「豊かな人間性」「健康・体力」が、相互

に関連 を図 りなが ら育成 され るものと考えている。 とりわけ、「豊かな人間性J育成は、単に徳

育のみをい うのではなく、各教科の指導や道徳、特別活動、総合的な学習の時間の、学校教育に

おけるあらゆる機会を通 して培われるがき目標であると提える。そ して様々な社会問題の発生の

背景 として考えられる、人 と上手にかかわれない、自己肯定感がもてないなどの児童の姿を踏ま

え、直近の課題 として力点を置 くべき事柄は集団の社会性 と個の社会性である結論づけた。 これ

はまさに 「かかわ り」 と「主体性」の相互作用であ り、広い意味での 「豊かな社会性Jの育成で

あると考える。学校 とい う集団の中で、生きる力を育成するには豊かな人間性の中核 となる社会

性の育成が最 も重要であり、教育課程編成においても、豊かな社会性の育成に重点を置 くことが

必要であると考える。そ して学習指導の場や生活指導、特別活動の場での豊かな社会性の育成を

実践的に進めなければならない。 とりわけ、学校生活の 1日 の大半を占める学習の場では、人 と

人 とのかかわ りを通 して学び合 うことが多い。人 とい うのは、子 ども同士であった り、教師 と子

どもであつた り、教師以外の大人 と子 どもであつた りとい う関係が考えられる。そのような学び

合 う場の意図的・計画的な設定や実施により、子 どもが相互に思考を深め合い、広げ合い、高め

合 う学習を実感することを求めてい くのである。

本校はこれまで重点 目標や研究主題 として 「かかわ りを大切にして、主体的に学ぶ子 どもの育

成」を掲げてきている。 これは、「萩のよ うにや さしく、山のようにつよく」 とい う教育 目標の

「共生」「自立」 とリンクしている。 ところが誇張 して言 うなら、「かかわ り」ばか りを大切に

すれば人を頼 りすぎ、「主体的に」 と力を入れれば自分勝手にな り、「かかわ りを大切にして (し

かも)主体的に学ぶ子 どもの育成」な ど絵空事、言葉の遊び と言いたくもなる場面が、同 じよう

なテーマで研究を進めているい くつ もの学校で見 られ る。「学び合い」 と言つても結局はグルー

プの何人かの気が利 くリーダーの発言で学習が進行 し、他の子 どもたちは無言。「誰かがこの窮

地を救って くれ る。」「誰かが教えて くれる。」「早 く終わ らないかな。それまでの我 1曼 。」 と、あ

る意味では主体的に 「学び合わない」子 どもの存在が、学び合いを追究 している研究に、いつも

重たくのしかかつている。 これは言い過ぎだろ うか。

「協働」は、共に自分の力を働かせて協力 して問題解決に当たることである。お互いが相手の

力を、相手の良さを認め、自分の力と相手の力を活かして問題を解決 しようとする姿こそが、今

最も大切な能力ではないか。そ うい う能力があるとすれば、それを 「協働学力」と言いたい。梶

浦 真先生は「協働学力」を短い言葉で端的に表現して下さつている。 しかし、私たちは具体的

にはしつかり理解できているとは、まだまだ言えない。協働学力の育った姿としてどのような姿

が期待 されるのか。その要素をマ トリックスにして浮かび上がらせる工夫、話 し合いの場面の工

夫、抽出児の変容を見る工夫など様々な試みがなされたが決定打が見つからない。

そんな私たちに、全ての子どもたちの協働学力を明らかにするための 1つ の考え方として梶浦

先生がご紹介下さつたのが「ジグソー学習」である。私たちは「協働学力Jが 育成され、伸張さ

れていき、グループ内で発揮 される学習=協働学習の 1つ としてこの「ジグソー学習」を提えた。

ジグソー学習を試みるにはジグソー学習を理解せねばならない。「ジグソニ学習入門」 (筒 井昌

博著 明治図書)を 熟読 しながら、色々な教科で試行的に実践が行われた。そ して共通の上俵 と

して、最も日頃から多く関わる教科 として国語科と算数科を選択 し、子どもの思考の深まり、広

ユ



が り、高ま りが、比較的評価 しやす く手立てが打ちやすいとして更に算数科に一本化 して研究を

進めることとした。そ して標記の主題を確立 した。

2,研 究の方法

(1)協働学力の追究

①子 どもの姿の変容 を提え、 目指す姿を明 らかにす る。

・抽出児童を決め、昨年度か らの変容の分析をする。

・子 どもの 「学び合 う」認識の変化を読み取る 「振 り返 リカー ド」の工夫。

②授業に参加す る楽 しさ、グループによる問題解決の楽 しさが分かる授業作 りを目指す。

・友だちか ら得た情報、自分が提供 した考えなどが明 らかになるノー トの工夫。

・ グループで学習す ることにより、分か らなかったことがわかつた、できなかったことが

できた とい う実感がもてる教材作 り。

(2)ジ グソー学習の実践

①ジグソー学習に慣れる。

・「まず実践 してみる」を基本 として、学年内で積極的に試みる。

。ブロック単位でジグソー学習の指導を公開 し合い、見方を深める。

・スムーズに展開するための条件を抽出 し合い、聞き上手、話 し上手を育てる。

・ジグソー学習研究者か らの直接指導の機会の設定。

②ジグソー学習をつ くる。

0学習班や研究班の児童のよりよい構成の仕方の工夫。

・時間の配分 とジグソー学習の流れの工夫。

・単元におけるよりよいジグソー学習設定の場の選択。

・学習の レイアウ トづ くり。

0算数科の指導 目標 を理解 し、教材観 を養い、発想を豊かに して問題開発を試みる。

・同等の価値を有す る 「3つ の問題」の開発。

0指導のね らいの焦点化の研究。    ・教材の本質追究 と教師の関わ り方の研究。

0児童の思考の流れ と指導内容の検討。    ・授業のまとめ方の検討。

0授業を作る。

・ ジグソー学習を板書計画する。…ジグソーの完成図として

。子 どもの話 し合いに必要なツールの開発。

・ 自力解決→研究班→学習班の流れの中での思考の深ま り、広が りの意識化。

・ ワークシー トの開発。

(3)ブ ロック単位の実践研究 と協議

①低・中 。高の 3プ ロックによる公開授業 と協議会

・学年、プロック内実践を基盤。

・ 3人 の算数教育講師によるブロック単位の直接指導。

②複数講師による全体協議会による質の向上

3



平成 19年度の研究は、次のよ うに構想 し

た。

「生 きる力」の育成 を、「人間力」の視点

で提 え、「社会・ 対人関係力的要素」 に着 目

して 「社会性 の育成」が主たる狙いであると

提 えた。そ して研究仮説 を 「問題解決の過程

で集団による解決のための能力、 自己有用感

を培い他者 を活かす能力のよ うに、学び合 う

学習の中か ら相互応答関係 の中で生成 され る

能力 を 「協働 学力」 と呼ぶな ら、「ジグソー

学習」が「協働学力Jを育成する手段 となる」

とした。

また、低・ 中・高学年ブ ロックがそれぞれ

の課題 を明確 に して算数科の実践 を試みなが

ら課題の解決に迫るように構想 した。

平成 20年度は、これまでに明 らかになっ

た事柄 を整理 し、研究を焦点化す ることに し

れ

金実践の結果ゝ明 らかになったこと

・研究班、学習班内の伝 え方が鍵である。

学習班は習熟度編成、研究班は均等編成が適当である。

ある。

「知」を共有化 し練 り止 lずるための表現のあり方

平成 19年度の研究構想図

左 図 の よ うに、 ジ グ ソー学

習 の実践 の 中で明 らか にな っ

た こ とを基調 に、 ジ グ ソー学

習 の実践 を通 して更 に児 童 の

学 び を深 めて い く。 そ の際 、

次 の 6点 に留意 して実践 す る

ことに した。

○ まず は、 ジ グ ソー学 習 に各

教員 が慣 れ る、児 童 が慣 れ る

こ とである。

○ 自分 な りの ジ グ ソー の授 業

ス タイル を確 立 し、主 体的 に

授業 に用 い ることである。

O低・中・高 の研 究 ブ ロ ック内

での授業研 究 を活発 に し、お

研究班、学習班での助言のポイン トとは

互いが切磋琢磨する雰囲気を湧かせて技量を高める。

0協働学力の観点か ら、ジグソー学習の形態か ら、算数教育の視点の 3つ の点からそれぞれの

専門講師の指導を受け、実践に生か していく。

○板書、机間巡視、発間、 日線、学級風土な どの基礎的 ,基本的な授業力、学習のね らいの明

確化、適切なまとめなどの教材の本質に迫 る指導力を向上させ る。

撃

「生きる力Jの育成を「人間向」の視点で

'「社妻 。対人関係力的要素」の着目
`広い意味での 「社会性」の育成
!集団の社会性と値0社会性

:重 点目標 :開わりを大切にして主体的に学ぶ子どもの青

「認め合い」「支え合い」 「高め合う」という、仲間との関

わり合いを通して 主体的に問題解決を進1〒 する子ども

ヒ
協働学力を備えて問題解決に当たる姿

」

協機撃難奪
=難

とを0霧鑑

算数科おけるジグレー学習を通して

低学年に応じた「ジ

グシー学習」の場面
とは、またそのパタ
ーンとは

「ジゲソー学習」
の効果的な場や題
材とは、算数3つな

表現力とは、

問題解決め過程で集団による解決のための能力、自己南用感を暗い他者を生かす能力
のように、学び合う学習の中から相互態薔関係の中で生成される能力を「翻働学力」

と呼ぶなら、「ジグソー学習」が「協議学力」を育成する手段となる

ジグソー学習を通して学びを深める

・ ジグソー攀目に嶺れる ・ 擬彙スタイルを確
=・ プロッタ内t・の切磁薄磨 ・ 驚童の指導を集かす

・轟率的な援盤力0向上 ・ 自己欝籠0肉書と海議

らに明らかにしたいこ

目的明確化のための手法と教材開発

萩ぬようにやさ:ノ く

山ダ)よ うに強
`



○児童の内容的な自己評価、態度的な自己評価のあ り方 と方法を開発 し実際に用いる。

これ らを主体に実践的な 1年 とす る。

平成 21年度は、平成 20年度における研究実践発表会をベースにして、発表会において質問

された事柄 を徹底的に分析 し、その回答集を完成 させ る。また、ジグソー学習の実践事例 を増や

し、各方面に積極的に実践 してもらう条件整備 を行 う。

3,研究の内容
‐

豊かな社会性

集国的相菫関係の中で、知を分かち含:い
、確かめ含い、使い含う.

又、相互に知識を共有し、活かし含う

ことにより、自己と知識の有用感を高

めてい<.学び含いの中で育成される

社会性の高bl学力.

「協働学力』梶浦 真 氏 より

研究全体会

低学年ブロック

1・ 2年・専科

高学年ブロック
5・ 6年 層専科

中学年ブロック

3・ 4年・専科

研究推進委員会 梶浦 真先生

筒井昌博先生

柳瀬 修先生

上野和彦先生

木村洋子先生

轟轟轟纂轟繁鷺どでビ
=彗

軍

青賓一
¨
　

一

壕
二
審
一

汁二驚・

i樵脱:鯰鱗:

生きる力の理念



口自分の考えをノT卜する。
・『いいなJと思つた考えを朱筆する。

1冨  鮮 震Lる。
・友達や先生の一言に静かに集中する。
・話を聞いて思つたことが言える。
・拍手やハンドサインで意思を表す。
・アイディアを他の子どもが解説する。
・考えが変えられる。
口言われたことを試してみる。

・自分のよさを知る。
・友達のよさを活かす。etcⅢ …

棄墨宝雪穿冒撃午夢高レみ多裏轟彗`

]
専蒙賛彗彗要b産書2撃彗麗曇蚕

=。
ヽ

)

颯 瘍 瘍
轟 :二轟轟埋轟轟
口既習の学習を生かしながら、自分で考え、ノー

トやワークシートに書き込む。

・絵や図、式、言葉こ線分図など、自分が分か

りやすい方法で、解決しようとしていく。

熱磁麒轟1臨臨麟  |
・伝える内容を確かめる。
・伝える方法を相談し、確認する。

I轟:轟轟曇轟轟:禁轟轟轟轟     轟

赫瘍⇔瘍

／
妙

ΦttΦ争巻Φ

口悩んでいるので相談に乗つて欲しい。
・自信がないから、研究班で教えてもらいたしヽ。
・自分の考え方でいいかどうか確かめたい。
・解決できたが、ほかの考え方も知りたい。
こ解決できたので、教えてあげて自信を持ちたい。



1,学年 と単元

2,単元の目標

第 1学年 単元名 「ながさくらべ」～かざりの長 さ比べをしよう～

○直接比較や間接比較によつて長 さを比べることができる。

0身近にあるものの長 さを単位の長 さのいくつ分で比べることができる。

3,単元の評価規準

○関心・意欲・態度

′身近にあるものの長 さに関心をもち,比べ ようとした り,長 さを数値で表す ことの便利

さに気づき,測定 しようとす る。

O数学的な考え方

身近にあるものの長 さの比べ方や表 し方を工夫 した り考えた りす ることができる。

O表現・処理

直接比較や間接比較によつて身のまわ りの長 さを比べた り,身近にあるものの彙 さを単

位 として,そ のい くつ分かで長 さを比べた りす ることができる。

○知識・理解

ものの長 さの直接比較や間接比較の しかたや,身近にあるものの長 さを単位 として,そ
のい くつ分かで長 さを表す しかたがわかる。

身近にあるものの長 さなどをもとに して大きさの判断をす るなど,長 さについて豊かな

感覚をもつている。

4,単元の指導計画 (全 5時 FHa)

4,実践とそのポイント(第 1学年の実践例)

I  J部分がジグソー学習

・カ レンダーの縦横 と、 2本 の飾

りの比較のしかたを考える。

・曲がつているものは伸ばしたり、

折つた り重ねた りして、端をそろ

えて長さ比べをする。

・工夫 して端 をそろえ、「どち ら

がながい」と結論づける。

・色々な長さを実際に比較する

経験を通 して、直接比較のしか

たが分かる。

・目的に応 じた長さの直接比較

ができる。

どっちが ながい?1 1

・直接比較できない物 (CDケー

スの縦横、 2つ の円柱上の周囲)

の比較のしかたを考える。

・媒介物を用いて一方の長 さを写

し取 り、他方 と直接比較する。

・直接比較できないものは、第

3の量に置き換えて比べ、実際

に比較する経験を通 して、間接

比較のしかたが分かる。

・ 目的に応 じた長さの間接比較

ができる。

こまつたぞ、

くらべられないよ

・天丼の目盛 り沿いに張 り巡 らさ

れた飾 りの長 さの比較のしかたを

考える6

・切 り抜いた模様を 1単位 と見て

壁面の飾 りの長 さを比べる方法を

考える。

・間接比較の場で長 さの違いを消

しゴムなどの個数であらわそ うと

する。

・任意単位の違いに気づき、より

よい比較の方法を学びt友だちの

考えを聞いて考え方を広げる。

・任意単位を設定することによ

り、長さを数値化し、どちらが

どれだけ長いかを判定できる。

①目盛 りを利用した数値化

②具体物を単位とした数値化

③違いを表す場面での任意単位

による数値化

・目的に応じた任意単位による

測定ができる。

どちらが

どれだけながい?

３

４

本

時

/Jヽ 一九単 時 いらね 動活習学

1

7



たしかめてみよう

5,本 国の実践

・任意単位による測定が必要な 3つ の場面を用意する。

「教室の天丼には りめぐらされた 2種類のモニルのかざり」は、 どちらが どれだけながい ?

「黒板の上 と廊下flllの かべに貼 られたもようのかざりJは、どちらが どれだけながい ?

「窓のガラスに貼つたかざりは、廊下の戸にぴつた り貼れるだろ うか」

。身の回 りにある物の長 さを数

値化する際、身近にある物の単

位を選択 して用いることができ

るようになる。

・単元のまとめと習熟

。身 の回 りの物 の長 さを、 どの単

位 を使 うと、 よ り正確 に長 さを表

す ことができるか考える。

・様 々な物 の長 さを数値化す る経

験をする。

0練習問題をす る。

ジグソーの流れ

問題を抽出する

要書班そ選択する
|

自力解決する

研究班i三分かれる|

賭えを深める
|

説明準備をする
|

学習班|=良 る|

鑽告・説明し合う
|

賭えを広げる|

課題の結論を出す|

隆員でまとめる|

かざりのながさくらべをしよう

Gようは丸と嬌C
「挑戦する長さ比べ」を決める

比較のアイディアを考える

董三型 望型J型望レ
〆
―
―
ヽ

かべの

もよう

研究班

ン
ー
ノ

＼ /

アイディアを出し合い比較の方法を深める

よりよいアイディアに絞り込み、報告準備

学習班

学習班での報告 し合い、アイディアを広げる

単位のいくつ分であらわす

追体験

批 材 1壺_J
＼/

窓と廊下 Iま離れて

6,「 3つ の場面」について

「どちらが どれだけ」の場は、直接比較 しにくい状況を作ることが必要である。また、任意単

位の取 り方も① 目盛 りを利用 した数値化、②具体物を単位 とした数値化、③違いを表す場面での

任意単位による数値化のように多様である。そこで 3つ の場面を考えた。

一
組

公
開

部

分

二
組

公

開

部

分



7:本時の指導            ｀

(1)本時のねらい          1   1
・ どちらがどれだけ長いかを比べる活動を通:してt身近にあるものを単位

として、『そのいくつ分』かで長さを表すしかたを考える。     |
・ 3つの長さの比べ方を伝え合うことで、身近にあるものを単位として、

:   『そのいくつ分』かで長さを表すことができることを撃解する:: ‐

(2) 本時の展開

留意点など児童の活動教師の活動

・3つの課題を提示す

る。       :

○課題 をつかむ。1 学習課題

を提示す

る。
・萩じいさんか

らの手紙を読

む。   :

・3つの課題を

もう
.■1度確認

する。‐

11年 1組のみんなヘ

クリスマス会に向けて、飾りつけを1/ているようだねえ:なかなかすてきだのぉ。

ところで、気になることが、3つあるのだが、    ■       ‐

① 窓のリボン飾りと、ドアのリボシ飾りはこどちらがどれだけ長いのだ

い ? :

② 天丼のきらきらしておる、ビンク色と金色の飾りは、どちらがどれだけ

長いのだい ?

③ 黒板め上にあるダイヤ飾りと、廊下側にあるダイヤ飾りは、どちらがギ

れだけ長いのだい?

Iか しこい27人で力を合わせて、3つの問題を解決してくれないなのおt il

返事を待らておるぞ。

萩 じk主さんより 三_:_

。 どれも、端と端をそろえて比べることができ

|    ないよ。               ‐ ‐

1 「 ひもや紙テープを使って比べればレ:｀
いのか

な。   |   :1 ■  :
・ でも届かないよ。 (触れないよ。)

。 こんなに離れている 2つの物を比べ ら:れる
「

:    の:?   ■         |  ■:

|  。 どれだけ長いうて、1ど う答えればいいの?

課題①  r           ,
窓のリボン飾りと、 ドアのリボン飾りは、どちらがどれだけ長いですか。

?´



Pドアは外せないこと

を約束する。

・高い台には上れない

こ|と を約束する。

・分かる課題から考え

るよう声をかける。

・一つの比

^方
を考え

られた児童には、他の

比べ方を考えるよう

促す。

・飾 り同士をそろえて

比べる方法を考えて

いる児童には、最初の

約束事を確認する。

‐
::高玉貫奮磐言憲貴・・ ‐ |

|二 どうやらて比人たらいいのかなあふ

。どちらが長そ

うですか。 |

。どちらが長そ

うですか

。どちらが長そ

うですか

2 自力解決

をする。

ギ:‐ギ■りが量い
と思いますか。

長い と思 う方
の飾 りに丸を
:つ けましょう。

・どのように長

さを比べ られ

そうですか。比
べ方を考えて

書いてみま し

ょう。

課題②・.1:
天丼にあるピンクの飾りと基の飾ら|ま::きち

―
らがどれだ:す長いですが.:

金の方が長そうだな。
ピンクの方が長そうだな。

だいたい同じだと思うな。

壁にある区いダイヤ飾りと、匠いダイヤ飾りは、どちらがどれだけ長いですか。

長

る
一就
賊
”，‐・

・敗
ぽ
凛

注
ハ
ゴ

一嚇
峨
暖

目臼
圏
臓

0飾 りの比べ方を考えt‐ 長いと思う方の飾 りとtその

比べ方をワークシー トに書く。          .

:飾 り① ― ‐ ―́ ―・ ‐
…Ⅲ■‐‐  :■

・ 指を開いて、何個分か数えるよ。
・ 消しゴムを使つて、何個分か数えればいいん

|    だ。

飾 り②

l  ・ 触らないで、どうやうて比べるのかなぁ。
・ 天丼の四角の数を数えればいい。

飾 り③  ■ 1  :   :
・ 触らないで、どうやつて比べるのかなぁ。

|  ・ 大ダイヤと、小ダイヤの数を数えればいいよ。
・ 大ダイヤと小ダイヤが何セットあるかを数え

ればいいよ。   .

″



|

|

|

3つの課 :

題 を学習 :

班 で分担

する。

・困らている人

も多い よ うな

ので、研究班に

分かれ て相談

しましょう。

4 研究班で

比べ方 を

考える。

・研究班で、自

分が担当する

課題のプロに

なつてきま し

ょう。

・学習班の友達

に しつか りと

説明ができる

ように、分かる

まで友達 と'し

っか iり 相談 じ

てきましようt

・学習班にも:ど

った時、どのよ

うに説明 した

らよいかt研究

班で説明の練

習|を しま しょ

う。      ・

○研究したい課題を相談して、1課題の担当を決める。

・ ①が難しそうだから、①の研究をしたい。
1, 一番長くておもしろそうだから、②の研究を

1   したい。

,自分では、比ギ方が分からなかつたから、③

l の研究をしたい。

１

２

自分で考えた比べ方を伝え合 う。

観察タイムに、班で飾 りのそばへ行き:

どれだけ長いかを研究するこ

=番
いいと思う比バ方を決め、

現するしかたを練習する。

どちらが、

学習班の友達に説

飾り①

・ ひもを使つても、どれだけ長いかは言うこと

はできないよ。

|  ・ 消しゴムを使つて、消しゴム○個分長いつて

:   
言えるね。

・ 指を開いて何個分かを数えてもいいね。

飾り②

= 天丼をよく見ると、四角があるよ。四角何個

分かを数えればいいわだ与。

飾り③
l  

・ 夫ダィキとガtダィヤめ数を数えれ|ずti大ダイ

ャと小ダイヤ○個分長いつて言えるね。

,プロになつて来なけ

ればならないという

意識づけをする。

・自分が分からない課

題や、興味をもつた課

題に積極的にいくよ

う声をかける二 ‐

・飾り①で、
1解

決でき

ない班
'に

は1窓 とド

アt(それぞれの長 さ

を、数字を使つて表す

ことはできないか問

いかける。

・飾 り②で、解決でき

ない班には、天丼のマ

スロに着 目す
゛
るよう

声をかける。   :

・飾 り③で、解決でき

ない班には、大ダイヤ
‐個の長 :さ 、小ダイヤ

=個の長さ:が、それぞ

れ等 しいことを伝え

る。       |

0飾 り①を解決する研

究FJIのために、長い紙

テープを用意 してお

く。  ■     : :

//

|



後

半

部

分

年

一
一
組

設

楽

学

級

5 学習班で

考 えを広
|げる。 |

:研究班で勉強

してきた |こ と

を、
「
学習班の友‐

達に説明 しま

す。友達が分か

るように、説明

します。説明を

聞いて、分から

ない時|ま、友達

に質問 しま し

ょう。

・3つの比べ方

の似ていると

ころを、1学習班

で話 し合いま

しょ.う ふ
1‐

6 全体でま
:と

めをす
. :る二

L飾 り③は、ど

ちらが どれ だ

け長いですか。

・前で説明でき

る人はいます
か。

・飾り②は、ど

ち らが どれだ

け長いですか。

・飾 り①は、ど

ちらが どれだ

け長いですか。

1. 観察タイムにt研究班で考えた比ギ方を説明し合

う。.     ―             ■ | :

どちらがどれだけ長いかをtワ ∵クシァ トに書

く。                             :
。 ① :ま、1消 しゴム:や鉛筆

:を
、窓のわくにあてて、

0個分かを数えたよ。こうやつて数えると、

窓が、 16個分。 ドアの方が、 18個分。だ

から、、ドア,方がこの消しギム2憚分量かつ

たよ。  | 1     11 1    ■

l ②は、1触れないけどt天丼をよく見るとこ四

1 角があなよ:だからご:こ うやって四角の数を
1数

えたよ:‐ピシクは、四角 10個分。金はt

四角 9個分。だから、ピンクの方が、四角 1

個分長いよ。_1    1     _
。 ③は、大ダイヤと小ダイヤの数を数えたよ。

'図は1大:ダィャが,=響でⅢダイヤギ 1.11個。

回は、大ダイヤが12僣で力ヽダィヤが12個。

だから、EIの方が大ダイヤ1個と小ダイヤ1

個分長いよ。

児童の発表から、3つの場合の比べ方を全体でとり挙

げ、似ているところをまとめる。

:  ・ 飾り0は、大ダ才ヤめ数と小ダイヤの数を数

えれば、比べられる。

・ 1飾 り②は、不井の四角の数を数えるよ。

|  ・ 飾 り①は、消しゴムを使って、何個分かを数

えるよ。

・ 飾 り①は、鈴筆を使つて、何個分かを数える

よ。

飾 り①は、紙テープを使つて、窓とドアの長

さを測つて、 2本のひもの長さを比べる。違

う分を、消しゴムで数える。

・各課題のプロに、飾

りの近くまで行つて、

説明す るよ:う 指示す

る占: : ・

0早
:く 解決 した班に

は、3つの比が方の似

ている ところを話 し

合 うよう指示する。

・③の発表の際、実物

を黒板に提示し、それ

を用セヽて、発表するよ

う促す。

・②の発表の際、児童

の説明に合わせて、長
い棒で、天丼を指す。

・①の発表の際、教室

前方の窓 と ドアを使

つて、実際に比がて見

せるよう指示する。

/ユ



,1つの物 を測 る.時

は、同じ単位を使わな

ければいけないこと、

びった りじやない際

は、「少し長い」
:「

ちよ

っと短い」と表現する

ことは、次時におさえ

る。

・3つの比べ方

の似ていると

ころは、ありま

すか。

・教室にあるい

ろいろなもの

も、『何のいく

つ分』で表せそ

うですか。

・今日勉強した

ことを使つて、

次の時間は、い

ろいろなもの

の長 さ比べを

します。

:はぎじいさんヽ:.「

1か ざり①はね、

まどのながさ・・・けしゴム16こぶん  |
ドアのながさ・・・けしゴム18こぶん  :
だから、 ドアのほうが、けしゴム2こ ぶんながいよ。

かざり②はね、

ビンクのながさ・・ 。しかく10こぶん
・
きんのながさ・・・し

｀
かく9こボん

だから、ビンクのほうが、しかく1こぶんながいよ。         1
かざり③はね、

回めながき:・ ・大ダイヤ11こぶんと、小ダイヤ11こぶん

回のながさ・・・大ダイヤ12こぶんと、小ダイヤ 12こぶん

だから、EIのほうが、大ダイヤ1こと、小ダイヤ1こぶんながいよ。

端と端をそろえて比がられない。

どの飾りも、数を数えて、比べた。

どの飾りも、『何かのいくつ分』でt

ができた。

:数字を使.う て長さを表すことができた。

次は、黒板の横 と縦の長 さをt鉛筆を使つて

上L√ミアこし)。

机の横と縦の長さを、1鉛筆キャップを使つて

比べたい。

ポイ:ン ト  |          ・

・長さを、数字を使つて 言うことができる。

・長さをt「○○のいくっ分」ということができ.ぅ。

/3



7●‐自‐己評価

| する。

〇振り1返 り|力∵ドで自己評価をするb‐ .‐・

・ 友達に説明すること楊ミできた。

・ 友達の話を聞くことができた。
尋 長さの比べ方を考えることができた。
・ 長 さの比べ方が分かつた。

.「 友達の説明や考えの

良かつた ところを見

:う けた児童には、発表

するよう促す。

(3)1本時における評価

①学習内容の評価

1 0ワ ークシートによる評価   …

Ⅲ 自力解決で、自分なりの比が方を考えることができた力、          |
・::研究班で話し合い、より良い比べ方を考えることができたか。        |
■ 学習班でt研究してきた比バ方を説明したり、質問したりし合うことができた力ヽ二

②学び方の評価

ol研究班での発言による評価

○
:学

習班での説明のしかた 。聞きかたによる評価               |
O:授業中の発言、つぶやきによる評価

○ 振り返リカ∵ ドによる評価 . ::‐       「~‐ ‐  ‐ ~ ‐

(4)本時の板書計画

①前半授業

11月 21日

ながさくらべ ～はぎじいさんからのお手がみ 3

くらべかたを かんがえましょう。

①窓のリボン飾 りと、ドア

のリボン飾 りは、どちらが

どれだけ長いですか。

②天丼にあるピンクの飾

りと1金の飾:り は、どちらが
どれだけ長いですか。

ア|の ダイヤの飾 りと、

のダイヤの飾りは、どちらが

どれだけ長いですか。

☆よそう   |
。 まどのほう:がながい。

・ ドアのほうがながい。

・ おなじながさ。

・ ピンクがながい。

・きんいろがながい。

・おなじながさ。

・アがながい。

・イがながい。

・おなじながさ。

☆けんきゅうはんで かんがえたくらべかたi

イメ



②後半授業

(5)ワークシー ト

11月 21日                1
ながさくらべ ～はぎじいさんからのお手がみ 3

けんきゅうしたくらべかたを ともだちに つたえよう。

①窓のリボン飾りと、ドア
のリボン飾りは、どちらが

どれだけ長いですか。

。ま凛屁勁港・…け1ズ主は8こぶ亀

E殉鷺鱗港・・・け動 20ミ露為

貴齢宅ェl勲 2こ■辞薇

ドアη畔まう商 ヽゝ
。ま螢 熟さ・・・えんびり11ばんぶん

滞り機婆…島にわ 121カ毬為

働 も わ 11懇
ドアη畔まう力機 ヽゝ

・ま鮮 熟地叱 動 準な

力J蟹テ‐プにうつ1ジて1   1

ため`う島熟ジ墨ヨ昨ジカ まれた

ドアカミ持 ガ 2こ■キリな力ヽ ゝ

②天丼にあるピンクの飾
りと1金の鯨iり は、どちらが

どれだけ長いですか。

・シリの鱗継・・・昴く10t盛為

き勘 逃…uK9襲絡

機 tuく 1議れ
ヒtィクσ聯靖 力お ヽゝ

ダイヤの飾 り1と t

のダイヤの飾 りは、どちらが

どれだけ長いですか.

彎ド…翼鍬ちh
り■済ヤ1群咽の■力靖が鴫。日中嘉Lも編11:ニン:
日●勁ミさ・:・    |
大静サイヤンJも ダヽイ」いヽ12セット
油も 1セツ蠅 の

=渤
勲れ

3づ巧く嘲 制 ごGるところ

・ どこか りゞも、力可髭bb嚢霧ピ亀

。  と%9燿葉ゞりtxゆ く`て2ぶソJてシヽこそL

。 すう動 づく なカミさをくレゼ道と力観

ポイント

・ 欄 さ`を すうじレ功つて いうこと力数き孔

れ さヽは 「― くヽ効 で あリガtと力電
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☆

『ながさくらパミ』

なまえ (

きょうの べんきょ

よくできた◎

うを ふりかえろう

できたO もうすこしだつた△

目 目 日 日 園

1 もだちに せつめいすることが できた。と

2 ともだちの

ながさのく

ながさのく

はなしを

らべかたを

らべかたが

きくことができた。

かんがえるこ・とができた。

わかった。

3

4

きょうの ポイント

/f



辟 颯 輪

O③ O ③③◎

鰈●鰈 鬱鬱機

鸞鍮◎ ⑬◎谷

駐:華権華鶉

/官

警羹:1誉‐言‐置琴暮基

1:二1:聰:雷二1輔:重雲轟:繁忙菫:藝

=二

i

R絣 飩 my陪 囮 崇

轟::1に量:二鷺菫蓋:轟轟喜催曇轟素



5,研究・実践の成果

【児童のジグソー学習へのス タンスについて】

(1)ジ グソー学習を始 める際、子 どもたちにこの学習法の 理的や進 め方 を、 どこまで、そ

して、 どのよ うに説明 してきたか。

ジグソー学習の約束 としては説明 していない。ただ、話 し合い活動母や り方 として 薫学

習班 J「研究班 Jを構成す ることや ジグソーの流れ を習慣づ けている。あま り「形式的 J

に指導 しない よ うに したい、話 し合いの良 さに気づかせたいか らその よ うに してい る。

(2)ジ グ ソー学習に対す る子 どもたちの意識は どの ように変化 lノ てきたか 0

学習問題が何 聞か同時に提示 され ることに戸惑いがあつた。 しか し、経験 してい く う

ちに、選んだ問題 のみで 出力解決 して もあ とで情報が もらえることや良 さを感 じてきて、

む しろ楽 しい学習だ とい うとらえ方 になつてい る。

例・ 6年 の感想 ま とPrp参 照

【実態把握 =レ デ ィネスなどについて】

(1)ジ グ ソー学習を始 める際、児童 の実態 を把握す る上で配慮・留意 してお くことは どん

なことか。

まず 1つ iま 、教材 の既習事項の定着状況の把握。 これ :ま どんな場合 も共通。次 に、表

現方法の確かめ、そ して子 どもの組み合わせ な ど。

(2)ジ グ ソー学習で l■ 子 どもたちの 「話す力・ 聞 く力 Jが とても重要になつて くるが、そ

のよ うな力を どの よ うに高めてい る。 また、ジグソー学習の中で、それ らを高めてい く

よ うな指導 もあるか。

特 に 「話す力・ 聞 く力」 を取 り上 げて指導 は していない。む しろジダソー学習 を通 し

てついて くる力です。「話 したい J「 聞 きたい」状況 を作 るこ と、それがジグ ソー学習

のよさだか ら。 また、ホ フイ トボー ド、ワー クシー トの活用が、聞き上手t話 し上手を

育てるために役立ってい る。つま り、書 くためには聞かなけれノばな らない、聞いて もら

うためにはわかるよ うに話 さなければな らない状況を作 り出す ことにつながつてい る。

【班編成について I

(1)学習班や研究班での班編成 をす る際、 どの よ うに班鍮メンバー を決 めているか。

い ろい ろ試行錯誤 して、現在 !ま 研究班 と学習班では班の構成 を変 えた方が よい と考 え

る。研 究班 :ま 思考の深 ま りを難待す るので 「リー ダーをおいた色 々な子 どもで構成 され

ているJグループ、学習班 は思考の広が りを期待 し、安心 して相談できる 「同 じよ うな

子 どもで構成 されているJグループ とす る。

(2)班作 りに対す る子 どもたちの反応や 、それ に対す る先生方参対応 と、これか らジグ ソ

ー学習の班 を初 めて作 る際に、想定できる事態。

最 も望ま しいの Iま 、 どんな班で も誰 かが進行役 になつて活発 な話 し合いができること

である。 しか しなかなかそれ |ま 望 めない。 (5)の 班編制が良 さそ うである.た だ し、 |ま

じめか ら上手 な編成 Iま なかなかできないので教師の実態把握 が重要。「この 子 とこ吟子

が組む とどうも集 中 しない」「こ命組み合わせ は意外 に ぐつ と」鈴 よ うに、実践後 の情

報交換 が有効。

(3)班作 りの上で、配慮が必要な子 どもたちへの対応 .

/ア



どの程度 の配慮かに よるが、戦の中で意外 な力 を発揮す る場面 もあ り、それがその子

への見直 しに繋がる例 もある。それがジグソーの良 さで もある。 また、配慮 を要す る児

童については、学生ボランテ ィアの活用、取 り出 し指導な どの別の手立てが必要な場合

も多 く警労 してい るのが現状である。

I学習班 凛研究班への関わ り方について正

(1)班毎に活動の進度が異なる場合の対応。

教材 によつて :ま 、自力解決 を十分 に させ るべ きもの、研究班母活動 を徹底すべきも母、

学習班の情報交換 に力 をさくべきものな ど様 々である。取 り分 け操作活動 を伴 うもので

は時間がかかる。そ こで、通常、 1つ のジダソーの くり組 は 鵞時間単位 とし、余裕 を持

たせ よ うとしてい る。従つて全部の算数の時間をこれ に充て ることは不可能であ り、現

在 は 1単元に 1実践があれば と思つてい る。

また、時間内で進度差への対応 ですが、 1つ の問題 で結論が出た理 には、他 仰 2つ の

問題 をや つてみ ることを勧 め、なるべ く 1つ の問題 については全部吟輩が結論 を出せ る

よ うに配慮 している。

(2)班への教師の関わ り方 で 共 通 実 践 して い る こ と。

ま ず 、 基 本 的 な 姿 勢 と して 、 子 ど も た ち 鈴 失 敗 を価 値 付 け して 活

う こ と。「確 か に これ は 違 うけ ど 、 こ 参考 え た こ とは こ つ て も ダ ッ

子 の お 陰 で こん な こ とが わ か る よね 。」 が 机 薦 指 導 の 基 本 と考 え て い

ま た 、 今 何 を して い る と こ ろ な の か は つ き り させ る こ と 、 そ の た

目的 を は つ き り提 示 す る 事 。 ま た 、 自分 の 考 か ま何 で 、 友 だ ち 砕 考

で 、 そ の 結 果 どん な こ とが 維 ま つ た の か 、 広 が つ た の か 記 録 で き る

― ク シ ー トを 正 夫 し、 た り、 ミニ 本 デイ トボ ー ドヘ の 記 録 の タ イ ミ

示 した りす る。

(3)研究班での研究の深 ま りへの教師の助言や教師が期待 してい る深 ま りまで至 つていな

い場合 の対応。

考 える視点を与え、 リーダー を集 めて ヒン トを出 した り、同 じ種類 の研究班 をあつ め

て ヒン トカー ドで説明す る。従 つて、子 どもの蹟 きや陥 りやすい失敗 な どを予測す る必

要があ り、教材 を どう分析 しているかが重要である。

(4)学習班や研究班で、問題解決への意欲 が高い児童 と低い児童がいた場合の対応。

子 どもた ちの解決意欲が高ま る問題提示が一番であるが、子 ど1)に よつてはなかなか

難 しい場合 もある。 しか し、いずれ に して も研究班での成果 を学習班 で伝 えなければな

らない。それが繰 り返 されてい くと意欲 も高まる。

【指導計画 “学習過程・学習活動 について翼

(1)ジ ダ ソー学習 を行 う際、年 間指導計画 との調整や単元 内での時数調整。 (指 導計画ヘ

の位置づ け )

1単 元 1実践。 1～ 2時間増加。余剰の確保、総時数の中での調整 な どが必要 .

(2)新学習指導要領 の内容 を前倒 し|ま 、ジダソー学習 だったか らこそ可能になつた:発展

的な学習、発展学習 としてのジグソー学習砕効果の考え。

新 しい内容 だか らこそ新鮮 で、知恵 を寄せ よ うとい うことになる。 さらに、問題解決

学習は、子 どもの総合力。その総合力が複数の人によつて倍増す る。

か す と言

ド。 こ の

る。

め に 学 習

え |ま ど う

よ うに ワ

ン グ を 指
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(3)子 どもたちの主体的な活動だか らこそ学習 目標 (め あて)達成への意欲 をいかに持た

せ るかが問題 になるが、 どの よ うに意欲 を高めるか。

子 どもの レベルでの学習 目標 の設定である。名人 になろ う、極意 を見つけよ う、ポイ

ン トを探そ うな ど、子 どもの側 にたつた設定が必要。そ して、具体的な活動に価値付 け

をす ること。

(4)学習諜題づ くりが重要であ り、課題づ くりにおいて苦労 した こと。

3つ の FHE題 、場面な どの うみだ しが難 しい。それ に l・■指導 霧標の明確化が重要で、「こ

うい う内容、考 え方でま とめたい。 な らばこんな問題が良いのでは .」 と悩む。今後 も

実践 を積み重ねて改良 してい きたい。

(5)課題 の難易度の均一性 についで

まず は、数値 のみの変更、考 え方の統一性、 目的の統一性 な どを考慮す る。 また、難

易度 に差が有 る場合 :ま アイデ ィアの均 一性 を重視 し、班か らの結論 に価値付 lrjす る。 ま

た提示の順序にも配慮す る必要がある。

(6)自 力解決が十分できないまま研究班の活動に移 つて しま う子 どもがいた場合の対応。

そ れ で も い い の が ジ グ ソー で あ る。 も ち ろ ん 最 低 これ だ け は つ か ん で 欲 し

い と言 う点 は有 る が 、 そ の 場 合 は研 究 班 の 前 に 一 斉 指 導 で行 る。

(7)研究班 での話 し合いの内容 を十分理解 できないまま、学習班に戻つて しま う子 どもが

いた場合 の対応。

時 FHl内 で進度差への対応 であるが、 1つ の問題で結論が出た班 に |ま 、他 の 2つ の問題

をやってみることを勧 め、なるべ く 1つ の問題 について |ま 全部の班が結論 を出せ るよ う

に配慮す る。 また、学習班 に持 ち帰 るべ き情報 を研究班の リーダーが確認 し、お互いに

教 え合 つて落 ちのないよ うに努力 させ ることが大事である。 これ に :ま 、継続性 が必要で

ある。

(3)学習班か ら研究班に、研究藤か ら学習班 に移 るタイ ミングの判断。

学習班か ら研究班…問題の把握 、わか らない ことの明確化 、

研究班か ら学習班…情報 をつたえる準備完了

題 の結 論 を出 員でまとめる ときの思考 θ収 東 母 させ 方 命工夫 .

初 めの課題提示 が重要である。課題→ 3つ の問題 の抽 出→問題の結論→ 当初の課題 の

結論→ この解決の裏付 けとなる考え方の明確化 の流れ を指導者 が意識す ること。

【評価 について】

(1)班活動 中の子 どもたちの学習評価 について

班内の活動 はチエック リス トで評価 し、後で ノー ト、 ワー クシー トで確かめる。

(2)子 どもたちが記述 した ワー タシー トや振 り返 リカー ドの、評価す る観点 摯視点な ど。

・ 子 どもの思考の変容 は主にワー クシー トで。

自ノフ解決の状況  友だちの考 えの把撮  影響 を受 けての深ま り

学習班での情報か らの思考の広が り

※ どう変わったか、取捨選択、有意性が「簡単 J「 簡潔 J「 明瞭 Jの尺度で測れ たか。

自分な りの根拠 を明確 にできたか。 な どを記述か ら評価む

協働学力の姿の評価 は振 り返 リカー ドで

態度、感想、関わ り方

(9)
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(3)ワ ー クシー トにあま り書 :す ない子 どもの評価 と自己評価 の力の高め方。

1つ は習慣化.教師が コメン トすれば応 える。書 き方の工夫 も評価。 図だを
｀
力で も通 じ

ればよい。式だけで もわかればよしヽ。 これ らが算数の表現力織 .ス ター ト.

(4)ジ グ ソー学習 を進 めてい くことで、ペーパーテス トによる成果 は上がるか。一斉学習

と比べて どれ くらい違 うか。

教材 の とらえ方 を研 究せ ざるをえないので教師の指導力が典上す る。 当然習熟 は必要

で定着のための時 FH5の 確保 が重要であ る。「先生の教 え方・ 教材解釈や助言の仕方Jが

変われ ば絶対に学力は嗜 く。

(5)ジ ダ ソー学習 を進 める中で、「これ が脇働学力だ !Jと 思 うよ うな子 どもたちの姿 :ま

どんな姿か。

・ 自分の考えをノー トする。

・「いいな」 と思つた考えを朱筆する。

・つぶやきなが ら考える。

・周 りの様子を気にして見る。

・友達や先生の一言に静かに集中する。

・話 を聞いて思つたことが言える。

・拍手やハン ドサインで意思を表す。

・アイディアを他の子 どもが解説する6

・相手が納得するまで説明する。

・考えが変 えられる。

・言われたことを実際に試 してみる。

0試 して質問す る。

・ 自分のよさを知 る。

・友達のよさを活かす。

・「分担 しようよ」 と声を掛ける。

・ 緊張 してジグソー学習ができる。

・ ジグソー学習が楽 しい と言える。 等々

6,今後の課題

(1)「 ジグソー学習」を進 めている具体的な子 どもの姿か ら、「協働学力Jの要素を整理

し、「協働学力」の定義を見直す。

(2)「協働学力Jの評価をどのように通知表に反映 させ るか検討 し、研究推進委員会によ

り評価項 目、評価方法を提案 させ、教務部で原案作成す る。

(3)算数科における課題の開発 を進め、「ジグソー学習」の実践事例を増やす。

(4)他教科における「ジグソー学習Jを進め、窓 口を広げる。

(5)「協働学力J育成の視点で、特別活動、生活指導、総合的な学習の時間を提え、多面

的に育成方法を開発する。
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子どもの学びを支援する
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子どもの学びを支援する地域と学校とのネットワークづくり

～ 地域教育コーディネーターの活動と地域の教育資源を生かした「わくわく授業

(特別授業)」 による授業改善、および地域に開かれた学校づくりを目指して～

千葉県野 田市立第二中学校

教 頭      大関 健道

地域教育コーディネーター 横銭 不日1皮

地域教育コーディネーター 栗林 順子

1.は じめに

本校では、学校教育目標「′い豊かで、自ら学び、たくましく生きる生徒の育成」の実

現を目指し、また、教職員一人一人が「生徒第一主義を貫き、秩序と活力ある学校Jの

創造に向け、切磋琢磨しながら日々の教育実践に取り組んでいる。

そして、平成 20年度から新たに学校経営の基本的姿勢の一つに「学校支援地域

本部事業を推進し、地域に根ざした、質の高い開かれた学校づくりを目指す。Jことが

掲げられた。

また、本校では、学校教育目標の実現のために、教科の授業や学級活動、学校行

事、生徒会活動の特別活動などにおいて、「生徒同士の協同J、
「生徒と教師との協

同」、「教師同士の協同J、 そして「学校と地域との協同」が重要であるとの共通認識の

基、それぞれがもつ資源を生かしてお互いが学び合い、協力し合いながら学校生活

の向上を図ろうと試行錯誤している。

しかし、非行傾向のある生徒や不登校生徒の問題、あるいは軽度発達障害をもつ

生徒・特別支援教育のエーズの高い生徒への指導・支援に関する問題、そして(学力

向上を目指した具体的な取り組み等、日の前の問題は山積している。

これらの学校や子どもたちに関する様々な問題を解決していくためにも、今

正に、学校と家庭、地域とが連携・協同して子どもたちの学びを支援するため

の具体的なシステムづくりや教育実践が求められていると考える。

平成 14年度から野田市では「野田市教育環境整備事業Jをスタートさせ、子どもた

ちの学力向上と地域の教育資源を生かした公教育の質の向上を目指して、様々な市

独自の教育施策を展開してきた。

「サタデースタール」や「オープンサタデークラブJの実施、「算数・数学および理科

の副教本Jの開発・作成、小学校への「少人数授業等講師」の配置、武道を中心とした

「社会人の人材活用事業」の展開、「工学期制」の実施、「東京理科大学とのパートナ

ーシップ協定」の締結とそれに基づく連携事業の実施、児童生徒同士の「学び合いJ

を生かした「学力向上拠点形成事業」、そして地域の事業所や施設、地元の商店街な

どの協力を得て行つてきた「キャリア教育実践プロジェクト事業Jなど、様々な教育事業

をこれまで展開してきたのである(別紙「野田市教育環境整備事業の発展構想ⅡJ、

野田市のホームページ http://www,city`noda.chiba.jp/qa/qa― menu2.html#kyoiku)。
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本発表においては、「野田市地域教育プラットフォーム事業」の一環として平成 20

年度から本校で取り組んできた「学校支援地域本部事業Jの実践の概要、およびこの

事業の中で展開されてきた地域の教育資源を生かした「わくわく授業 (特別授業)Jを

中心とした取り組みによる成果と今後の課題について、報告させていただく。

2.平成 18、 19年度までの経緯と取り組みの概要 `

本校では、平成 18年度後期から文部科学省の調査研究事業「新教育システム開

発プログラム事業」において、「理科指導助手兼地域教育コーディネーター」が配置さ

れた。「理科指導助手」は、理科授業の充実・改善を図り、生徒の理科に対する興味・

関心や学習意欲、および観察・実験の技能の向上を目的にして、理科の教員とティー

ム・ティーチングを行うと共に観察・実験の準備や後かたづけなどを行つた。また、理

科の教員のニーズに応じて、地域の人材・教育資源を活用した「わくわく理科授業 (特

別授業)Jをコーディネートし、理科好きな生徒の育成を行つた。

さらに「地域教育コーディネーター」として、「キャリア教育実践プロジェクト事業」の

一環として行つてきた中学校2年生を対象とした「職業体験学習」の受け入れ事業所

の開拓や事業所と学校との連絡・調整も担当した。また、「職業体験学習」は、中学校

におけるキャリア教育の重要な柱の一つである。この「職業体験学習Jを生徒にとつて

実のあるものとするためには、綿密なキャリア教育に関する学習指導計画の立案が不

可欠である。「地域教育コーディネーター」は、中学校2年生の教員集団と協同してこ

の学習指導計画の作成にもあたつたのである。

そして、「職業体験学習」の事前学習として実施した職業人による「マナー学習」や

「企業経営者に学ぶ社会人講演会J、 障害を乗り越えて技術開発に挑戦した「全盲の

ウォークマン開発者に学ぶ社会人講演会」など、キャリア教育・生き方教育に関するコ

ーディネート活動も展開してきた。

3口 平成 20年度からの「学校支援地域本部Jの取り組み

平成 20年度からは、「野田市地域教育プラットフォーム事業」の一環として本校に

おいて「地域教育コーディネーター」を中心にして「学校支援地域本部」の活動が本

格的に開始された。

本校においては、学校経営計画の中にある「学校経営の基本的姿勢Jの一つとして、

「学校支援地域本部事業を推進し、地域に根ざした質の高い開かれた学校づくりを目

指す。」を掲げ、「地域の環境や教育力の積極的な活用を図り、望ましい学校教育環

境づくりJに取り組んできた。

(1)平成 20年度の取り組み

学校教育環境の整備や授業改善を目指し、平成 20年度「学校支援地域本部事

業Jとして、地域の様々な教育資源・人材を学校教育に結びつけるコーディネート活

動を通して展開してきた具体的な活動・実践は、以下のとおりである。

-2-



①「わくわく理科 (特別授業)」

②「わくわく音楽 (琴の演奏)J

③「わくわく席書会J

④「わくわく調理実習 (親子スポーツ栄養学講座)」

⑤ 校庭の樹木の剪定

⑥ 学校花壇づくり             °

① 除草作業

③ 図書室の整備 (図書の分類・整理、図書室環境の整備、検索システムの構

築等)、 本棚の製作

⑨ 校舎内外の修繕・修理

⑩「社会人講演会」 (中学校 1年生の「職場訪問」の事前学習)

①「職業人と語ろう」 (中学校 2年生の「職場体験学習」の事前学習)

⑫ 地区の行事への生徒の参加 (地区の運動会への生徒の参加 :係・ボランテ

ィアとして協力、高齢者との「ふれ合いコンサー ト」への音楽部の参加、地

域のクリーン作戦やマラノン大会への生徒の参力日)

(2)平成 21年度の取り組み

今年度は上記の平成 20年度の取り組みをさらに継続していくと共に、平成21年度

4月 に教職員のニーズ調査を行い、以下のような新たな取り組みを展開してしヽく計画

がなされ、そのほとんどが現在までに行われている。

①「わくわくスイミング (体育)」

②「わくわく家庭科 (被服及び調理実習)」

③「わくわく社会 (消費者教育)」

④ 栽培園づくり (野菜、果物)

⑤ 宮崎小学校の6年生対象に行う「夢、仕事、ぴったり体験Jの受け入れ事

業所開拓、および体験学習実施に向けての小学校と事業所との連絡・調整

⑥ 教科の授業における F学習支援ボランティアJの導入 (個別指導・支援)

⑦ 本校と宮崎小学校の教員による「合同研修会 (特別支援教育)」 の実施

4.成果と課題

(1)成果

0「わくわく理科授業J

ア.理科担当教員と理科指導助手とによる理科授業のティーム・ティーチングを通し

て、個に応じたきめ細かな学習指導の充実を図ることができた。特に、観察・実験

の安全面の指導をしつかりと行うことができ、生徒の観察・実験の技能の向上を図

ることができた。

イ.理科授業の観察・実験の器具や薬品等の準備や後かたづけに関しても、理科
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の教科担任と連携し、スムーズに行うことができた。

ウ.地域の教育資源 0人材等を生かした「わくわく理科授業 (特別授業 )」 のコーディ

ネート活動についても、理科担当教員のニーズや単元の学習指導計画に応じて、

講師の発掘および具体的なコーディネート活動を行い、理科の教科担任の負担

軽減を図ることができた。

工.地域の教育資源・人材等を生かした「わくわく理科授業 (特別授業)Jの実施を

通して、生徒の理科学習に対する興味・関心の高揚、および理科に関係の深い

職業やその人の生き方について理解を深めることができた。

オ.地域の教育資源・人材等を生かした「わくわく理科授業Jの実施を通して、理科

担当教員の授業改善意欲の喚起、および教材研究を深めることにつながった。

力。「わくわく理科授業」の様子をデジタルカメラで撮影し、それを大きくプリントアウ

トしたものを理科室横の廊下や通路に「わくわく理科コーナー Jとして掲示してい

る。この「わくわく理科」の広報活動が、生徒や保護者等の理科に対する興味・関

心を高めることにつながっている。

0そ の他

ア.生徒の音楽、書道、水泳に対する興味・関心が高まり、これらの教科における学

習意欲の向上を図ることができた。

イ。「社会人講演会」や 「職業人と語ろうJを通して、生徒のキャリア教育 (特

に「職場訪問Jや「職業体験学習」)に対する動機付けを行うことができた。

ウ.地域の教育資源・人材・教育力を学校教育・授業に取り入れていこうという教職

員の受け入れ態勢・構えができてきた(教職員の「協同志向性」の高まり、および

「開かれた学校づくり」への接近が徐々に図れた)。

工.校舎内外の教育環境が整備された(特に、校庭および学校周辺の道路がとても

綺麗になり、道路に落ちているゴミや通行人が捨てるタバコの吸い殻が減つた)。

(2)課題

① 理科や音楽、家庭科、書道、体育だけでなく、できる限り多くの教科の学習にお

いて地域の教育資源・人材を生かした授業を展開していくこと。そのためにも、無理

のない範囲で、管理職や教務主任、研究主任が中心となって、さらに教員のニーズ

の掘り起こしをしていくことも必要である。

② 地域の教育資源・人材を生かした「わくわく授業 (特別授業)Jを単元の指導計画

に位置づけて行うだけではなく、外部講師と本校教師との本格的なティーム・ティー

チングとして実施することが、地域と学校との連携・協同として極めて重要なことであ

り、また、教師の授業力向上にもつながると考える。       i
③ 今後、学区の小学校を含めた様々なニーズに応じたコーディネート活動を展開し

ていくことになるが、「地域教育コーディネ∵ターJの活動時間の確保およびそれを

保障するための予算の確保が必要である。
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人
材
の

発
掘
。
開
拓
な
ど
、
「地
域
人
材
バ
ン

ク
」
と
学
校
と
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に

は
、養
成
研
修
へ
の
参
画
は
も
ち
ろ
ん
、

学
校
教
育
の
実
情
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
一
１０
月

１０
日
か
ら
、
第
二
・
福
田
・
岩
名

・
関

宿
の
各
中
学
校
に
、
理
科
指
導
助
手
と

し
て
２
人
ず
つ
配
置
し
ま
し
た
。
企
業

や
大
学
な
ど
か
ら
理
科
の
専
門
家
を
招

い
て
の
授
業
や
、
野
外
活
動
、
実
験
な

ど
の
計
画
や
支
援
な
ど
も
担
当
し
て
い

た
だ
く
計
画
で
す
。

【問
合
せ
】
教
育
環
境
整
備
事
業
の
こ

と
は
指
導
課
、
地
域
人
材
バ
ン
ク
の
こ

と
は
社
会
教
育
課
ヽ
シ
エ
ア
世
代
地
域

参
加
支
援
事
業
の
こ
と
は
企
画
調
整
課

《新
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
闘
グ
ラ
ム
事
業
》

さ
ら
に
「地
域
の
教
育

市
で
は
、
平
成
１４
年
度
か
ら
教
育
環
境
整
備
事
業
を
ス
タ

ー
ト
し
、
学
力
向
上
と
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
て
、
サ

タ
デ
ー
ス
タ
ー
ル
の
実
施
や
算
数
・
数
学
、
理
科
の
副
教
本

の
作
成
と
活
用
、
二
学
期
制
の
導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
、
充
実
し
た
学
校

教
育
を
進
め
る
た
め
、
国
の

「新
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
」
の
採
択
を
受
け
て

「地
域
人
材
バ
ン
ク
」
を

創
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
材
や
大
学
、
企
業
、
自
然

環
境
な
ど
の

「地
域
の
教
育
資
源
」
を
学
校
教
育
に
結
び
つ

け
る

「地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
育
成
し
、
地
域

と
の
連
携
に
よ
る
豊
か
な
学
校
教
育
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

市
で
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
や
　
　
　
力
向
上
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

学
校
完
全
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ
た
平
　
　
　
　
い
ず
れ
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

成
１４
年
度
か
ら
、
独
自
に

「野
田
市
教
　
　
　
力
い
た
だ
き
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し

育
環
境
整
備
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、　
　
　
た
学
校
教
育
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち

サ
タ
デ
ー
ス
タ
ー
ル
や
オ
ー
プ
ン
サ
タ
　
　
　
の
学
習
意
欲
と
確
か
な
学
力
の
向
上
、

デ
ー
ク
ラ
プ
の
実
施
を
は
じ
め
、
算
数
　
　
　
豊
か
な
心
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま

，
数
学
、
理
科
の
副
教
本
の
作
成
と
活
　
　
　
し
た
。

用
、
少
人
数
授
業
な
ど
へ
の
講
師
の
配
　
　
　
　
ま
た
、

１６
年
度
に
は
、
特
色
あ
る
学

置
な
ど
、
理
数
教
育
を
中
心
と
し
た
学
　
　
　
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
工
学
期
制
を
導

情報の1又集
人材の発掘

人」　剤　　　　　　）大学など

地域教育コーディネーターの役 311

授業などへの

人材派遣・協力要請

人材の派遣・協力

・学校教育への支援
・学校の教育力の地域での有効活用

0
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第 3分科会

人権を考慮した数学科指導法

発表者

西東京市立田無第二中学校

田  中 博

助言者

久留米大学

安 永   悟

13:55～ 14:35

南校舎三階 4年 1組教室



西東京市立田無第二中学校 田 中  博

I 研究の構想

主題 人権に考慮した数学科指導法

・ 0・ 一人一人の発想を活かした指導・・・

指導の現状と課題

・授業は人と人との関係の中で行われている。教育の基盤は信頼に支えられた

人間関係にある。この理念のもとに進めている。   _
① 研究のねらい
。生徒の人権に考慮 し、学ぶ意欲を喚起 し、思考力を深める図形指導の工夫。

(教師の働きかけ。意欲を喚起する指導の工夫 )

・操作、作業を通 し図形に対 しての基礎基本の定着を図る。

。生徒相互で考える時間を多めに取 り、自由な発想で取 り組めるよう注意する。

・いろいろな視点から取 り組める問題を与え、考える意欲をひきだす。

② 研究の内容・方法

・全国学力調査の結果を基に、本校の現状を分析 し、教科に反映 させ る。

・研究のねらい (人権)を 明確にする。

・研究のね らいに沿つて、一人ひとりを生かす指導方法の工夫、改善を図る.。

0研究授業を通 して、指導方法の検証や、改善、場面設定の工夫を行 う。。

※課題解決をする時の生徒同士の会話の大切 さを強調 したい。

※話す ときと聞くときの態度、考えをまとめて発表する経験を多 くの生徒に持たせる場を設定する。

Ⅱ 研 究 の 内容

1 全国学力調査の結果と分析

今年度 (平成19年度)4月 の文部科学省全国学力調査の結果、関連する事項を抜粋 した。

(1-当 てはまる 2-ど ち らか とい うと当ては まる 3-ど ち らか とい うと当てはま らない 4-当 てはま らない )

①学校で友達と会うのは楽しいと思いますか。 ②自分にはよいところがあると思いますか。

0/0 2 3 4

全 国 76.5 18.0 3.5 1,9

都 74。 8 19。 0 3.8 2.3

本校 71.2 23.7 2.9 1。4

0/0 2 3 4

全 国 68。 0 23.8 5.5 2.6

都 68.2 23.2 5.5 2.9

本校 69。 2 24.5 4.3 1.4

% 1 2 3 4

全 国 20.1 40。 4 27.9 11.4

都 20.5 39.5 27.5 12.2

本校 14.4 38.8 36.0 10。 1

% 1 2 3 4

全 国 58.7 29.2 8.6 3.1

都 55。 7 30。 3 9。 7 3.9

本 校 53.2 36.7 5。0 4.3

③ 人の気持ちが分かる人 FHqに な りたい と思いますか。  ① いじめはどんな理由があつてもいけないことだと思いますか。

おおよそ学校で友達に会 うことは多 くの生徒がよしとしている。い じめがいけないことや、他人の気持ちを分

かる人間になりたいと多くの生徒は思つている。但 し、頭では分かっていてもなかなか実行できない年代でも

ある。 自己評価や相互評価 を実施することで、現在の自分の課題を発見 し、課題解決への意識を持たせ、援助

していくことで、自信を持たせ、良い所を多く褒め、認めていく指導が大切である。



2 題材設定の理由

本章 「平面の図形」は、小学校において有限の直線や、三角形など、閉 じた図形を中心に学習 してきた。ここ

で、直線は無限にのびることや、図形を点の集合 と考え、図形を機能的、構成的にとらえてい くことを学習す

る。

本時の指導 として取 り上 |ず た『 三角形のかき方』は、生徒個々の様々な発想が出やすい単元である。 自由な

発想を持ち、素朴な疑間を持ち、解決できるよう導 く事が数学の理解を高める指導方法の工夫には適当な題材

と考えた。そして生徒が不要な抵抗を持たず、お互いの人権を尊重 しながら、関心を持つて取組んでいける指

導方法を工夫する事が今回の課題である。

また、問題解決には多面的な近づき方がある。生徒 自らが考え、多面的な考察が可能な展開を用いた。小集

団の学習や、学級全体の集団学習における生徒相互の考えの交流を通 し、授業が生徒個々の多様な考えを生か

し、人権に配慮 しながら進む展開を工夫 した。意欲を持つて取組み、考察を深める時間が有意義にもてる授業

で、生徒相互の人間関係を良好にしながら図形の学習がより効果的に進むことを目指 したものである。

3 学習指導案

クラス・・・ 1年 C・ D組 (少人数 応用クラス) C組 15名  D組 13名

合計 28名

クラス所見

クラス分けは、 1年生全員に基礎クラス、応用クラスの希望をとり、担当教員で人 FHl関 係 も考慮に入れクラ

ス分けをした。少人数の応用クラスとい うこともあ り、比較的理解力が高 く、熱心に取 り組む生徒が多い。 し

か し、数名の生徒は、学校を休みがち (遅対 しがち)に なり、能力の差がつきつつある。

(1)単元名 5章 平面の図形  3節 図形 と作図

(2)単元のね らい (単元の評価規準 )

単元のねらい

評

価

規

準

I数学への関心・意欲・態度】

①与えられた条件でいろいろな図形を考察しようする。

②定規やコンパス、分度器を使つて問題を解決 しよう努力する。

【数学的な見方や考え方】

①問題解決にコンパスを活用することができる。

②線は点の集合であるという見方や考え方ができる。

【数学的な表現・処理】

①与えられた条件で図形を表現できる。

②定規、コンパス、分度器を使用して問題が処理できる。

【数量、図形などについての知識・理解l

①図形を、条件を満たす点の集合としてみることができることを理解する。

②基本的な作図の意味と方法について理解する。

2



(3)指導計画 (12時間)大 日本図書 中学校数学 1

1節 図形の基礎 (4)

2節 図形 と対称 (3)

3節 図形 と作図 (4)・ ・・・本時はその第 1時 (三角形のかき方 )

5章の問題 (1)

(4)本時の指導

①本時の目標 (本時の評価規準)教 科書 P,140～ P.141
・関心・意欲・態度 与えられた条件で、色々な三角形を考察 しようとする。

・見方や考え方  問題解決にコンパスを使用 し、線は点の集合であるとい う見方や考え

方ができる。

・表現・処理 与えられた条件で三角形を表現できる。

。  0知 識・理解 図形を、条件を満たす点の集合 としてみることができることを理解する。

③   ②指導の工夫・評価計画

・ ワークシー トを用意 し、生徒一人一人が考える時間を十分にとれるように配慮する。      ・

机間巡視を行い、色々な考え方を採 り入れながら授業を展開する。

・小集団による教え合い学習をとり入れ、他者の考えから学べるようにする。

(人権に配 )

0小集団学習の目標を明確に提示する。

(分かった人は丁寧に教えよう。分からない人は しつか り聞き、説明できるようにしよう。 )

③展開

<第 1時 >(本時)用 意するもの・・・筆記用具、コンパス、定規、分度器

※ここでは、「三角形の決定条件を覚えさせる」ことが指導のねらいではなく、「三角形をその条件によつて

かかれた図形として理解する」ことがねらいの中心となる。 (コ ンパスや分度器、定規の使い方など)

忘れ物チェックを行 う。

T 次の表を完成 させてみよう。分からない  とこ

☆忘れた生徒 は 「ほつとボ ックスヘ」

卜 Iを西己布

ろは空欄のままで結構です。それでは  始めます。時

間は 3分です。 よ―いスター ト!(時間はタイマーを □多角形の辺・角・三角形の数、内角の和を分

かるように表に記入させる。

□これか らの図形の学習で三角形が基礎 基本

であることを理解 させ る。

□個人で考える時間であ り、相談はさせない し、

質問は受けない。

用 )

C 分か らない ところがあるぞ。

最初の図形は何ですか ?

三角形

導

入

５

分

指導上の留意点 (□ )評 価 (0)学習内容

主な発問 (T)と 生徒の反応 (C)

Ｔ

　

Ｃ

3



T これからの図形の学習の基礎は三角形で

す。今 日は三角形のかきかたを学習 します。 ◎表を自分の分かる範囲で書こうとする。

展

開

I

15

分

展

開

Ⅱ

15

分

T 次の線分や角を使って三角形を、定規・

コンパス・分度器を使つて下にかいてみよ

う。ただ し、一度使つた線分や角はつかわ

ないこととします。 10分で しま しょう。

よ―いスター ト !

C これでは三角形ができない。 これ とこれ

とこれなら三角形ができるなぁ―。

T なるべ くたくさんの三角形がかけるよう

に選び方を工夫 しましょう。 1度使つた線

分や角は使えません。

C これ とこれを使 うともうかけない。

T はい時間です。やめてください。

T これか ら班 に して もらいます。 司会の人

は各 自がかいた ワークシー トを報告用紙に

貼 り付 けて くだ さい。 いろいろな組み合わ

せ でかけた もの、かけない ものを話 し合っ

て くだ さい。記録の人はそれ を記録用紙 に

記録 して下 さい。時間は 10分です。

それでは班に して くだ さい。

C かけなかったのはなんでだろ う?

(い ろいろな考えを出す。 )

C かけた三角形 の辺の長 さや角の大 きさを

同 じよ うに使 つているものを合わせてみるё

T 話 し合いに出た考 え方 を一つにま とめな

いで記録 しま しょう。

回線分の長 さや角の大きさは正確にする。

(全員がこの作業にとりくむことが重要 )

□作業時間は十分にとる。‐

□個人で考える時間である。相談はさせ

ない し、質問に答えない。

期間巡視をしながら生徒の独 り言や発想を大事

にメモしたりする。

◎与えられた線分 と角を使用 し、三角形を表現

できる。

◎FH3題解決にコンパスを使用 し、線は点の集合

であることを理解 しているか。

□司会者は、広 |ず た報告用紙に各 自のワーク

ー トを員占り付 |す させる

□記録の生徒は 1つにまとめないで、出た意見

を書 くように注意する。

→ 1班 5人 以内で班を作る。 (事前に司

会・記録を決めておく。)

□机間巡視をし、様々な考え方をつかむ。

□自分の考えを言葉にすることによつて

思考を深めるようにする。

◎与えられた条件で、コンパス、定規、 分度器

を使用 し、同 じ三角形がかけるこ とに気付けた

かを観察する。

4



ま

と

め

15

分

→班を元の席に戻す。

各班の報告用紙を黒板に貼る。

T それでは 1班から各班の報告用紙を見に

来て下さい。

指示 した班の代表者が前へ出てかき順を発表

1 まず 4セ ンチの辺をかいて下さい。 こつ

ちの角を 500、 こつちの角を450に し

てください。線を引いたら三角形がかけま

す。みんな同じ形です。隣同士で重ね合わ

せて下さい。

T 「1辺 と両端の角が決まれば三角形は決まる。」

C2 まず 5 cmの 辺をかいて下さい。 600を

分度器で測つて線を引いて下さい6こ の角

か ら3 cmを測つて下さい。結んで下さい。

できたら隣同士で重ね合わせて下さい。

T 「2辺 とはさむ角が決まれば三角形は 1

つに決まる。」

C3 まず 5 cmの 辺をかいて下さい。 コンパス

で 6 cmを とつてここにさして円をかいて下

さい。次に 4 cmに コンパスをあわしてこつ

ちにさして円をかいて下さい。最後に結ん

で下さい。隣同士で重ねてみて下さい。

T 「3辺の長 さが決まれば三角形は 1つに

決まるJ

T 最後にワークシー ト2の 自己評価をして

提出 してください。

☆進みの遅い班には、他の班が見つけた

条件をワークシー トに書き取るようにア

ドバイスする。

口様々な考え方をとりあげる。考え方の

小 さな違いでもとりあげて良さを認め意

欲を喚起する。

口机を元に戻す。

□全班が見終わるまで 3分 とする。

ヮークシー ト2の配布

黒板に出て、説明する。その順番に従つて

全員でワークシー ト2にかく。

□班の中で隣同士重ね合わせてみる。重ね方を

間違えないように注意する。

□順番にこだわ らず、この解答がでた らこちら

か ら「この言葉」を書かせる。

☆コンパスの使い方がわからない生徒に

は個511に指導する.。

◎条件にあつたかきかたで三角形がかける。

。三角形の決定条件をワークシー ト2に記入。

◎自己評価を参考に次の授業で復習をする。
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Ⅲ 授 業 の考 察 と今 後 の課 題

本授業で生徒は、いるいろな考え方で問題を解 こうと努力することが分かつた。例えば、 「3辺が決ま

れば三角形は決まる。」 と教科書に書いてあるが・・・ 1 0cm、 5 cm、 3 cmで は三角形が作れない。 「 1

辺 と両端の角」 とあるが 。・・ 5 cm、 900、 1200では、やは り三角形が作れない。当た り前 といえば

当た り前だが、三角形の決定条件には必要不可欠であることに半分以上の生徒は気がついたようである。

反省点 として、最初から定規、コンパス、分度器を使用 させて考えさせたが、初めは、フリーハン ドで

自由に考えさせ、その後、定規等を使 うよう指示 した方がより自
ι
由な発想で取 り組めたように感 じた。

この学習展開では、どのような手順で行 うかを分かりやす く説明し、内容に関わる質問は受けないことを

約束 して、次のような順に実施 した。

① 個人で考える

②  グループで話 し合 う (教え合 う)。

③ グループの意見を全体のものにする。

特に工夫を凝 らしたのは②～③である。 50分の 1コ マの中で、ここがいつもネ ックになる。 (時間が

足 りない)今回は、グループで話 し合ったワークシー トを全員、A4判 のコピー用紙の包装紙に貼 り、で

きた班から黒板に掲示する。

斑で気がついたことを班毎に発表 した後、順番に黒板まで出てきてすべての班の発表を見る。 このこと

により、自分が考えたことが立派に掲示 され全員の自信がつ く。また、いろいろな考え方があることに気

がつ く生徒が多い。授業が尻切れ トンボにならずに終わったことがよかつた。

また、この掲示物を廊下に 1週 間貼つておいた。すると、他のクラス生徒からいろいろな質問が出て、

生徒同士の間で「あ～でもない。こ～でもない。」 と話 し合つている姿を見ることができた。私が受け持

たないクラスの生徒からも、「これ じやかけないね」 「こうい う方法はダメなんですか ?Jな どなど、生

徒は、楽 しみながら、自然 と図形感覚が養われる質問をしてくるようになつた。

学校ならどんどん捨てられてしま うA4判 の包み紙を使用することで、費用的にもかからず、我々が発

想を転換 し、工夫することから、より興味・ 関心を引き出せることができて大変良かつた。

今後の課題 としては、すべてを協同学習で行 うことは難 しいと思 うが、その理念をもつて随所で活用す

ることにより、生徒が生き生きと活動できる場面を設定できる。そして、何より全教科、道徳、特別活動、

総合的な学習の時間に協同学習を取 り入れることにより、自主的で活力があり、お互いに自信を持つて信

頼 し合える集団づ くりができると考える。教師主導、一方通行の指導のよさも大事にし、必要な場面でこ

のような手法を取 り入れ、活用 していきたい。
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責科…1-①
■―クシート爾
1 次の表を完成しましょう。

辺 の 数 角 の 数 三角形の数 (内 )角 の和

三 角 形

四 角 形

(四 辺 形 )

五 角 形

六 角 形

七 角 形

八 角 形

2 次の線分を使つて三角形を、定規・コンパス・分度器を使つてかいてみよう。一度使

つた線分や角は使わないこととします。

(5 ciua) (1 0 clll) (3 cm)

(2 cIIl)         (4 cm) (6c血 ) (8 cHL)
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=

資料…1-0

可―クシート
=機轟昔0∴こ同じぶ桃 三角形をか各E調購う。 書毒織わっ蔵ら春わι10な達こ同じ三角形

tlどうか調べτ群 う。

1

が決まれば三角形は 1つ に決 まる。

が決まれば三角形は 1つ に決まる。

が決まれば三角形は1つに決まる。

自己評価“・  Oτ 団ってくださら1

1 授業は:   楽しかつた  楽しくなかつた  どちらとも言えない

2 内容は :  よく分かつた 分からなかつた  どちらとも言えない

3 話 し合いは : よくできた  あまりできなかつた どちらとも言えない

4 教え方は : よかつた  よくなかつた (どんなところが)・ ・

5 今 日の私の課題は (具体的に、手短 く)・ ・

3
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壼徒

資料…2

(課 i3i撻一不 めと次時への諄饉)犠ヽ

．
●
一

カ

　

■

1く 課題提示

3,各自の考えを出し含う

3.各自リークシートを1ま つた

13157:23

24課題終了後の話し含い

4.どのようにまとめるか

6、 黒板に発表用紙を展示

2000.02.04 14:02:00

2003,02,04 14:09:40

2008.02、 04

7.各班の内容を見る 3.ま とめと次時への予普

2008.02.04 14'02:22

2008.02.04 14;10i57

2008.02)04 13:57:22

2003.02.04 14121:29

9

2008.02.04 18:33i33



付 記 (望月和二郎 文責 )

1.学 級経営 と学年経営

学級は生徒にとつての集団活動の場一生活の場であり、学習の場である。

信頼に支えられた学級づくりが大切である。

教科によつては、2ク ラスで少人数学級にし、さらに習熟度別にすることも行われている。そのように

編成された学級の人間関係づくりをおろそかにしてはならない。

ここで注意 したいことは、元学級の人間関係がその学習時間の時分断される。その学習活動が終わつ

た時、元学級の人間関係に歪ができない指導が必要である。

学年経営の必要性を思 う。

その意味で、田中主幹が試みた 「授業で作成 した各班の展示物を廊下に張 り出した」ことには重要な

意義がある。

2.私 の協同学習 を

「教育の基盤は信頼に支えられた人間関係にある。」この理念を実現する授業を展開することである。

教材研究を十分にし、生徒の実態を考慮した上で、いつどこでこの技法を使 うか。

協同学習だからと言つて小集団学習を取 り入れなければならないということはない。

私の協同学習を確立することが大事であり、校内やこのような大会などで提案 し深めていくことに

努めたい。

3.生 徒の発想 を大事 に

ある課題に対 して生徒はそれぞれの考えを持つている。その考えを出した時、Tさ んの意見と同じだ

からと言つて、そこでまとめてしまわないで、田中主幹が行つたように全員の考えを出すことが大事。

そのような発想を大事にすることに慣れてきたとき、お互いの発想を話 し合し
,ヽ
でまとめるようにした

い。その具体例を示す。

以前中学1年の提案授業で、一次関数のグラフで変域についての授業を行つた。

課題 :水槽に水をためることを任 されたA君が、遊びほおけて、水が溢れてしまいお母さんに注意

されて水を止めた。その時のグラフをかきなさい。

個人学習の後、グループでお互いの考えを出しあい、一つにまとめる作業をさせ、学級に報告、とし

た。ところがどうしてもある班がまとまらない。どうしたのと聞いたところ、「僕、お母さんに注意さ

れて水を止めたことがあるが。これと同じだ。それをどうグラフにかくか」と言 う声があるので、と。

その発言をクラス全員が聞き、アッツそ うだつた、と気が付きまた話 し合いが始まつた。この一言が、

本時の目当てを確認することになつた。

初めてのクラスでもあつたので、常に一つにまとめることがいいかどうかを考えなければいけないな

と思つた。

その後、東京理科大数学研究会の提案授業を、武蔵野

市の私立聖徳学園中学の1年生で、前述の課題を実施 し

て、グループごとにA4用紙の包み紙を与え、グラフを

かいてもらつたのが右の写真である。

話 し合いの結果で訂正したところが残つているのがよ

い 。

このように話 し合いの中でお互いの考えを出 し合って加除

訂正できる力は、お互いめ信頼関係を深め、教え合い学び

合 う力をさらに大きくしてくれる。
発表選紙に認された各グループの解答
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4.短 時間にグルー プを

必要に応 じてグループを作つて、話 し合いを開始することがあるが、学級活動などで、短時間にグル

ープになれるような副1練をする。また、司会や記録などの役割を輪番制で行われるようにしたい。

5.グ ルー プは

学級の生活班を使つてもよいし、少人数指導では教室の座席を基に、グループを作ってもよい。役割

はこの時間はこの位置の人と決めていく。グループを仲良しで編成することは避ける。抽選が良い。

6.生 徒 を一面的に見ない

ある教科だけで個々の生徒を見てはいけない。その教科の授業でこんな良いところがありましたと、

担任に報告 し、担任はそれらをまとめて、学年会などに報告する。多面的な見方が必要である。

7.課 題 (こ れか らなすべ き私の仕事)意識 を

私の友人で、世界的な数学者がぜひ小 。申学校の先生方にと言つて話 してくれた。 「私は、数学のテス

トでよく正解 していたが、常に次の課題を見つけていたように思 う。今思 うとそれが基になつて現在があ

る。だから、小・中学生時代にどの教科でも、自分の仕事を持つような授業をしていただきたい」と。

田中主幹の授業のまとめのところで、生徒たちの顔は生き生きしていた。 「授業で作成 した各班の展示

物を廊下に張 り出したJ時の同学年の生徒たちの体み時間での話 し合いは、それを物語つている。

8.指 導案は

授業を進める際の計画であつて、仮説である。以前 故名古屋大学名誉教授 塩田芳久先生に授業

を見ていただいた時、 「君の授業を見ていると肩が凝つてくる。生徒が活動 しているときは、余裕を持

って、生徒たち一人一人を観察するようにしなさい。」とご注意を受けた。

さらに、次のご指導もいただいた。

昨日の生徒は今 日の生徒ではない。指導案は前時のことも考えながら、綿密に作成するが、その通 り

進めようとすると無理が出てくることがしばしばある。課題を提出しながら生徒たちの本時の様子を観

察 し、多少の変更があつてもよい。 したがって、指導案は仮説 と考えて授業を展開しなさい、と。

課題については次のように指導 していただいた。

① 本時の内容が分かり、多少の難易度のあるものとする。教科書の問題等でもよい。

② 前時の生徒たちの様子から、生徒たちから出された課題を実施することも考えたい。

9. 家庭 との連絡 を

年間指導計画、単元の指導計画、週 (週案)や本時の計画 (指導案)を立てるので、単元指

導計画 と週案は事前に生徒を通 じて家庭に配布する。家庭学習は分か らない ところをはつき り

させ、課題を持つて授業に臨むためのものである。外部指導を受けて点数が取れ るようにす る

ことではない。 田中主幹が授業での各IJIの 掲示物を廊下に張 り出 した週に授業参観 日があつた

ので、保護者の理解が深まつたようである。授業参観のあと、このような手法に対す る理解 を

深めることにより、家庭・地域 と学校 との信頼関係 を深める一助になればと思 う。

最近、地域の集会等で、質問や意見を聞 くのにこのような手法を見かけることが多い。

※参考文献※

・塩田芳久編 自主性の教育実践 (講座 自主性の教育 3) 明治図書 1970

・塩田芳久編 授業活性化の 「バズ学習J入門 (教育新書75) 明治図書 1989

・杉江修治著 バズ学習の研究 風間書房 1999

・望月和三郎著 杉江修治編 協同学習叢書3 心とこころの格F-4技―授業の人間関係―一粒社 2002



第 4分科会

つながり含いながら主体帥に学ぶ理科学習

ん協同学習を通した

言語活動の充実を目指してγ

発表者
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つ な が り合 い な が ら主 体 的 に学 ぶ 理 科‐授 業

～ 協同学習を通 した言語活動の充実 をめざして ～

静岡市立清水飯田中学校 兼 田 博光

1 研究 目的

4月 、校 長の学校経営方針の説 明に、「全 ての生徒 に学 び をJと い う言葉が あ つた。 こ

れ は、生徒指導 困難校 で ある清水飯 田中学校 で、授業 を通 した生徒指導 によ り、安定 した

学校経営 を行 いた い とい う願 いが ある。 ここ数年、生徒指導 を意識 した研究 を、地域 との

つなが り合 い をテーマに特男1活 動や総合的な学習の時間 で行 い、一定の成果 を挙 |ザ て きた。

しか し、学校 生活の約 8割 が各教科の授業で あ り、その授業か ら逃 げて しまえば落 ち着 い

た学校 生活は送れ なく な つて しま う。そ こで、本校 では 「生徒が実感 をもつて、つなが り

合 いなが ら主体的 に学ぶ授業 Jを 研修 テー マに掲 |ず 、研修 を進 め ることとな つた 【資料 1】 .

本研究 では、研修 テー マの「つなが り合 いなが ら主体的に学ぶ授業」に焦 点 をあて、『全

ての生徒 に学 びが成立す るための授業の研究 、授業改善』 に重点 をおいた 【資料 2】 。「つ

なが り合 いなが ら主体 的 に学ぶ授業」 とは、 どの よ うな授業だ ろ うか。それ は、生徒 同士

が 自分の考 えを表現 し合 う中で、 自分 自身が変容 してい つた り、考 えが深 ま つて い く授業

をイ メー ジ している。そ こで、言語活動の充実 を本研究の核 と した。 これ は、平成 20年

3月 に告 示 され た学習指導要領 に、各教科等 を貫 く重要 な改善の視点 と して言語活動の充

実が挙 げ られ ている こと。また、全国学 力・ 学習状況調査の質問紙調査の結果か ら、本校

が 「 自分 の考 えを話 す・ 発表す る・ 書 く」 について課題が見 られた :質 問 |ま 国語 に関す る

もの で あるが 、知的活動等の基盤 とな る言語の役割 の観 点か ら、全ての学習活動 に関わ る

問題 だ と考 えた。そ こで、理科 にお ける言語活動 を重視 した指導 を充実 させ 、生徒の思考

力 菫判 断 力 饉表現 力等 を育んで いきた いと考 えた。その具体 的な手だて と して、小集 団に

よる協 同学習 (目 標 の実現 )、 1枚 ポー トフオ リオ法 に よる 自己評価 (指 導 と評価 の一体

化 )を 取 り入れ た授 業の研究 をす る ことと した 【資料 2】 。 こ う した研究 を通 し、すべ て

の生徒 に学び を保障 し、学 びに向い、落ち着 いた学校 生活 を取 り戻 していきたい と考 えた。

2 研究仮説

授業開 きで理科の授 業 と言語活動 についてア ンケー トを実施 し、その集約結果 【資料 3】

か ら、発表す る ことや 自分 の考 えを書 いてま とめ る点においての課題が明確 にな つた。生

徒 の理 由には、言語活動 に対 して前 向きな意 見が ある反面、苦手意識 を示す もの も多 く見

られ た。特 に問題 である と感 じたの は、 こう した言語活動 に対 し、間接的な理 由 と考 え ら

れ る他者 との関わ りに課題が あ り、言語活動 に支障 をきた していることである。そ こで、

全国学 力・学習状況調査の結果か ら見 えた課題 と合わせ 、次の よ うな研究仮説 を設定 した。

協顔ばな露を 1時 間の授業の中に取 り入れ、教師と生徒、生徒同±のつなが ワ合いを

重視 した学び合いの授業を積み重ねていくことで、思考力 晨判断力・表現力等をはぐ

くむ基盤となるュ議二馳戴成轟 し、全ての生徒が主_l■_的血学びに向かい落ち着いた学

校生活 を送れ るよ うにな るで あろ う。 メガ″麟、オ√の″劣オ謄の呉麟″オヂガτ庁ボオ.

私 は、 この仮説 を実証す るため、教師 と生徒 、生徒 同士のつなが り合 い を特 に重視 し、

年間指導計画 を見直 し、協 同学習 を導入 した授 業に取 り組んだ。 こう した実践研究か ら、

…
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全 ての生徒 を学 びに向かわせ るための授業改善 と、子 どもたちの理科離れが叫 ばれ る昨今 、

理科に興味や関心 をもつて も らいた い とい う願 いを含 め研究 に取 り組んだ。

3 研究方法

(1)主 体的な学 び

①協同学習 (小 集国での学習)に よる生徒のつなが り合い

男女混合の 3～ 4人 を基本 としたグルー プを編成 し、小集団での学習 を 1時 間の授業

の中に位置づけ、生徒同士のつなが り合 う学びを大切に した。協同学習で特に重視 した

のは次の 3点 である。 1点 目は人の話を しつか り聴 く、聴 き合 う関係づ くり。 2点 目は

自分が分か らないことをグルー プのメンバーに「分か らないJと 伝え、自分か ら質問で

きるようにすること。 3点 目はメンバーに「説明できる」ようにすることである。

②協同学習 (ジ グソー学習)に よる、表現 し合 う場の設定

小集団での学習の発展的な学習形態 として、各単元に発展的な学習内容で最低 1回 の

ジグソー学習を位置づけた。ジグソー学習 とは、通常の授業を行 つている学習班で課題

を分担 し、同 じ課題 をもつ生徒同士で再構成 した実験班で追求 し、表現 し合 う場 として

学習班に戻 り実験内容 と考察を報告する学習形態である 【資料 4】 。

③ l枚 ポー トフオ リオ法 を用いた 自己評価による学ぶ意味の 自党

本研究の 1枚 ポー トフオ リオ法による自己評価は、単元の学習前後に作成 したコンセ

プ トマ ップの比較 と小単元 ごとに学習内容を要約するものである。これ らを 1枚 の用紙

に追記 し、振 り返 り こ比較することで、生徒 自身が学びによる変容を意識化 し、学ぶ意

味 を自覚する。この プロセスが主体的な学びに向か つてい くことにつながると考えた .

(2)言 語活動の充実

①つなが り合 う学びの申での言語活動の充実 → メタ〃″″力の声ダ

協同学習における他者 との関わ りの中で、「実験 B観 察結果 を発表する」、「考察 した

ことを発表する」など、相手にわか りやす く伝えることに重点を置 いた。

②言葉 口科学的な言葉 を重視することによる言語活動の充実 →  メタ言語虜力の声ダ

自然の事物・現象 を対象 とす る理科において、体験 (実験・観察)の 充実を重視 した。

こうした体験 (実 験・観察)で 作成 した レポー トや 自己評価表の学習内容の要約部分を

中 lい に、基礎 口基本 となる科学的な言葉 を使 つて説明 した り、図や表を使 つてわか りや

す く書いてまとめた りす ることに重点を置いた。

4 研究経過

(1)協 同学習の導入 と言語活動の充実

①小集団での学習

これまでの私の授業を考えた とき、一部生徒の発言で授業を進め、授業が成立 した とし

ても、全ての生徒に主体的な学びが成立 していたとは言い難いものがあつた。そこで、本

研究では 4人 グルー プの協同学習を授業に位置づけ、つなが り合 う学びを実践 した。協同

学習での私の役割は、話 し合いが成立 していないグルー プヘの支援、学習が困難な生徒ヘ

の支援を主 とし、課題解決は小集団のつなが り合 う学びの中に求めた。特に配慮 した こと

は次の 2点 である。 1点 目は「わか らない」 ということをはつきり伝 えられる人間関係の

形成である。 しか し、学習が困難な生徒にとつて、この言葉 を発すること自体難 しいのが

事実である。「わか らないJと 感 じている生徒のほとん ど lよ 、他者に聴 くこともできず、
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自分でやろうと して しま う。悪循環である。そこで、グルー プのメンバーか ら声をかけた

り、教師か らグルー プ活動に参加できるよう支援 した りし、協同学習の中で必ず一回は発

言するように した。2点 目は「説明できるように しよう」ということを意図的に指導 した。

説明できる (自 己説明)と !ま 、単に知識 を暗記 して習得するものでな く、より高い レベル

そ知識 を習得 し、活用につなげてい くメタ認知だと考 えている。協同学習では、生徒の学

力の個人差をどう埋めてい くかが課題 となる。他者 とのつなが り合い、特に言語活動の中

で、学力の高 い生徒に対 しては、自己説明というメタ認知能力を育てる高次な思考を、学

力の低い生徒には、最低限押 さえたい内容を身につけることで目標の実現をめざした。

最初はこうした授業形態に慎れない生徒が、教師に助けを求めるケースも多か つたが、

協同学習 を積み重ね ることで、生徒同士のつなが り合いが生まれていつた。小集団での学

習が 4人 で行われ ることか ら、これまで自分の考えを発表できなか つた生徒 も気軽に発言

できるようにな り、多 くの生徒が積極的に授業に参加できるようになつた。協同学習を導

入 して 2ヶ 月頃の授業で、K君 が「先生、教えて l」 と、私に助けを求めたことがあつた。

私は「まず、グルー プの人に聴いてみ ようJと 切 り返 した。グルー プの中で説明できる生

徒がお らず、話 し合いが行 き詰ま りそ うになつていた。その時、隣のグルー プの H君 か ら

「わか つた !Jと いう声があが つた。 K君 と私のや りとりを聴いていたであろうH君 は、

自分のグルー プでの説明を終え、 K君 のグルー プに行 つて説明を始めた。 K君 は H君 の説

明を受け「あつそうか !」 とつぶやいた。 K君 は確かめるように、同 じグルー プの生徒に

説明を始めた。こうした聴 き合 う関係が教室のあちこちで見 られるようになつていつた。

このような学びを充実 させてい くことで、話す 口聴 くとい う活動の必然性か ら、「メモ

をとる」、「発表す るために、 自分の考 えを書 いてまとめる J、 「わか りやす い説明をする

ため、図や表を活用す る」 という言語活動に結びつ くものが出てきた。協同学習の長所で

ある生徒同士のつなが り合いが、言語活動 を充実させ ることとなつた。

② ジグソー学習

本研究では、各単元で 1回 のジグソー学習を、発展的な学習内容で位置づけた。ジグソ

ー学習では、協同する学習集団を意図的に作 り出 し、同 じ目標 を達成するために、様 々な

場面そ他者 とつなが り合 う必要性が生 じて くる 【資料 4】 。本校の研修テーマを具現化す

るための授業形態 として有効な方法だと考えている。ここで |ま 、生徒にとつて初めての経

験 となつた 7月 の実践 【資料 536】 か ら検証 を したい。「葉のつき方の規則性について

調べてみ ようJを 学習問題 とした授業で、アジサイ・オオカナダモ・ ハルジオ ンの 3種 類

の植物の葉のつき方 を調べることを課題 とした。この授業で作成 した レポー トには、初め

は うま く考 えられなか つた り、表現できなか つた りした生徒が、学習班や実験班でのつな

が り合 う学び、言語活動 を通 して レポー トにま とめたものが多 く見 られた 【資料 7】 。 こ

の学習では学習班のメンバーに分か りやす く観察結果 を伝えるために、植物体のスケ ツチ

を活用 して説明 した り、体全体 を使 つて表現 した りするなど、生徒の生き生きとした姿が

見 られた。また、メンバーか ら報告 を受けた内容 を、 レポー トに書 き留めなが ら真剣に聴

き合 う姿 も見 られた。さらに、一人の生徒が資料集で見つけた「対生・輪生 壼互生」 とい

う専門用語が、その生徒か ら班員 (学 習班・実験班)に 、班員か ら学級全体へ と伝わ り、

生徒同士あつなが り合いか ら学びが広が つてい くことを確認できた I資 料 6・ 7】 。

7月 の時点で、ジグソー学習を成立 させるのは困難が予想 されたが、生徒たちは好意的
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に受 け入れ 、意欲 的に活動 した。 3ヶ 月間の小集団の協 同学習での 自信 が大 き く影響 して

いた と感 じた。 ジグ ソー学習 にお ける生徒 の感想か らも、「責任感が高 ま る」、「少人数 で

発表 しやす い」、「他 者 の考 え方 が分 か つて楽 しい」 な ど、学 びに向か つて い こ うとす る

意識 が感 じられ る 【資料 8】 。 ジグ ソー学習の実践 では、小集 団での協 同学 習で構築 され

た信頼 関係が 自信 とな り、 こう した個 の責任 を明確 に した ジグ ソー学習 も楽 しん でいるよ

うに思 えた。その反面 、「 自分が直接調べた ことではないか らわか りに くい」 とい う
'感

想

もあ り、ジグ ソー学習の短所 を、今後 どの よ うに克服す るか な どの課題 も明確 にな つた。

(2)1枚 ポー トフオ リオ法 による 自己評価 と言語活動の充実

主体 的な学 び を実現す るため 11枚 ポー トフオ リオ法 による自己評価か らもその充実 を

図 つた。私 は 1主体 的な学 びは授業の 中だ けで成立す るもの でな く、生徒 の もつ認知的・

情意 的側面の評価 を通 し、「学ぶ意 味 や 自分 自身の変容 を実感 させ る」 ことも重要 な要素

である と考 え、 1枚 ポー トフオ リオ法 による 自己評価 表 を導入 した 【資料 9】 .

1枚 ポー トフオ リオ法 に よる自己評価表 には次の 2点 の意 図が ある。 1点 目は単元の学

習前 “後 に作成す るコンセ プ トマ ップを比較す ることで、 自己の変容 、学習の意味 を提 え

ること (メ タ認知能 力の育成 )で あ る。学習前の コンセ プ トマ ップは生徒の実態把握のた

めに作成 した。生徒の認知構造の実 態把握 か ら単元や授業の 目標 を設定 し、生徒本位 の授

業 を構 成 し、授業 を行 うことで、生徒 自らが学習 問題 を見 いだ しやす くす る効果が あ つた。

学習後の コンセ プ トマ ップは、学習前 の もの と比較す る ことで、可視 的にその変化 を簡単

に提 え る ことが で きるよ うにな る。生徒 か らの「全然 違 うもの にな つて い る」、「 こん な

に変わ つたん だ」 とい う言葉か らも、生徒 自身が 自己の変容 、学習の意味 を確実 に感 じ取

っていた。 2点 目は小単 元 ごと、学習 内容 を要約す る活動 を通 して思考 力 と表現 力 を育成

してい くもので ある。生徒 に何 が大切 なのか を常 にはた らきか け表現す る こと (メ タ言語

能 力の育成 )も 学ぶ意 味 を実感 し、言語活動 を充実 させ てい く上で重要 な視点になる と考

えた。また、 コンセ プ トマ ップでは表現 しに くい部分 を言葉 で表現す る ことで補 つた。学

習前 、植物の呼 吸 を「二酸化炭素 を吸収 し、酸素 を放 出す る」 と捉 えていた生徒 が、学習

後 には「葉 は光合成だ けでな く、人間 と同 じよ うに呼吸 も して いた」 とい うよ うに曖 昧な

概念が 、実験 を通 して身につけた科学的根拠 に基づ く概 念 に変容 している。あるいは、「花

は花弁 と思 つていたが 、 お しべ 8め しべが あれ ば花」 とい うよ うに、既有概念が科学的な

概念 に変容 して いる。 この よ うに、 自分の知識や考 えが どの よ うな もので、それ が授 業に

よ りど う変容 したか を生徒が 自覚 した とき、学ぶ意 味 を実感 で きると感 じた。

5 研究成果 と課 題

12月 、 これ までの理科の授 業 と言語活動 についての ア ンケー トを実施 した。 この ア ン

ケー トの集約結果 【資料 10】 と 4月 に実施 したア ンケー トの集約結果 【資料 3】 の比較 、

実践研究か ら次の よ うな成果 と課題 が浮かび あが つた。

(1)協 同学習を授業に位置づけることで、つなが り合いが実現 し、主体的な学びに向か

い、言語活動が充実 していつた。

言語活動 を苦手 としていた生徒の実態があつたが、協同学習を導入することで、言語活

動について自信がついた と考える生徒が増えてきた。これは、表現す る場 を意図的に授業

に取 り入れた要因もあるが、授業の中での人間関係づ くりに配慮 し、聴き合 う関係 を構築

できた こともこうした成果に結びついていると考える。今年度の実践か ら、言語活動につ

-4-



いて、「自分の考えをもつ J、 「自分の考 えを発表す るために自分の考 えをもち

いてまとめる J、 「グルー プで発表す る」 とい う点で成果があつた 【資料 3・ 1

した活動 を苦手 と考えていた生徒にとつて大きな進歩であると考 える。

本研究で導入 したジグソー学習については、もっとや つてみたいという感想 も見 られる

など、コ ミュニケー シ ヨンする学ぴを楽 しんでいるようである。こうした学びを積み重ね

てい くことで、多 くの生徒たちが授業に積極的に参加するようにな り、授業が楽 しいと感

じる一国となつていると考える 【資料 3・ 10】 。

今年度は「Jヽ 集国の中での言語活動に薫点を置 いているため、学級全体での表現 1ま 今後の

課題 となる。協同学習を意図的に積み重ね、グルー プか ら学級全体へ と授業をつないでい

くことで、主体的な学びが実現 され、言語活動の更なる充実が図 られ ると考える。

(2)1枚 ポー トフオ リオ法による自己評価による有効性 を確認できた。

コンセプ トマ ップを作成することで、既有知識や既有経験、興味 `関 心などを可視的に

提えることができた。また、生徒が身につけた学習内容 を、新たな知識 としてどのように

構築 しているかが把握できた。これ らを 1枚 ポー トフオ リオ とし、学びの成果 としてふ り

返ることが、生徒たちに学ぶ意味や 自分 自身の変容を、可視的な形で自覚する有効な手段

であ り、指導 と評価の一体化の一つの形態だと考える。また、教師にとつては生徒の変容

か ら授業の修正を行い、日標の実現 をめ ざす授業づ くりの一つの方策になると考える .

(3)課 題

よ り質の高 い協同学習 を実践 してい くには、「つなが り合 う必然性」 と「課題そのもの

の必然性」が重要な要素になる。生徒が協同学習に必然性を感 じる学習問題や発間の研究、

協同学習を導入 した授業での教材研究が必要不可欠である。

また、理科に求め られ る言語活動 とは、 目的意識 をもつた実験・観察 を起点 とし、「論

理的に説明 (結 論→理 由)す る」、「科学的な根拠か らレポー トをま とめる」、「グラフや

図を用 いてわか りやす く説明す る」等がつけたい力としてあげられ る。協同学習による学

びの中で、こうした言語活動の質的充実 を図る一方、 レポー トや自己評価表を科学的な言

葉 を用いて表現するとことを充実 させたい。こうした言語活動の充実が、ジグソー学習に

おける生徒の感想 【資料 8】 にあつた、「自分が直接調べた ことではないか らわか りに く

いJと いう課題の解決の糸口になると考える。

研修主任 として、今回の実践研究 を校内研修に生か し、本校の研修テーマの具現化に向

けて、全校体制で取 り組んでいきたい。また、こうした授業改善か ら授業力の向上に結び

つけ、問題行動に対処 してい く受け身の生徒指導か ら、校長のめざす「全ての生徒が学び

に向か う」落ち着いた学校づ くりに買献 していきたい。

6 参考文献

中学校学習指導要領 (平 成 20年 3月  告示 )

平成 19年 度授業改善支援資料Ⅲ

学校の挑戦 一学びの共同体 を創 る一

ジグソー学習入門

学びの意味 を育てる理科の教育評 1面

文部科学省

静 岡市教 育委 員会学校教育課

佐藤学 (著 )小 学館

筒井昌博 (編 ) 明治図書

堀哲夫 (著 )東 洋館 出版社
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【資料 3】

生 徒 ア ンケ ー ト 集 約 結 果  《4月 》

可 中学校に入学する前の状態に一番近いものを選んでください。        (回 答数 1181/184人  単位 :%)

2 発表することについて、得意 會苦手な理由

自鴬σ負 駐墓■暉聾電犠みコ タ たヽ !ヽ 勇`t
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`毛

″

`為

'ご セtマ き,・ (1者

つれま,デ′ヒられtrrfbセ
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ずtザヽヽか。ら、

理由1憲
tギ費trヽ 1ヽ とltヽ bゝ ´` 1ゝ ‖む。bttStド

λもttき ・ヽいヽ 1、 ぃヽ .
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襲桑t魏電鷲各fイ螢額夢寺と考え力がうが
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観 点 A B

①
あなたは理料が好きですか。

A:好き     BI嫌 い
57_5 42.5

②
理科の観察や実験 1ま 好きですか。

A:好き      8:嫌 い
72.2 27.3

③
理科の授業が楽 しかつたですか。

A:楽 しかつた   B:楽 しくなかつた
62.4 37.6

○
理科の勉強は楽 しかつたですか。

A:楽 しかつた   B:楽 しくなかつた
44.3 55_2

⑤
理科は生活の中で大切だと思いますか。

A:大切だ と思う  B:大 切ではないと思 う
76.3 23.2

⑥
発表することは得意ですか。

A:得意      B:苦 手
34.3 65,7

⑦
自分の考えを書いてまとめることが得意ですか。

AI得意      B:苦 手
50.8 49.2

3 自分の考 えを書 いてま とめることについて、得意 E苦 手 な理由
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【資料 4】

ジグソー学習

1 ジグソー学習とは

1978年 、米国で「The Jigsaw Ciassr●m (ジ グソー学級〕

曇曇誓善番書言i醤曇:彗:I:壌桑讐磐般馨属f[卜脅縄酵鋼
し、学力や人格を高める効果的な学習Iまないだろうか?Jとアロ

ー学習である。子どもたちの学習集団を「競争」から「協同」す
作り出すことを考えた。「協同Jと は、同じ目標を達成するために
子どもたちは競争相手ではなく、お互いに頼りになりうる者として、認め合い高め合う存在となる。

2 ジグソー学習によるつながり合い

・仲間一人ひとりの努力がグループの成功のために必要不可欠で
脅島 房塁冨脅鰹 :ゝ がぁり、一緒に努力する過程ではそれぞれが独・グループの仲間はそれぞれ、もつている資料や役割、課題に電

自の貢献をすることになる 〔つなが グオブ業厨●薄轟 。

3 授業の流れ

①学習班で課題の分担を行う。
→学習問題が提示され、各学習班で自分が観察する課題 (ア ジサイ `オオカナダモ・ハルジオン)を決める段階。3つの課題に

対して4人班にしているのは、生徒どうしでフォローができるようにするため.

②
]手琴撃芽お尋襲毒舞号菫震庁繁諄17露れ議穏青 競雰甕鴨稀ぅ生徒がそれぞれ集まり、観察tf~Tう段
階。

0学票嚢墓季覆、撃喜塁檀量う言奪員準貢慕農難した植物について、その結果や考察の発表を行う段階。
すべての生徒が、それぞれに与えられた責任を果たさなければ学習が成立しない。
学習者にとつて3つの課題のうち、2つの課題1ま間接的な学習になつてしまう欠点がある。
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【資料 尋】

校 内研修  ジグ ソー学習についての提案授 業 授 業略案

理科 授業略案

授業者  兼田 博光

1 日時 嘔学級   平成 20年 6月 27日 (金 曜日)第 3時  1年 5組 (1年 5組教室 )

平成 20年 6月 30日 (月 曜日)第 3時  1年 6組 (1年 6組教室 )

平成 20年 7月  1日 (火 曜 日)第 3時  1年 4組 (1年 4組教室 )

2 単  元    「植物の生活と種類 (葉 のつ くりと|ま た らき )」

3 単元における本時の位置づけ
植物の体のつ くりとIま た らきの第 2部「業のつ くりとはたらき」になる。小学校では、葉は植物体 を構成する基本要素であ り、

光が当たるとデンプンができることを学習 している。

象言1:fIIttilil:[:]をFl糖 I姜貯署暑I撃 ::[[[摯「E:量 FEI曇菫I署慧繕』I重主重言[曇なこ:重曇
えられるようにしていきたい。

レディネス調査の結果か ら、生徒は光が当たるとデンプンができることは理解できている。葉については、葉の形態や構造、茎

へのつき方などを観察 し、その観察結果を光合成や蒸散作用 との関連 において考察 し、葉のつ くりとはた らきを総合的に理解させ

たい。本時は、葉のつき方の観察 を通 し、生命の しくみの巧み さを感 じ取 り、光合成、蒸散 と結びつけて考えられるように してい

きたい。

4 本時の日標
葉に光が当たるとデ ンプンができると理解 している生徒が、アジサイ、ハルジオン、オオカナダモの茎に対する葉のつき方を観

察 し、その観察結果を比較・ 検討す ることを通 して、業の茎への付き方は重な りが少な く、光 を効率よ く受けるよ う、様々な工夫

がされていることが理解できる。
(科学的な思考 )

5 授業過程 [本 時 4/14]                     メ影″″ r7曖

…

習班』.√イ1業JO″ 実験胸

分 節 動活習学 形  態 ◎評価  ※支援   r留 意点

学
習
問
題
を
と
ら
え
る
過
程

葉のつ くりとはた らき (葉 のつき方 )

0当 た り前のように見ていた葉にも、つ くりを丁寧に調
べていくと大発見があつたね。
・ 葉脈がある
・ 葉で分類ができる (単 子葉類・双千葉類 )

0葉 のつき方もT寧に観察 して、大発見を してみよう。

3種類の植物の葉つき方 を観察 し、葉のつき方の規

則性を調べてみよう。

0各 班で自分が調べる植物 を決めよう。

一斉

ホ集日0

植物のからだのつくりとはたらきで、既習事項で
ある葉のつくりについて確認する。

観察植物の紹介
①アジサイ
②ハルジオン
0オオカナダモ

学習の進め方 (ジ グソー学習)に ついて説明する。

追

求

す

る

過

程

0ア ジサイ・ ハルジオン はオオカナダモの葉のつき方を
丁寧に観察してみよう。

アジサイ

・1カ所に2牧 0葉がついてLヽ

も.
L(菫装する菫0葉0つ き方を
比べると)互い違いになって

葉がつlヽている。

ハルジオン

El力所に1枚0葉がついてい

る。
・葉が少しずつずれてついてll

る。
・らせん臓段0よ うに葉がつい
ている。

オオカナダモ

・1カ 所に4機0葉がつlヽて11

る。
3茎を取り巻〈ように葉が,tlて

いる。
こ

(豊織する鮨り葉0つ き方を比
べると)夕 しずれてついてtt

る。

0それぞれの葉の観察結果をグループで発表しよう。

ホ集目0

ホ集目0

`実験理にそれぞれ該当する植物を 1株ずつ配付す
る。

・研究レポー トにスケッチ、特徴の調録をさせる。
※植物体を横からしか観察していない生徒には、視

点を変えて観察するようにア ドバイスする。
嗅学習班で発表することを意識させ、実験班のメン
バー全員が発表できるように発表内容を確認させ

る。

藁琶彗雪F量量1瞳
い難 には、スケ ツチ罐

。警墓墨蹴翼穏 亀鷲鴇亀亀亀装鷲 こ量 こ め、それぞ

警£君F(対
生・ 互生 `輪 生)に 気づ くことがで

(研 究 レポー トの点検 )

発
展
す
る
過
程

03種 類 の植 物 の葉 のつ き方 に工 夫 が見 られ るの 1ま ど う

してだ ろう。考察 にま とめてみ よ う。

一 斉 ◎葉の茎への付き方は重なりが少なくて、光を効率
よく受けるように、様々な工夫がされていること

を考察にまとめることができたか。
(研 究レポー トの点検 )
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研究 レポー ト「業のつ くりとはた らき (葉 のつき方 )J

研究レポー ト
研究レポー ト

く年  組   番  氏名
共同研究者(ぐしよt

0っ くりいまをξ主鉄92豊豊

観察結果

/ヽ1鐘』II主ヒIζ
・

研究レポート

/年  組   番  氏名
共同研究者 (

禁あつくし)と はた5こ優塾虚

験ヌの
tJ‐

lフ

=事
の

北費1燿彰釜属へ'

観察結果

ぞコヽやヽ準、マ

|｀ :

臨

1     駆百
″下の海ηゞ外かちL九1江の1めが

゛

肉倉ゎたスろ

0〔 了デも■ 4  ]

鋭蝋驚iL

膏

|

0〔 iiIじ
_デ ォしJ

龍程亀電すごい」いち

卓謝lL策ゃ■
'暫

iII二∵亀
じせたtlい 荘nから

考察

全体色れ(鶏 )に ■推域hれたろ卜ぅにち取いろ

【資料 7亜

l年  組   番  氏名

共同研究者 (

業のつぐ)と |ふ鯉,き  (量の⊃井

3麓類あ堤堵勾あ撃のな 想
亀じ.,.なめ

巧亡な竜壇ボろきヽ ヨのところヒフ1寅 l咆

オTマ邊うち白tむぃ1、、
うえな螢33し くきにお さらにフ.い民、ヽЪ

考察               :

研究 レポー ト

1年  経   番  氏名

共同研究者 4            )

=
3髪類よ種蜘へ煮ムつさち4義馴`性t譲 や■■よも

観察結果

紺要y巻焉 ぶ・

③摯ザ
itt専

構げっい卜ζ
③亡てk_響続ぃてぃ3

が⌒4  
…

薫轟れ¥

()集 o色 lさ リム、尋ぜ1ヽ

0葉略くlLぶ L島ご二い■繁 %｀｀

°
|つのふしl■禁 Ч々枚メていた

°IPのお、しぁの根総くホ猛五づつ

キヤ鷺 1ミ 4な すちっtt―lぃろ

… 11-

職

l材 tデヽr奪零襲3 惣
卜|ト

ノヽヽ、 ヽ



【資料 8】

ジグソー学習の生徒感想

研 修 だ よ り
静岡市立清水飯田申学校

2008. 7. 9     ‖o. 12

グループ学習について ～生徒の感想から①～

先週、何時間かの理科の授業 を公開 し、協 同学習の 1つ であるジグ ソー学習 を取 り入れ

た授業を実践 しま した。何名かの先生に参観 していただきま し。あ りが とうございま した。

また、公開 した授業について生徒に感想 を書 いて も らし`ま した。今回は生徒の感想 を紹介

したいと思 います。生徒の感想 には、ジグ ソー学習の欠点になる部分の指摘 もあ り、今後

の授業づ くりの参考に していきたいと思います。

※ジグソー学習:=つ いて、以前配布した資料を裏面に印刷しました。参考にして下さい。

.-:ll..hr.L::58:::::.13.*.L.BJ:1-6-..I8?.:t,.!:.{"')t
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1枚 ポー トフオリオ法による自己評価表①

Orタボー ルフォ グォ √パθ層新「 麦戸ノ

単元tこ入

`麟
た。・・        ｀

理科 自己評価表

～ 「植物の生活と種類」 ～

二 番 氏名

【資料9-1】

～ 単元の学習が終わつて ～

稿翻那 :だ輩跡 岬覇 :石血鰹

野I~~4Ψ
:)

騨ガメ諄力,τ

0学留前に比べて、Fa揚 o生活や菫嬌:について、自分●見力・考え方が交わつたり、熙まつたりしたことを書

:       寺継潔甲嗜・
轟癬灘鱗

Ⅲ認識漁tw
1年 ___細

0 ノ#ポー ルノォ グ才 √ス Jガ醐≒ 夢∬ノ

～ 単元の学習に入る前に ～

ヨンセプトマップ I

『植物』と聞いて思い浮かぶ賞葉を並べてみよう: 並べた言葉からさらに思い浮かぶ言葉をつな
Iヂていこう1

※コンセプトマップには下器の8個の言葉を使うようにしよう。

回国歯興暉回 襲嬰

並べた言葉からさらに

輝瞭鵠寧翻蹴掲島感孵盪醜醐
繕編晰響騨‰,編

:.ぉ血郡がめ叫デ誦幅
欄輛att    lttt剤を期宙恥与融浮く帥 ■涙瑾場纂理話高品

鼈 事鵡 卜機 沸 氣 鞭 れ :

轟動轟罐纂ぶ J税1凄:熱織議ヌ輔 豫鰹様癬

+k*mtfkmttft m,xl**=*l;3ra;ffi ru#$l勲筵邸膨梅窮

単

元

の

ね

ら

い

撻物の生活と種類

身近な機構についての観察、実験を通して、生綺の観べ方の基職を身に付けるとともにも織物0体のつく

{辞・tt・ lle身近な糧物の生青栽親と生育環境の関係に真味を持ち.壼欲||に植鞠調査をしよう。

{=t,111櫨 物の体の作りが総合的に機ttて いることを実験結果と園菫させて考えられるようになろう。

-13-
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【資料 9-2】

0プ タボー ハフォ グオ

転 ■こ入a厳ン

1枚ポー トフオリオ法による自己評価表②

√Дθ層庸 F表層ノ

接、T、 酎鎌竜lLて 二曹多に蔵蒸与
・
に11~.

祀評鑽臨為11向たなヽ   〔
おしバしあtバが法も"く,7(こ を1務裸が,tヽ ラハ4急 グヽ

"安醗 尋で4
》

0プ タボー トフォ グオ √ズ θ層新「凄響
"

～ 単元の学習に入る前に ～

コンセプトマップ I

『植物』と聞いて思い諄かぶ言葉を並べてみよう: 並べた言葉からさらに思い浮かぶ言葉をつな

1ザていこう :

※コンセツトマップには下離の8個の言葉を使うようにしよう。

日 国 □ □ 日 回 回 回

理科 自己評価表

～ 「植物の生活と種類J ～

1年 _3E __番  氏名

～ 単元0学習が終わつて ～

コンセプトマップ H

『植物』と聞しヽて思い浮かぶ言葉を学習内容と関連づけて並べてみよう: 並べた言葉からさらに

思い浮かぶ言葉をつなげていこう :

学習をrゲ慮 ,τ

轟栗
輸

:

瑞澤 磐 夕,で

搬
ノニ`3よ、卜》群、儘{Fここョ謙耳:繊k酬14呻卜t縣 靖ヽ響嚢kぃ 0いt、

1‐  |

、

一

:奪ふ 了、り3ヽ

単元名 :                柏物の生活と種類

身近な檀物についての観察。実験を通して、生摘の鋼べ方の基礎を身に付けるとともに、植物の体のつく

(動 ,m。 1麟 身近な機物の生育状況と生育環境の露係に興味を持ち、■歓的に機構爵査をしよう。

(31・ 10檀物の体の作りが結合的に働いていることを実験結果と関連させて考えられるようになろう。

職1・ 妻ll観察器具の操作、観察欄操の仕方など、生場の鶴べ方の基本を身に付けよう。

単

元

の

ね

ら

い
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生徒ア ンケー ト

1 中学校に入学 してほぼ 1年が経 とうとしています。

【資料 電01
集約結果  《12月 》

今の状態に一番近いものを選んでください。
(回答数 :179/184人  単位 :%)

視 点 どちらかというと好き どちらかとllう と聾tt 縁しヽ

③ あなた 1ま理科が好きですか。
39.3 45.5 13.5 1.7

2

② 理科の観察や実験は好きですか。
60。 2 33。 0

視 点 A B

0
理科0授 業は楽 しか つたですか。
A:楽 しかつた   B:楽 しくなか つた

93.9

②
理科の勉強は楽 しかつたですか。
A:楽 しかつた   8:楽 しくなかつた

72.5 27.5

③
理科は生活の中で大切だ と思いますか。

A;大切だと思 う  B:大 切ではないと思 う
82.7 17.3

3 次 の項 目について、『実現・ 達成」で きていると思 しヽますか。

※青色の項目…概ね満足できる
赤色の項目…改善を要する (今 後の課題 )

2 理科について、あてはまる方を選んでください。

4 授業形態についてどのように思いますか。

(回答数 :170/184人 単位 10/o)

(回 答数 :179/184人 単位 :%)

(回 答数 :179/184人  単位 :%)

視 点 とても有効 有効 あまり右効ではなll 有難ではない

0 発表や話 し合いの技能を身につけるのに、通常の授業 (一 斉授業)が
有効だと思 う。

20.1 40.9 37.3

②
発表や話 し合いの技能を身につけるのに、グループ学習は有効だと思

つ。

48.0 44。 1

③
発表や話 し合いの機能を身につけるのに、ジグソー学習は有効だと思

つ。     ,
34.8 50.0

1

11.8 3.4
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中学校 1年 理科  題材名「物質の状態変化J

授業者 :静岡市立清水飯田中学校  兼田博光

電 授業実践
(1)授業構想

年間を通して、協同学習、言語活動の充実という点から「ジグソー学習」を取り入れた授業を進めてき

た。今回は、状態変化の発展学習として位置づけ、身の回りの物質から3つの教材 (赤ワイン・みりん・

料理酒)をもとに、「ジグソー学習」を通して課題解決に追つた。

(2)手だて

①追究できる教材の工夫
身近な教材として、料理に利用されるエタノールを含む3つの物

質(赤ワイン、みりん、料理酒)の蒸留実験を行つた。身の回りの物

質からも、前時に行つた蒸留実験と同様の方法でエタノールが蒸留

できることを確かめた。
②関わり合う場の工夫

「ジグソー学習」では、協同する学習集団を意図的に作り出し、

同じ目標を達成するために、さまざまな場面で他者と関わり含う必要性がでてくる。ここでは、通常の

授業を行つている学習班で課題を分担し、同じ課題をもつ生徒どうしで構成する実験班で追究し、表

現し合う場として学習班にもどり実験結果と考察を報告した。

③自分の考えを伝えたり、まとめたりする表現力を育てるための指導

「ジグソー学習」では、「自分の考えや情報を言葉で表現する」「他者の発言に注意を向け、他者の

考えや情報を受け取るJなど、正確にコミュニケートする必然性が生じる。そのため、実験班では、レ

ポートを中心に自分が行つた実験の結果を、発表することを前提にわかりやすくまとめる指導が必要

となる。また、学習班では、各班から受けた報告を正確に記録し考察を深めることが大切となつてくる

ため、表現力・思考力の育成に向けた指導の充実を図つた。

(3)生徒の表れ

実験班での追究活動では、すべての生徒が目的意識をもつて取り組むことができた。これは、身の回

りの物質を実験材料としていること、課題を自己選択したこと、実験終了後に学習班で班員に報告しな

ければならないことなど様々な要因が考えられる。実験結果をまとめたレポートに:ま、学習班の班員に

わかりやすく結果を伝えるため、実験結果を一覧表にまとめるなど、二夫したまとめ方をする生徒も見ら

れた.また、班員から報告を受けた内容を、レポートに書き留めながら真剣に聞き合う姿も見られた。

このように、コミュニケーションする授業から協同して学習課題を解決していつた。「ジグソー学習」は、

班員一人ひとり、課題を解決する場面で、独自の貢献が求められ、個の責任を明確にした協同学習で

ある。生徒の感想からも「責任感が高まる」「少人数で発表しやすいJ「他者の考え方が分かつて楽しいJ

などの感想が闘かれた。

2 成果と課題
(1)成果
0身近な教材を扱つたことから、学習課題とは311に 、生徒自身が赤ワインやみりんを料理に使つた場

合、アルコールを目にすることになるかという疑間を持つた。この疑間に対し、実験を通して説明する

など、生徒の追究意欲を高めた。
°
0ジグソー学習という授業形態の工夫により、実験班での責任ある取り組み、学習班での相手にわかり

やすく伝えようとする姿が自然に見られた。

O学習班での報告の場面で|ま、自分しか知らないことだからこそ、相手に分かりやすく伝える必要性が

生じる。また、共通の学習課題を解決していくため、聞く側も真剣に受け止めようとする姿勢が生まれ

る。このような相乗効果から、表現し合う活動が有効に機能し、表現力を高めることにつながつた。

(2)課題
●レポートには「アルコールがとぶ」「スースーする」など生活言語が使われている。こうした言葉を理科

の言葉に置き換えていく必要がある。そのためにも、ノート指導を効果的に行い、理科の言葉の定着

に努める必要がある。
●今回の授業では、3つの実験結果から考察をまとめる必要がある。しかし、レポートに1ま 自分が行つ

た実験だけから考察をしている生徒が見られた。比較して考察するなど、その場に応じてふさわしい

まとめ方を全体の中で指導していきたい。

●充実したジグソー学習を実践していくために|よ、ジグソー学習を行うための必然性ある学習問題や発

間、教材研究が必要不可欠である。このような研修を積み重ね、より質の高いジグソー学習の実践を

もとに、言語活動の充実を図つていきたい。
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ジグソT学習
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理科 授 業案

日  時   平成 20年 12月 3日 (水 )

学  級   1年 6組 (第 2理 科室 )

静岡市立清水飯 田中学校

授 業 者   兼 田  博 光

第 2校 時 (9:45～ 10135)

単   元  物質のすがた  「混 ぎつた液体 を分 けよ う」

単 元 目標 (「 静岡県評価基準 モデル」 よ り)

・ 身の回 りの物 質の性 質や水溶液 に関す る事物 口現象に関 Jbを もち、意欲 的に観察 、

実験 を行 つた りそれ らの事象 を日常生活 と関連付 けて考察 した りしよ うとす る。

(自 然事象への関 ib口 意欲・ 態度 )

・ 身の回 りの物 質の性質や水溶液 に関す る事物 麟現象に問題 を見 いだ し、解決方法 を

考 えるな ど して観 察 、実験 を行 つた り、事象の生 じる要 因や しくみ を科学的に考察

した りして問題 を解決す る。
(科 学的 な思考 )

・ 身の回 りの物質の性 質や水溶液 に関す る事物・ 現象について観察、実験 を行 い、観

察 口実験の基本操作や記録の仕方 を習得す る とともに、観察 諄実験報告書 の作成や

発表 を行 う。
(観 察 口実験の技能 E表 現 )

・ 身の回 りの物質の性 質や水溶液 に関す る事物・ 現象について理解 し、知識 を身に付

けている。
(自 然事象 についての知識・ 理解 )

5 教科指導 力向上研修 テー マ と手 だて との関わ りについて
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(3)指 導計画
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実験 の技能・ 表現 )

時数 学習項 目 生徒 の追求す る課題 備  考

オ リエンテーシ ヨン 自己評価①

6 物質の性 質 自己評価②

１

　

・
　

２

状態変化

３

　

日

　

４

状態変化 と温度
1状 態 変 化 と温 度 の関係

温 度 変 化の特徴 をグ ラ

の
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る
点

化
酸
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○
◎
　
※

５

　

・
　

６

　

・
　

７

蒸 留
ノ ー

ジグソー学習

自己評1面 ③

4 水溶液

4 酸性・ アル カ リ性 自己評価④

6 気体の性 質 自己副可面⑤

単 元 末 テ ス ト
自己評1画 ⑥
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X形態の「小集団||ま学習班」、「小集団0は実験班」(3)授 業過程 [本 時 7/71

分類 学 習活 動 形 態 ◎評価  *支 援  ・ 留意 点

過
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l

○各班で自分が調べる物質を決めよう

○水 とエタノー ルの混合液 か らエタノールが

分離 で きたの は どう してか な。
・ エタノールの方が先に沸騰す る。

・ エ タノー ルの方が気体 にな りやす い。

・ 水 とエ タノー ルで沸 点が違 う。

0身 の回 りには、 どん な物 にエタノー ル を含

んで いるのかな。
・ ワイ ン  ・焼酎   ・ ウイスキー

・み りん  ・ 日本酒  ・ 脱臭剤

○身の回 りにある物質 を蒸留 してみ よ う

く前時〉

ン ロみ りん・料
ノールが取 り出

イ

タ
ワ

エ

赤

も

＜

て

質

し

。

物

留

か

の
蒸

う

り

を

ろ

回

＞

だ

の
酒
る

身
理
せ

1ヽ集団0

一 斉

|

一 斉

|一
斉

学習の進め方 (ジ グソー

学習)に ついて説明す る。

前 時に課 題 と して生徒 に

投 |ず か けをす る。

(「 これってみんな0家にもない??J)

実験す る物質の紹介

①赤ワイン
②みりん
③料理酒 (日 本酒)

前 時で行 つた 「水 とエタ

ノールの混合液の蒸 留」

を確認 す る。

追
求
す
る
過
程

ぶ   ト ン・み りん・料理酒 を蒸留 してみ よ Jヽ集書② す

　

ヽ
に
確

　
て
と
留

せ

当
　
は
手

て
　
し
の
残
さ

該

。
ル

ヽ
け
　
留
そ
に
録

れ
る

一
り

つ
　
蒸
と
管

記

ぞ
す

コ
だ
を
　
に
質
験
を

れ
付

ル
い
火
　
卜
物
試
質

そ
配

ア
か

ヽ
　

一
た

ヽ
物

に
を
た
を
り

。
ポ

じ
度
る

班
質
し
い
た
る

レ
出
温

い

験
物
留
お
け
す
究
り

の
て

ｏ

実
る
蒸

に

つ
認
研
取
き

じ
る
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0それぞれの実験結果を学習班で発表しよう

追

0それぞれの実験結果 を実験班でま

表できるように しよう。

め 、 発 小集団②

ば
鋤
る。　
誠
ル
赫
樹
　
難
ケ．榊
鋤
掲
雌

“雄
け
　
紅
肺
雌
臨
　
討
向
獅
。残丑
載

鋤
蒟
請
　
討
難
競
耗
　
戯
‐ま、い褐
匡習ヘ

残ヽ
編
椰
　
電
せヽ甲
紳
　
硼
匡
力ヽれ
断
区畔

動
は
肌
　
醐
経
一全暉　。鋤
“
帥
耗
難
製
く。

爛

口
方

　

３学
意
バ
う
る

緩
班
ジ
表
を
探

い

程

過

す

る

求

発
展
す
る
過
程

03つ の実験結果 をま とめ よ う。 一 斉 ノ
点
け
し
認

　

ヽ
に

夕
沸
溶
と
確
　
ん
由

工

ヽ
に
物

に
　
り
理

＜
き

こ
留
単
　
み
る

。

質

で
そ
残
簡
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れ
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ン
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い
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質
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イ
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ふ

低
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点

ル
高

い
残
る
理
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沸

一
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て
て
す
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識 しなが ら学生徒   明治図書
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指導   ブ レー ン出版
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中東大学
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南校舎三階高学年チャレンジルーム



学 び 合 い を 通 し て 読 解 力 を 育 て る

～ 研究的実践を通して共に育つ ～

大山市立城東小学校

はじめに

大山の教育は,人格の形成と学力の保障をめざし,「 自ら学ぶ力」をその重要な柱と位置づけ

ています。児童が「自ら学ぶ力」を育むためには、子どもの実態や地域の実情に応じた「学び

の学校」を実現することが求められます。そのためには、教師が工夫を重ね子どもの学びを高

め続けようとする文化を学校に根付かせていくことが欠かせません。一人一人の教師は,子 ど

も同± 0子 どもと教師の信頼に支えられた人間関係を基盤として,教科の目標達成だけでなく,

その過程で起こる人間関係についても学びの対象としながら,子 どもたちが幅広い学力と幅広

い人間性を形成できる力量を教師同士の同僚性を通して身に付けていくことが求められます。

城東小学校では、研究的実践を通して、新たな視点や手法を教師同士が交流しながら共に育つ

ことを目指しています。

【城 東 小 学 校 の 学 び 】

Iめ ざす子ども像】

自ら学ぶ力を身につけた子ども

○学び合い、高め合うかかわり

○認め合い,励まし合う集団

○学び続ける子ども

○指導改善に努める教師 ○学びを支える制度

○一人一授業公開

○外部講師を招いて

研修

○大山市授業研究会

○大山市授業改善交流会

【めざす教師像】

同僚性を発揮しながら

力量向上に努める教師

○市副教本の

活用 (国語・

算数・理科 )

○学校裁量による

学級編制

○市常勤講師・非常勤

講師の活用

○カ リキュラム編成

の発想の転換

【めざす学校像】

豊かな学びの文化が

根付いた学校

城東小学校がめざす

学びの学校づくり

○魅力あふれる授業

-1-



1 研究のねらいと仮説

読解力は、低学年のうちから意識して育てなければ身に付かない力である。本校では、発

達段階に応じて身に付けさせたい読解力を共通理解し全校あげて取り組んでいる (資料 1)。

本研究においても、高学年における読解力を身に付け、自分の意見を堂々と発表できる子ど

もを育てるねらいをもつて本主題を設定した。

【資料1 城東小学校で育む段階的な読解力】

力る取み読

ノヘ
EEI 力

い
つえゝ伝

聞 き 取 る 力 力す
舌一言

胃

低

学

年

場面の様子について、登場人物の行

動を中心にell造 を広げながら読む。

時間的な順序や事柄の順序などを考

えながら、内容の大体を読む。

大事なことを落 とさない

よ うに しなが ら、興味をも

つて聞 く。

文章の内容 と自分の

経験 とを結び付けて、

自分の思いや考えを発

表 しあう。

中
　
　
学
　
　
年

場面の移 り変わ りに注意 しながら、

登場人物の性格や気持ちなどの変化、

情景などについて、叙述を基に想像 し

て読む。

目的に応 じて、中心 となる語や文を

とらえて段落相互の関係や事実と意見

の関係を考え、文章を読む。

話の中心に気を付けて聞

き、質問 した り感想を述ベ

た りする。

文章を読んで考えた

ことを発表 し合い、一

人一人の感 じ方につい

て違いのあることに気

付 く。

一局
　
　
学
　
　
年

登場人物の相互関係や心情、場面に

ついての描写をとらえ、優れた叙述に

ついて自分の考えをまとめる。

目的に応 じて、文章の内容を的確に

押 さえて要旨をとらえた り、事実 と感

想、意見などとの感想を押 さえ、自分

の考えを明確にしながら読んだ りする。

話 し手の意図をとらえな

が ら聞き、 自分の意見 と比

べ るなどして考えをま とめ

る。

本や文章を読んで考

えたことを発表 し合い、

自分の考えを広げた り

深めたりする。

※本校の読解力のとらえ : 資料から必要な情報を読み取つたり、友達と交流して学んだりしたことを自分

なりに咀唱 し練 り上げて相手に伝える力

〈研究仮説〉【6年国語ヒロシマのうた】

i 単元全体の見通 しや、 1時間の活動の流れを理解 して学習を進めれば、子どもは主体

的に学習に取 り組み、効果的・効率的な学習を実現できるであろう。

‖ 個人の考えをしつかりともたせたうえで、それぞれが交流する場を工夫して設定すれ

ば、子どもの伝え合う力は伸びるであろう。

lli 交流したことをもとに、個人の考えを再構築する場を設定すれば、子どもの読み取る

力や発表意欲は高まるであろう。

-2‐



■■■■二■■■■日■■■■■■
|

■          |

「

IT・ T・ 一

家庭学習で,個人の読み取りを行い,授業にお

ける個人で考えをもつきつかけにする。 (五 )

・―ローヨーロー・―¬

個人で考メ

ことを,生 i

で交流 して選

める。 (五 )

こた

唇ゴ平

生活現

めたこル

王でまと

1を他の

′に説明

五)

ヒと

生活 pJIゃ他のグループ と交流 したことを基に

自分の考えを再構築する。 (且 )

再構築 した個人の考えを全体の場で発表 し、交

流する。 (Ё )

Li 振り返リカードにより,自 分の学びの軌跡を残

すとともに,達成感や満足感をもたせ次時への意

欲をもつ。(i～澁)

―
・

―

口 』

2 読解力を高めるために工夫した授業の流れ

【1時 間の指導

の流れを示す】

単元 全 体 の見

通 しを もたせ た

り,1時間の授業

の流れ をパ ター

ン化 した りす る

ことにより,児童

が 自 らすす んで

活 動 で きるよ う

にする。 (i)

¬

―
 :教師の手だて

I   I:子 どもの活動

i・ 五・盤 :仮説 との対応

口
3‐



3 単元指導計画

第1次  (① )

|1初発の感想 を出 し合い,場面分けをしなが ら, 物語の大筋をつかむ。単

|1元全体の学習の見通しをもつ。

第 2次 (②～④ )

わ た しが赤 ん坊

を救 う様 子 とそ

の心情 を読 み取

る。

第 4次 (③～⑩)

わた しと 15歳
になった ヒロ子

の心情を読み取

る。

第 3次 (⑤～⑦ )

親子の生活の経

緯と,再会したと

きのわた しと母

親の様子や心情

を読み取る。

第 5次  (① )

全文の中か ら最 も心に残つた叙述を交流す る活
‐~mを

通 して,作品の主題に追 る。

《関連》 戦争や人間の生き方が主題の物語を読んで紹介文を書く。

【資料 3】 単元指導計画 (11時間完了)※ 0数字は指導時数を表す。

4 パターン化 した 1時間の授業の流れ

学習形態 :回―個別 匿}グ ループ ロ ーー斉 回
―おでかけ交流 目

―全体交流

離

分
学 習 活 動 教 師 の 活 動 と 支 援 評価 (評価方法 )

つ

か

む

3

1 本時のめあて と学

習の流れを知る。
田

○ フラッシュカー ドを掲示 し,

本時のめあて と学級 としてのめ あ

てを示す。月

心に残つた叙述を、理由を添えて仲間に伝えよう

目

4-



2 グループで音読 し、

読み取つたことを交流

する。

3 読み取 つたことを発

表する。    圏

4 心に残つた叙述をま
とめる。   圃

5 心に残つた叙述を交

流する。     回

6 グループで交流 した

内容 を他のグループの

人に説明する。  回
7 心に残った叙述につ

いて全体の場で交流する。

7 本時を振 り返る。

○ グループで音読す るよ うに指示

し,終わつたグループか ら家庭学

習での読み取 りを交流す るよう促

す。

0 グループの代表者 に読み取った

ことを発表するよう促す。

0 発表 された文章を板書する。

O 心に残ったことをノー トにま と

めるよう指示する。

○ 考えがなかなか浮かばない児童

には、 どの文が登場人物の気持ち

がよく表れているか考えるよう助

言する。

○ 心に残つた叙述を決める時には
「なぜそ こに決めたのか」 とい う

理由を考えるように助言する。

○ 話 し合ったことを他の班の伸問

に自分の言葉で伝 えられているか

どうか見守る。

○ 仲間 との交流 を経て, どこがこ

の場面の重要な文章であるのか理

由を添えて発表するよう指示する。

0 児童が主体的に発言を繋げてい

けるよう配慮 し,で きるだけ見守

る。

○ 振 り返 リカー ドに 自分の考えを

記入するよう指示するc

O 数人に発表を促す c

○ ある程度の声

量で よどみな く

音読できてい る

か 。 (音読 )

○ 心に残 つた叙

述 を理 由を添 え

てま とめている

か。 (ノ ー ト)

○ 心に残 った叙

述 を理 由を添 え

て伝 え合 ってい

るか。

(交流の様子 )

○ 心に残 った叙

述 を理 由を添 え

て発表できてい

るか。 (発表 )

○ 振 り返 リカー

ドに 自分の考 え

を書けているか。

(振 り返 リカー ド)

囲

と

り

く

む

回 →回

4 授業改善の視点

○ 授業改善のねらいは、学習集団の全員の総体的な学力を高めることです。この全員を高め
ることを目指します。全員が高まる活動を仕込み、仕掛ければ子どもは本気で活動します。
本気で活動することを通して、子どもの学習意欲が高まるとともに豊かな同時学習も生まれ
ます。すなわち「授業の中で人間関係を作るJこ とができます。誰とでも一緒に仕事ができ
る関係を築く力は実社会に出たときに必要な力であり、民主的な人格形成を担っている学校
教育の責務です。このような力を小学校の低学年の段階から育んでいきます:

ま

と

め

る

暉5籠



○ 子どもたちが主体的に活動する授業を目指します。そのために、この時間で子どもが解決

すべき明確な課題の提示と解決するための手順・時間を示し、教師は支援に回り、子どもの

力で授業をどんどんと授業を進めていきます。この支援の内容は、普段からの仕込みであり、

授業を成立させるための仕掛けです。子どもは成功体験を積むことでやる気と自信をもつこ

とができます。しかし、時には、集中的に教え込むことが必要な場面もあります。子どもが

これまでに学習していない新たな知識を獲得するときなどは教師主導で行います。これを、

元手として、知識を広げたり深めたりするときに、学び合いの手法を取り入れます。また、

単元によつては、単元の終末段階で基礎・基本の定着が図れていない子どもやさらに発展的

な力を伸ばす子どものために、習熟度別の授業展開も取り入れます。

○  「参加」「協同」「成就」をキーワー ドにした授業を展開 します。

「参加」 話 し合いへの参加 を促すためには、何を発言すればよいのかが分かる仕掛け

をします。優等生だけが活躍する授業ではなく、誰が優等生で誰がそ うでない

かが分か らない授業を目指 します。

グル ープ学習は、協同学習の有効な学習方法の一つです。協同は方法 とい う

よりも基本的な理念 としてとらえます。皆が力を合わせて皆で高まろうとい う

意識をもちます。これが民主的な人格形成につなが り、社会人 として生きてい

く上での土台にな ります。 このことを念頭において 「学び合いJ「高め合い」

をします。単なる 「助け合い」「なれ合い」には しません。お互いに自分の責

任を果たす とい う信頼に支えられた人間関係づ くりを通 して学習意欲を高めま

す。

今 日の授業で自分はどれだけ進歩 したか、あるいは、一単元終わつたところ

でこんなことができるようになったとい う確かな手応えを感 じた とき、子 ども

は満足感や 自己肯定感をもちます。そのような振 り返 りができる授業を工夫 し

ます。

「協同J

「成就」

○ 子どもが子どもに向かつて話す授業を目指します。子どもが教師に向かつて話すうちは、

教えてもらう、評価してもらうという受け身の姿勢から抜け出せません。子どもが本気にな

ったら、必ず伸びます。自分が変わるために授業を受けるのです。自分が伸びるために授業

を受けるのです。「学ぶことは変わること」なのです。教師の発想を転換します。

5 学び合う関わ りを創る

一人一人の子どもを分断して孤立した学び (競争原理による学力向上)を展開することは、

城東小学校の学びにはなじみません。学校は集団で学び合う場です。子ども同士が学び合いな

がら関わりあつていく場です。そのことで社会性も身に付くのです。日々の授業づくりや学級

づくりの中で、子ども同士の関わり合いを意識して、学び方の習得を地道に、そして丹念に追

究していきます。共に学び合う状況を創 り出すためには、次のような条件を念頭に置いて取り

組みます。

○ 一人一人の子 どもが教材に主体的に関わ り自分の考えを明確にする。

‐6‐



○

○

○

○

○

(個人思考の時間を確保 )

子 どもが話 し合 う必然性を感 じる。

(一人で考えれば分かるような課題ではなく、互いの知恵を合わす ことで解決

できる課題を提示 )

子 どもが集団で課題解決するための追究の仕方を理解する。

(明確な課題の提示 と解決の
‐
ための手I瞑 を明示 )

一人一人の子 どもが、自分の考えに根拠をもつ。

(話 し合 うルールを確立 )

子 ども同士が意見を活発に交流するための手だての内容を理解する。

(協同の手法を取 り入れた活動 )

子 どもが自分の活動を評価する明確な目標を意識する。

(子 どもに分かる明確な到達 目標を提示 )

-7-



第3鬱饉豊鐵臨爾攀冒曙究太翁購I縛

平成 21年  10月 31日
大山市立城東小学校 松本

‐
哲広

1 本単元への思い
国語の授業、とりわけ物語教材で子どもたちに何を学ばせたらいいのか。私は日々悩み

を抱え、試行錯誤 しながら授業に取 り組んでいた。こうした物語教材に対する悩みが今回
の授業実践の出発点となった。

本校では、さまざまな教科の授業で学び合いの場を設け、グループで話 し合ったり、伸
間の多様な考え方に触れたりしながら、学習を進めてきた。そのため、児童は交流するこ
とに抵抗はなく、活発に意見を出し合うことができる。 しかし、自分の意見を話すこと|よ

できるものの、考え方を自分の言葉で説明したり、グループで話 し合ったことを他の仲間
に説明したりするなど言葉で伝え合うことがうまくできない児童は多い。そのため、話 tノ

合って意見を練 り上げたり、仲間吟意見を受けて考えを深めたりすることが十分できずに
いた。          '

そこで、伝え合う活動を柱として物語の読み取 りを行い、児童が多様な考え方に触れな
がら読み取 りを深めていけるようにしたいと考え、授業実践に取 り組スノだ。

2 実践のねらい

①  単元全体の見通 しや、 1時 FHIの活動の流れを理解 して、学習を進めれば、子どもは
自主的に学習に取 り組み、効果的、効率的な学習を実現できるで1を)ろ う。

②
・

個∽考えをしっかりもたせたうえで、それぞれが交流する場を工美して設定すれ,ば、
子どもの伝え合う力は伸びるであろう。

③ 交流 したことを基に、個の考えを再構築することができれば、読み取る力は高まり、
発表意欲も高まるであろう。

。 上の 3つ を主なねらいとして実践を行った
3 実践方法
今回の実践では、強 く心に残った叙述について個人で考えをまとめたり、仲間と話 し合

つたりする活動を中心に授業を展開する。この強く心に残った叙述を「おすすめ」と呼ぶ
ことにした。児童には、おすすめとは何であるのかという定義を示 した。おすすめとは、
該当場面で最も大切だと考える部分や、登場人物の心情がよ〈現れている表現である。す
なわち、その場面の中心となる、核心部分である。個人での活動や仲間との話 し合いの中
で、こうした核心部分に迫る読み取 りが出てこれば、学習活動が充実 していることに繋が
るのではないかと考えた。実践の詳 しい方法は以下に示す。
4 実践
(1)単元計画 (11時間完了)

○囲みの数字は指導時数



第 1次  (① )

初発の感想を出し合い.場面分けをしながら,物

語の大筋をつかむ。

単元全体の学習の見通しをもつ。

第 2次  (③ )

わた しが赤ん坊

を救う様子とそ

の心情を読み取

る。

第 3次  (③ )

親子の生活の経

緯と,再会したと

きのわた しと母

親の様子や心情

を読み取る。

第 4次  (③ )

わた しと 15歳
になったヒロ子

の心情を読み取

る。

第 5次  (① )

全文の中から最も心に残ったことを交流する活

動を通 して,作品の主題を読み取る。

戦争や人間の生き方がテーマになっている本や

物語を読んで紹介文を書く。

(2)実践例 (③場面)

目  標
,九場面を読み、心に残ったことを仲間に伝えることができる。

学 習 形 態 :国 一
個 別

園

― グ ル ー プ

園

一 一
斉

□

一 お で か け 交 灘i 麗|― 全体交流
躙

分
学 習 活 動 教 師 の 活 動 と 支 援 評価

つ
か

む

３

1 本酢

習の汐

むのめあてと学
籠れを知る。

目

○ 本時翁めあてと学級とし
い
て1の

めあてを、フラッシュカー ドで
示す。

心に残った叙述を、理由を添万更爾奪覇百戻
えよう



と

り

く

む

2 グループで音読を
し、読み取 ったこと
を交流する。  □

3 読み取 ったことを

発表する。  固

4 心に残っ

まとめる。

5 心に残 った叙述 を

交流する。  □

6 グループで交流 し
たことを他のグルー

プの子に説明する。

国

7 心に残った叙述に
ついて全体の場で交
流する。   圏

○ グループで音読するように指
示 し、終わったグループから家
庭学習での読み取りを交流する
よう促す。

○ グループの代表者に読み取っ
たことを発表するよう促す。

○ 発表された文章を板書する。
① 心に残った叙述をノー トにま

とめるよう指示する。
○ 考えがなかなか浮かばない児

童に|よ どの文が登場人物の気持
ちがよくあらわれているか考え
るよう助言する。

○ 心に残った叙述を決める時に
|ま 「なぜそこに決めたのかJと
いう理由を考えるように助言す
る。

O 話 し合ったことを他の班の伸
間に自分の言葉で伝えられてい
るかどうか見守る。

○ ある程度 (D

声量でよどみ

なく音読でき
ているか。

○ 心に残 った

叙述を理由を

添えてまとめ

ているか。

○ 心に残 った

ことを理由を

添えて伝え合
っているか。

○ 心に残った

叙述を理由を
添えて発表で

きているか。

○ 振 り返リカ
ー ドに自分の

考えを書けて
いるか。

た叙述を

国

ま

と

め

る

○ 仲間との交流を経て、どこが
この場面鈴重要な文章であるの
か理由を添えて発表するよう指
示する。

○ 児童が主体的に発言を繋げて
いけるよう配慮 し、できるだけ
見守る。

8 本時を振 り返る。 ○ 振り返リカードに自分の考え
圃→圏 を記入するよう指示する。

○ 数人に発表を促す。

(4)評 価
・ 心に残 ったことを理由も考えてまとめることができたか。
・ 自分が考えた ことを仲間に伝えることができたか。 また、他の班の/1e間 に匿]分

の班で考えたことを説明することができたか。
(3)成果 と課題

○ 単元後半の 9場面の読み取 りであったので、授業の形式にも慣れ、児童が 自ら進んで
取 り組む姿が見 られた。

O 個人でもしっかり考えをもてていたし、その後、グループでおすすめを考える時や健l

のグループの子に伝え合う場面でも考えたことを仲間に伝え合う姿が見られた。
① 仲間との交流なleて 、学級全体で意見交流をする場面では、多くの挙手が見られ、考

えたこと、話し合ったことを伝えたいという児童の意欲的な姿が見られた。また、そう
した交流の中で発言を繋げていくことiに より、場面の重要な部分についπI話 し合いが深
まり、学級全体で読み取 りを深められた。

○ 意見を伝え合う時に、相手の顔を見て伝え合いができるといいと感 じた。
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平成 21年度 第 2号
平成 21年 9月 16日

犬 山市授 業研究会

犬山市小中学校長会

平成盆 1年度 第 1国

会 聞 援 業 研 究 会

犬山の教育 1ま レベルが高い !!

7月 29日 (水 )、 大山福′社会館で本年度

第 1回公開授業研究会を開催 しました。総勢

86名 という多 くの方 々の参加を得 ることが

できま した (小学校関係 51名 、中学校関係

13名 、市外 20名 )。 今回は市外から20名 の

参加があ りま した。遠 く久留米市や鳥取市か
「 ビデオ公開押[業 の様子 増」

らも、 この研究会のためにはるばると来犬 され,ま した。また、

ゼ ミ生 も東京から駆 :す つけるなど、大山の「学び合いの教育J

ることを改めて実感 しま した。

当日は下記のような日程で行いました。 この公開授業研究会 も、今回で通算 6回 目に

l 開  会 (13:00～ )

○ あいさつ

中京大学教授  杉江 修治 先生

2 ビデオ授業公開 (13:10～ )

○ 小学校 6年国語科の授業

大山市立城東小学校教諭

松本 哲廣 先生

○ 中学校 1年音楽科の授業

大山市立大山中学校教諭

河原 佳子 先生

3 研究協議 I(15:00～ )

○ 前班による研究協議

4 研究協議Ⅱ (15:50～ )

○ 後班による研究協議

5 指導・助言 (16:40～ )

中京大学教授  杉江 修治 先生

6 開 '会 (17:30)

大学の先生やそ CD先釜1の

が全国 !的 に注 目さオtて:い

な ります。 こ.れ までにビデオ公開授業

として、小学校 C)部 で「国語J「道徳」

「体育」、中学校の部で「理科墓「英語」

「社会」「数学J鈴 優れ た実践 を紹介

してきま した。紹介 した分だけ犬彙』の

学び合いの授業が広 ま
´
リレベルアップ

につながったと確信 しています。

また、毎回、参加者か ら好評なこ》が

研究協議の Iと Ⅱです。小 グループで

日頃の実践 を交流す ることで、それぞ

れの先生が明 日から(D授 業 に意欲 なか

き立てている)よ うです。そ して、 ビデ

オ授業についての講評 を中心 に「メt山

の授業づ くり」 6〕 指針 を示 していただ

いているのは、中東大学の杉江先盛lで

す。先生は、本年度か ら市鋤指導主幹

ではありませんが、先生の熱意通甘え、

それ こそ手弁当で指導 に来ていただい

てお ります。

通

1-



１

◎

【ビデオ公開授叢】

ノ∫ヽ学校 鐵年国語科の授業 大山市立城東小学校教諭  松本 哲廣 発生

城東小学校では、さまざまな教科で「学び合い」を意識 した交流の場を設け、グルー

プで話 し合ったり、仲間の多様な考え方に触れたりしなが ら、学習を進めてきています。

そのため、松本先生のクラスの児童 もグループ交流することに抵拶1は なく、活発に意見

を出 し合 うことができている状況で した。 しか し、 自分の意見を話す ことはできるもの

の、意見の根拠など自分の考えを自分の言葉で説明 した り、グループで話 し合 ったこ.と

を他の伸間に説明 した りするなど、言葉で伝え合うことがうまくできない児童が少なか

らずいるととらえていました。

その現状を改善するために、国語の物語教材「ヒロシマのうた」の指導を通 して、 自

分の考えを練 り上げた り、仲間の意見を受けて考えを深めたりすることができるように、

伝え合う活動を柱 とした実践に取 り組みました。

実践命仮説

単元全体の見通 じや、 1時間の活動働流れを理解 して、学習を進めれば、子 どlも

は自主的に学習に取 り組み、効果的、効率的な学習を実現できるであろう。

個の考えを しっか りもたせたうえで、それぞれが交流する場を工夫 して設定すれ

ば、子どもの伝え合う力は伸びるであろう。

③  交流 したことを基に、個の考えを再構築することができれば、読み取る力は高ま
り、発表意欲も高まるであろう。

2 実践の方法

今回の実践では、強く心に残った叙述について個人で考えをま (と めたり、仲間と話し
合ったりする活動を中心に授業を展開しました。この強く心に残った叙述を「おすすめ」
と呼び、児童には「おすすめ」とは何であるのかという定義を示しました。おすすめと
は、該当場面で最も大切だと考える部分や、登場人物の心情が最もよく現れている表現
のことを指します。すなわち、その場面の中心となる、核心部分です。個人での活動や
仲間との話し合いの中で、こうした核心部分に追る読み取りができれば、児童の学習活
動に対する意欲が高まり、満足感も自己有用感も味わえるのではな|い かと考えまたノたo

l時間の指導の流れをパターン化して取り組みました。
① 家庭学習で・lu人の読み取りを行いレディネスをつくる。

② 個人で考えたことを生活班で交流する。

③ 生活班でまとめたことを他のグループと交流する。

④ 2つのグループで交流した内容をもとに自分の考えを深める。
⑤ 学級全体でそれぞれの考えを交流する。

③ 振り返リカー ドに自分の考えをまとめる。
1時間の授業の中で上記¢6つ の段階で個人の考えを練り上、げて

'い
くことで読解力が

高まっていくことを期待しました。これを図で表すと次のようになります。

②
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「

:~・
~・ ~

家庭学習で,個人の読み取りを行い,授業にお

ける個人で考えをもつきっかけにする。 (② )

il-M'IIiEIEA

I

f固人で考えた

ことを生活班で

百111勇
と
__~~~   F〔翼

説明

生活班でまと

めたことを他の

生活班や他のグJIF― プと交流 したことをもと

に自分の考えを再構築す磐。(③ )

交流れたことを基にして,個の考えを再構築し

たうえで,全体の場で意見交流を行う。(③ )

・Ｌ 振り返 リカー ドにより,自 分の学び翁足跡を残

すとともに,達成感ゃ満足感をもたせ次時への意

欲をもう。

r-
trrr.

【授業改善を繰り返す甕

毎時間授業後に成果と課題を検証する。それを

基に,授業改善を行う。

読解力を高鋳るた蛉命指轟の流れ

鰹亜墓嘉は教師の手だてを表す。

江……轟 は子どもの活動を表す。

○番号は前述 した指導の取 り組みを表す。

…口
踊

r E E ilErsE f ErIE r E nfl r lr N #

【1時間釣指導

の流れを示すコ

単元全体 の見

通 しを もたせ

たり,1時間の

授業 の流 れ を

パ ター ン化 し

た りす る こと

により,児童が

自らすす んで

活動 で きるよ

うにする。(① )

:

腱
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3 成果と課題

○ 単元の当初は、やや戸惑いがみられたものの、パターン化した授業の形式に慣れる
につれて、児童が自ら進んで取り組む姿が見られるようになった。

○ 個人でしっかりと考えをもつことができていた。また、グループでおすすめを考え
る時や他のグループの友達に伝え合う場面でも、自分の考えたこlと を仲間に伝えよう
と。相手勢考えをしっかり聴こうとする姿が見られた。

○ 仲間との交流を経て、学級全体で意見交流をする場面では、多くの児童カミ白主的に
挙手をし、考えたこと、話し合ったことを伝えたいという意欲的な姿を見ることがで
きた。また、そうした交流の中で発言を繋げていくことにより、場面の重要な部分に
ついて話し合いが深まり、学級全体で読み取りを深めるこなができた。

○ 自分鈴考えを伝え合う時に、相手仰顔をしっかりと見て伝え合いができるまで :こ1は

至っていない。

中学崚 1年音楽科の授業 犬山市立犬典申学校教諭  河』覇電 性子 先韮

大山中学校の音楽科の目標

豊かな感性を育み、音楽のよさ
…

1共 にEllり 上げよう l

・美 しさを感得できる音楽科の学び

音楽峨楽 しさ、すばらしさ ―

音楽科で育てたい子 ども像

『共に倉jり 上げる喜び』を求めて活動 し、その喜びを感 じ取 ることができる生擬l

授業づ くりで大切にしていること

ふ りかえ リカー ドの活用

前時のふ りかえりか ら、学習課題を自ら

見つける。

友達のよいところゃがんばる姿を認め合

う。

子 どもの活動・発言をつなげる。

学習 目標の定着化・意識化

自分の思いや考えを伝える力を伸ばす。

なぜ ?ど うして ?と もう一歩思考を深め

られるような支援。

4 ひとりひとりに「感動ある学びJを与えるポイント
【感動の場面磯

○ 練習におキする問題点を伝え合い、自分の歌唱活動に生かしていく過程。
○ 練習によって、自らのit_歩や合唱の響きを確認できた瞬問。
【ポイントとなる手だて】

「ビデオ公開援難吟様干2J

攣4暉



○ ふ りかえリカー ドの前時の反省から、互いの考えを伝え合えるようにする。
○ 練習課題をパー トで相談 し、その課題に向かって取 り組めるようにする。

5 本時の授業の流れ

① ふ りかえ リカー ドからの導入
。音楽構成要素を用いてのふ りかえり→ 自然に認め合い、拍手をする姿
・歌詞の内容を捉えて、表現の工夫を考えた内容の紹介
0練習時間の使い方→実動時間を長 く
0友達の活躍を認め合う→ 自分も次はがんばろうとする意欲

② 自分たちの今の歌唱
｀
状況から、課題を探す

③ 学習 目標の提示『 アカペラで歌おう』
・練習方法の指示

④ 学習課題をパー トで決定する
。音程を確実に しよう
。強弱を付けて歌おう
。リズムや音の長 さを正 しく歌おう
。「ルルル・・・J「 ラララ・・・」の部分の音程を正 しく歌おう

③ パー トの練習開始
。指揮 を しなが ら歌 う練習→拍子のとり方の間違いを直 しなが ら、互いに拍

子を意識する
0男子同± 2パー トで協同練習を進める→ 2パー トC)リ ーダーの相談
・速度変化を指揮十手拍子で示 しながら練習
・女子同± 2パ ー トで協同練習を始める→互いの音につ られないように距離

をとる工夫
。男女 2パー トで協同練習を進める→互い勢パー トC)掛け合いに気づ く
0教師はアル トの音程の難所を支援
・歌 った後のパー トでの相談の時
eCDの 音を聴 くことで確かめる

・アカペラでの練習開始

⑥  アカペラで合わせてみる

・固まって歌いたい

・心配なとことの打合せ

・手拍子で拍子を明確にする支援をする

① ふ りかえ りをす る
。パー トでできなかったことの相談→次の時間の課題みつけへ   ゜

・分か りにくかったおとの確認
・パー ト毎に反省の交流

③ ふ りかえリカー ドの記入 (生徒のカー ドより)

・生まれて初めて指揮を したけれど意外 と楽 しかった。
・音程がほとんど分かったが、他のパー トを聞きながら歌 うことはできない。

-5o



。「lJh―Jの ところの音程が、合わせると不安になる。
・強弱を工夫して自分たちらしく歌えるようになりたい。
。マイソングを見ないと、まだ微妙なところで間違える。
・○○さんがパートをよくリードしてくれた。
・○○さんが、大きな目をしっかり開けて声を出してがんばちていた。

【研究協議 Iと ‖】

ビデオ授業をみる前に、あらかじめ参加した皆さんに研究協議の観点を下記の cよ うに

提示しておきました。加えて、研究協議 Iで話し合った内容を研究協議Ⅱのところで報

告することも伝えておきました。

【研究協議 l】

。 子どもたちの意欲を高め

る仕掛け |よ どの ようになされていたか。

・ 協同の場面がどのように設定 されたいた か。

(協 同 三集団が共に育つことを涯ヨ標 とした集団場面 )

・ 教師はどのような役割を果た しπIい たか。

【研究協簸 ||】

・ 研究協議 Iで話 し合い 0共通理解 した内容を報告 し合う。

・ 各グループから報告 された内容をもとに、さらに講 し合いを深める。

研究協議のグル丁プ |ま あ らか じめ作成 し

ておき、研究協議 I¢ グループで座わ るよ

うに座席 も指定 しま した。 ビデオ授業 によ

る提案が終わ った ら机の向きを変えるだけ

で、す ぐに研究協議 に入れ るようにす るた

めです。そのために各 グループの司会 もあ

らか じめ指名 しておきま した。 グループづ

くりで配慮 したことは、同 じ学校同士でグ

ループをつ くらない、できるだけ異校種 に

なるようにすることで した。研究協議では、

ビデオ授業で自分が学んだことを踏まえつつ、

日頃の自分の実践を紹介 し合いながら活発に
「 少人数 :こ よる研究協議の場'面

:lJ

意見の交流が進められたことが、事後の感想からも伺 うことができます。

研究協議 Ⅱのグループも、あらか じめ指定 しておきました。司会 も同様です.研究協

議 Iで話 し合 ったことを研究協議 Iと は違 った参加者に伝えることをあらか じめ伝えて

"6疇



おきま したので、こちらの話 し合いもスムーズに進みました。今回は、話 し合う時間を

50分に増や しましたが、それでも話 し足 りない感 じが しま Lノ たo研究協議の 正もШも

内容の濃い話 し合いができたようです。

【杉江先生の、芋旨導・助言の概略]

○ この二つの実践は、とてもいい実践
であったというのが印象です。犬山の

教育改革のスタンスは、主体的・民主

的な子 どもを育てることだと思います。

すなわち社会に出て力になる子 どもを

育てることが教育の役 目だと思います。

その意味で今 日の授業は、それ に沿 う

ものであったと思います。 「杉江先生による指導・助言賦」

○ 話 し合いに意義があるのではなく、協力することに意義があ ります。学んだこと1を

相・手に しっか りと伝える、相手がうなづいてくれる、分からないこと1を 教えて くれる、

このような関係の中でやる気がおきます。今 日の授業では、 これが しっか りとあ りま

した。

○ 教師の出場を減 らす工夫が必要です。準備をしっか りと行い子どもはその鑑いで ヒ/っ

か りと活動す る。いうなれば大 きな手のひらの上で子どもたちを学ばせるこなが大切

です。 これまでは、小さな手のひらの上で学ばせていまし大1。 ステップ 1が終わると

次の小 さな手のひらであるステップ 2と いった具合です。 こ翁ようなことをしている

から、手のひ らからボロボロと子どもがこばれ落ちてい <Cル です。教師が大 きなフィ

ール ドを用意 して、その中で子 どもが活動すると、個に応 じた学習もできて ′ヽヽく時で

す。今 日の授業は大 きな手のひらが用意されたいました。

O 松本先生の授業は、単なる交流・意見の言い合いではあ りまt士 んで した。言 って聴

いて、それを自分の中で咀曙 して、さらに良いものに練 り上げることを意識 した授業

で した。良い挑戦だったと思います。

○ 今 日の課題は、個人の課題 とクラスの課題が示 されていま した。 クラスとして伸Iか

を成 し遂げようと明確にすると、子 どもたちは、それに向かってI協同できます。課題

が曖味な指導案を見ますが、本時母課題は一人一人の課題 ヒクラスの課題が明確 にな

っていま したので、協同がおき子どもたちのモチベーショ》/が 高まりました。

○ 音読の時間は個人差があるものです。それをグループの話 し合いのステップを入れ

“7B



て吸収 していました。工夫の一つです。グループでの話 し合いのステップについて、

どのような指示が出されていたのか放映されませんrで した。指示の出 し方一つてP子 ど

もの動 きが変わ ります。「グループで話 し合いなさいJで はだめです。 どのような指

示を出す と、あのような子 どもたちの動きになるゆか4情
報があんと良かったと思いま

す。

○ 今 日の授業では、子どもたちが仲間に向かって話 していました。伸問勢言うことを

しっか りと聴いていました。子どもたちの話す力を育てるとよく言われますが、一番

の基本は、話す値打ちのある場面をつ くることです。そのような場面で話す聴 くとい

う経験をさせることが大切です。自分に関心のあることだったらしっかりと聴 きます。

聴かせたいことがあれば、 しっかりと話 します。要するに話す場面・聴 く場面をどう

つ くるかで話す聴 く力が育つのです。

○ 音楽 lま 学校全体の雰囲気を表す教科です。荒れ気味の学校で、音楽室からの歌声が

段 々と大 きくな り、そのうちに生徒が腹の底から大 きな声在r出 せるようになって くる

と十分に落ちついた状態といえるでしょう。子どもたちり参加度をみると犬曲嘩1学校

は安心です。河原先生の力量と学校全体の力量が表れています。

○ 大山中学校の教科を越えた連携・教科を越えた学びは貴重です。大山の教育改革も
9年 目です。子どもたちは本当によく学び合うようになりました。 しかし、安心して

たずなを緩めると子どもたちは方向を見失います。しっかりと決めたことを貫いてい

くと小学校の学び合いが中学校で生きることになります。小中連携で一番大切なこと

は、学ぴの原理が一致していることです。

○ 河原先生の授業は、生徒たちがよく動く仕掛けがつくられている良い授業でし′た。
アカペラで歌うという学習課題で生徒たちが動いている。ただ、導入でアカペラで歌

う難しさと意義について、もう少し時間をかけても良かったと思います。今日はrnJを

するのかを示すことはとても重要なことです。今日の学びを子どもたちが分かりなが

ら学習することがポイントになります。

O 課題の中にチャレンジが含まれていることが重要です。そのような意味でプカペラ
でやるという課題に意味がありました。だから、生徒のパート練習 |よ 単なる繰り返し
ではありませんでした。

O 最後の場面は、とても良い光景で tノ た。 8人 グループは大 きいサイズだとは思いま

すが、生徒が凝集 して話 し合う姿は今 回の授業を象徴 していました。最後に自分たち

の活動を振 り返 り、みんなの前で発表するのは有意義な通とです。 /1e間 の前で自分た

ちの課題を宣言するということは、とても心に深 く残 ります。書いたことでも心に残

りますが、大事な仲間の前で次にやることを宣言するこれは、構:え を大 きくすること

につなが ります。 これは集団心理学の実験でも明らかにされています。伸間の前で宣

o8-



言 したこと ll■ 、次にきちんと行動に移そうとします。

○ 大山の状況が多少変わってきています。授業研究会 も市教育委員会の主17Mか ら校長
会の主催になりました。 しか し、最終的に子どもを変えて rヽヽ くのlll一 つ一つの授業で

す。大山の状況の変化の中でもたずなを緩めないことが大切です。一つのFJyで これだ
けのものを創 ってきたのは前Fllが ありません。ぜひ、現場の力で継続 しては し rヽヽ と思
います。大山には研究的実践があ ります。ぜひ、挑戦を続けては しいと思います。

【参 加者 の声 ―感 想 か らの抜粋 】

☆ 大山の教育に対する熱意と先生方

の レベルの高さを感 じました。意見

交流の際は、 自分に自信がな く、な

かなか話す ことができず、力の無さ

を感 じま した。 しっか り勉強 して、

また、 このような機会があれば、よ

り実 りのある意見交流にしていきた

いと思いま した。常に考え、良くし

ていこうという気持ちが大切である

と改めて実感できました。 とても良

い経験をさせていただきま した。

☆ 鳥取からや ってきたかいがありま

めたいと思います。本当にありがと

した。今日学んだことを持
｀
なン帰つて、鳥取にも広

1う ございました。

☆ 児童・生徒の協同 (教え合い 。学び合い)学習の実践を拝見し感動しました。教師
の役割として、①学続・個人それぞれの学習目標の設定 ②班学習 。個別学習 。一斉
学習等の学習形態に応 じた時間配分 ③単元を十分に見通 した授業計画の作成の大切
さを再認識 しました。「振り返リカー ドJを有効に利用することの大切さは十分理解
できます。しかし、教師の負担増をどのように克服するかも現実の問題として考えな
ければならないでしょう。大変有意義な研修会でした。ありがとうございました。

☆ 学び合いの場面の時に、教師の動き、生徒の動きを一つ一―つ確認することがRrき 、
自分の授業に生かせるようにしたいと思います。また、振り返リカー ドの意味と1良,さ

を再確認することができ、授業で生かしていけるようにがんばりたいと思争。自分が
できていないことが、ビデォ授業を見ることで気付くことができた。それを少ヒ/で も
できるように夏体み後の授業をがんばっていきたい。

「 少人数によ儡1覇琴究協議鋤場画 2J
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第 6分科会

ワ~タ シ ヨンプ

中学校社会科にお :す る協同学習

実践提供者

犬山市立城東小学校

水 谷
'茂

助言者

創価大学

関 田 一 彦

3:55～ 15:2

南校舎三階会議室



教科委員を中心にみんなで創る

社金科の授業をめざして

犬山市立南部中学綾社会科部会

1 授業の現状を振 り返る

2 授業改善の視点

○ 授業改善のね らいは、学習集団の全員の総体的

な学力を高めることです。南部中学校では、この全

員を高めることを目指 します。全員が高まる活動を

仕込み、仕掛ければ生徒は本気で活動 します。本気

で活動す ることを通 して、生徒の学習意欲が高まると

生まれます。すなわち 「授業の中で人間関係 を作る」

も一緒に仕事ができる関係 を築 く力は実社会に出た と

ともに豊かな同時学習 も

ことができます。誰 とで

きに必要な力であ り、民

主的な人格形成を担つている学校教育の責務です。

O 生徒が主体的に活動できる授業を目指します。そのために、この時間で生徒

が解決すべき明確な課題の提示と解決するための手順・時間を示し、教師は支

援に回り、生徒の力で授業を進めます。この支援の内容は、普段からの仕込み

であり授業を成立させるための仕掛けです。生徒は成功体験を積むことでやる

気と自信をもつことができます。

次のような授業が行われていないか常に振 り返 り点検 します。

○ 教師が授業を リー ドし、教師対子 どもの一問一答形式の展開になってい

ないか。

○ 早 く反応する生徒中心に 「はい、はい」スタイルの授業になつていない

か 。

0 課題の提示 と学習の手順、何ができればよいのか明確に示 されているか。

○ 授業の展開を生徒に任せ ようとしているか。

O 振 り返 りの時間が確保 されているか。

○ 教室内に生徒の声が届いているか。

○ 机西己置が一斉学習の形で固定 していないか。
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○  「参加」「協同」「成就」をキーワー ドにした授業を展開 します。

「参加」 ・・ 話 し合いへの参加を促すためには、何を発言すればよいのか分か

る仕掛けをします。優等生だけが活躍する授業ではなく、誰が優等

生で誰がそ うでないかが分からない授業を目指 します。

・ 0グ ループ学習は協同の重要な方法の一つです。協同は方法 とい う

よりも基本的な理念 として とらえます。皆が力を合わせて皆で高ま

ろ うとい う意識 をもちます。 これが民主的な人格形成につなが り、

社会人 として生きてい く上での土台にな ります。 このことを念頭に

おいて 「学び合い」「高め合い」を します。単なる 「助け合い」「な

れ合い」には しません。お互いに責任 を果たす とい う信頼に支えら

れた人間関係づ くりを等 して学習意欲を高めます。

・・ 今 日の授業で自分はどれだけ進歩 したか、あるいは、一単元が終

わった ところで、こんなことができるようになった とい う確かな手

応 えを感 じた とき、生徒は、満足感や 自己肯定感をもちます。その

ような振 り返 りができる授業を目指 します。

「協同」

「成就」

○ 生徒が生徒に向かつて話す授業を目指 します。生徒が教師に向かつて話す う

ちは、教えてもらう、評価 してもらうとい う受け身の意識から抜け出せません。

生徒が本気になった ら必ず伸びます。自分が変わるために授業を受けるのです。
「学ぶことは変わること」なのです。教師の発想を転換 します。

3 学び合 う関わ りを倉1る

一人一人の生徒を分断 して孤立 した学び (競争原理による学力向上)を展開する

ことは、南部中学校の学びにはな じみません。学校は集団で学び合 う場です。生徒

同士が学び合いなが ら関わ り合ってい く場です。そのことで社会性 も身に付 くので

す。 日々の授業づ くりや学級づ くりの中で、生徒同士の関わ り合いを意識 して、学

び方の習得を地道にそ して丹念に追究 していきます。共に学び合 う状況を創 り出す

ためには、次のような条件を念頭に置いて取 り組んでいます。

○ 一人一人の生徒が教材に主体的に関わ り、自分の考えを明確にする。

(個人思考の時間の確保 )

○ 生徒が話し合 う必然性を感じる。

(一人で考えれば分かるような課題ではなく、互いの知恵を合わすことで

解決できる課題を提示)

○ 生徒が集団で課題解決するための追究の仕方を理解する。

(明確な課題の提示と解決のための手順の明示)
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一人一人の生徒が、自分の考えに根拠をもつ。

(話 し合 うのルールの確立 )

生徒同士が意見を活発に交流するための手だての内容を理解する。

(協同の手法を取 り入れた活動 )

生徒が自分の活動を評価する明確なゴールを意識する。

(生徒が分かる明確な到達 目標を提示)

4 みんなで倉1る社会科の授業をめざして

【仲間とともに倉1り 上げる授業のパターン化】

★ スター ト

1 チャイムと同時に教科係が前に出てきて 「チェックテス ト」を実施する。

・ 5間 を目頭で出題する。

・ 必ず事前に考えてお く。

答え合わせを行い、どれ ぐらいできたかを確認する。

・ 挙手をさせ、必ず何割 ぐらいの人が手を挙げたかを確認す る。
「全部できた人 ?」 F4点の人 ?」

学習ノー トを出させ、前の授業のページを開かせる。

・ 全員がノー トを開いたかを確認する。

学習 したことを 1分程度復習 させ る。

・ しつか りと取 り組んでいるか確認する。

今 日の授業のめあてと学習の流れを教師に聴 く。
0教 科係は席に戻る。

・ 自己診断カルテにめあてを書 く。

本時の授業の流れは学習ノー トを使い説明する。

・ タイムスケジュールを黒板に書き、これか ら学んでい くことや時間配分

を知 らせ る。生徒の意見を発表 させ る場合は、何についての発表か とい う

ことと何名発表するかを事前に伝える。

・ 最初の発表者を事前に指名 しておく。
0発 表者が次の発表者 を指名 していく。

発表が終わったら、各 自のまとめた

内容を修正する時間を確保する。

大切な課題は代表生徒を指名 し、

発表 させて確認する。

3-

社会科が不得意な生徒も安 J怒 して

参加できるように自由に移動させる

みんなでかかわりながら学習できるように席を移動させる。



7 それぞれの課題について学び合わせる。

・ 生徒の学びの様子を見つめながらア ドバイスをしていく。

時間になった ら教科委員が全体に指示を出す。

・ 話 し合いをやめさせ、ペンを置 くように指示をする。
・ 最初の発表者を指名する。

・ 先生の話が終わつたら、次の課題の最初の発表者を指名する。

本時の学習の確認 と自己の学習のふ り返 りをさせる。

社会科の授業の合い言葉

みんなで

口を動かそ う

目を動かそ う

首を動かそ う

そ して

頭を動かして

自分の言葉でまと

さあ みんなに伝 えよう !

ヽ
１
、ミ
、ｔ

めてみよう !

し ノ″ノ=ノ″ノ=ノ=ノ″ノ″ノ″/=/=ノ =ノ″/″′″ノ″ノ=ノ=ノ″ノ″ノ″ノ″ノ″ノ=ノ″/″ノ

・ ボー としている生徒はいないか ?

・ 真剣に取 り組んでいる生徒は誰か ?

・ 一人調べをしている生徒はいないか ?

・ 回 りと額を寄せ合つて学習 しているか ?
。 日を動か した り、 目を動かした り、

首を動か した りしているか ?
。 どんなことを語 り合っているか ?

・ 学習ノー トにどんなことを書いているか ?
・ 進行状況はどうか ?

・ 全体が戸惑っている場合は、黒板を使ってヒントを示す。その場合は

必ず全員が黒板を注目しているか確認する。

この時間に授業の流れや

生徒の活動を評価し、ア

ドバイスを与えていく

凛4-



講 演

会 場

時 間

講 師

体育館

15:30～ 16:1

学習文化研究家

演 題

「自己有用感を育てる"

～自分 らしさを創 り合

梶  浦 真 先生

学び合い"の学習 と指導 J

う学びの可能性を信 じて～

講師プ ロフィール

梶浦 真 (か じうら まこと)

1965年東京生まれ。高校卒業後、20以上職業を経験し、

2002年 (有)教育報道出版社を設立。文部科学省視学官・

嶋野道3A著 「評価から考える “総合的な学習の時間"Jを刊行す

ると共に、自著 [学力低下より恐い !学欲低下]を上梓。幅広い題材と新し

い視点から教育を語る講演や国内各地の校内研修における常任講師など、講

演多数。その他の単著は、「協働学力」「学力裁判」「学べる力を伸ばす授業J

「未来を拓く公学力」「続・協働学力」。共著として「コミュニケーション能

力の指導と育成J。
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